
０１
題 材 名 「つないで、つないで、一つのお話」（第１時／全１時間）

目 標 自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容をとらえ、自分の考えをまとめることができる。

◎ 進んでつながりをとらえながら話を聞き、見通しをもって話を作ろうとすることができる。

領 域 等 A話すこと・聞くこと
学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 扉の詩を声に出して読ませ、心に残った言葉や表現を出し合わ ・ 扉の詩を声を合わせて読む。

入 せる。

10 「扉の詩をみんなで声に出して読んでみよう」

分 「P.6『六年生の国語の学びを見わたそう』を読んでみよう」 ・ 各自で読む。

・ 目次や『六年生の国語の学びを見わたそう』を読ませ、既習

事項を確かめ年間の国語学習を見わたすようにさせる。

展 ② 題材名「つないで、つないで、一つのお話」を黒板に書く。

開

33 ③ 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

分 みんなで一文ずつつないで、一つのお話を作ろう。

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

・ P.13を見てお話作りの方法を確認させる。

④ お話を作るグループを作らせる。 ・ グループを作る。

「今日はみんなで一文ずつつないでお話を作ります。今からお話

を作るグループを決めます。」

・ 5 ～ 6 人のグループを作ることができればよいが、クラスの
人数に応じて対応する。

⑤ 最初と最後の一文を考えさせ、グループで順番を決めさせる。 ・ ワークシートに書く。

「これから作るお話の、最初の一文と最後の一文を決め、言う役

とつなぐ順番を決めよう」

〇 教科書を参考に、後に文を続けやすいように助言する。

⑥ お話をつないでいくときに気をつけることやルールを確認する。・ 気をつけることやルールを

「お話をつなぐときに気をつけることはあるかな」 確認する。

〇 前の人の話を正しく聞くこと、話に出てくる人物や場所、言

葉の調子などに気をつけることを確かめる。

⑦ 前の人の内容に合うように、一人一人でお話を作り、つないで ・ お話をつないでいく。

いくようにさせる。

「前の人のお話をよく聞いて、お話をつないでいこう」

・ 順番に一文ずつ考えてつないでいき、２周して最後の一文で

終わることを確認しておく。パスも認める。

⑧ できた話をグループごとに発表し合わせ、感想を書かせる。 ・ 発表し合い、感想をワーク

「できたお話をグループごとに発表しよう。聞く人はよかったと シートに書く。

ころやおもしろかったところをワークシートに書こう」

・ 考えの多様さや正しく聞くことの大切さや楽しさを感じられ

終 るようにする。

末

2 ⑨ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

分 「次の時間は、『春の河』『小景異情』について学習しよう」



板書例

つ
な
い
で
、
つ
な
い
で
、
一
つ
の
お
話

み
ん
な
で
一
文
ず
つ
つ
な
い
で
、一
つ
の
お
話
を
作
ろ
う
。

○
お
話
を
作
る
グ
ル
ー
プ
を
作
ろ
う
。

○
最
初
の
一
文
と
最
後
の
一
文
を
決
め
よ
う

(

例)

・
最
初
の
一
文

今
日
は
運
動
会
で
す
。

・
最
後
の
一
文

道
に
リ
ン
ゴ
が
落
ち
て
い
ま
し
た
。

○
お
話
を
つ
な
い
で
い
く
と
き
に
気
を
つ
け
る
こ
と

(

例)

・
前
の
人
の
話
を
正
し
く
聞
く
。

・
話
に
出
て
く
る
人
物
や
場
所
、
言
葉
の
調
子
な

ど
に
気
を
つ
け
る
。

○
前
の
人
の
お
話
を
よ
く
聞
い
て
お
話
を
作
り
、

つ
な
い
で
い
こ
う

○
発
表
し
合
お
う

⑨ 次時の予告をする。

「次の時間は、『春の河』『小景異情』について学習しよう」

① 扉の詩を声に出して読ませ、心に残った言葉や表現を出し合わせる。

「扉の詩をみんなで声に出して読んでみよう」

「P.6『六年生の国語の学びを見わたそう』を読んでみよう」

② 題材名「つないで、つないで、一つのお話」を黒板に書く。

③ 本時の目標を黒板に書く。

④ お話を作るグループを作らせる。

「今日はみんなで一文ずつつないでお話を作ります。

今からお話を作るグループを決めます。」

⑤ 最初と最後の一文を考えさせ、グループで順番を決めさせる。

「これから作るお話の、最初の一文と最後の一文を決め、言う役とつなぐ順番を決めよう」

⑧ できた話をグループごとに発表し合わせ、感想を書かせる。

「できたお話をグループごとに発表しよう。

聞く人はよかったところやおもしろかったところをワークシートに書こう」

⑥ お話をつないでいくときに気をつけることやルールを確認する。

「お話をつなぐときに気をつけることはあるかな」

⑦ 前の人の内容に合うように、一人一人でお話を作り、つないでいくようにさせる。

「前の人のお話をよく聞いて、お話をつないでいこう」
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一
つ
の
お
話

W
01

六
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組
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前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

○
こ
れ
か
ら
作
る
お
話
の
、
最
初
の
一
文
と
、
最
後
の
一
文
を
決
め
よ
う
。

最
初
の
一
文

最
後
の
一
文

○
グ
ル
ー
プ
で
、
最
初
の
一
文
と
最
後
の
一
文
を
言
う
役
を
そ
れ
ぞ
れ
決
め
よ
う
。

※
お
話
を
つ
な
い
で
い
く
と
き
に
気
を
つ
け
る
こ
と

○
一
人
目
か
ら
順
番
に
、
一
文
ず
つ
お
話
を
つ
な
い
で
い
こ
う
。

○
最
後
の
人
は
、
決
め
て
お
い
た
最
後
の
一
文
を
言
っ
て
終
わ
ろ
う
。

○
で
き
た
お
話
を
み
ん
な
に
発
表
し
て
、
感
想
を
伝
え
合
お
う
。



つ
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で
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習
の
め
あ
て

み
ん
な
で
一
文
ず
つ
つ
な
い
で
、
一
つ
の
お
話
を
作
ろ
う
。

○
こ
れ
か
ら
作
る
お
話
の
、
最
初
の
一
文
と
、
最
後
の
一
文
を
決
め
よ
う
。

最
初
の
一
文

(

例)

今
日
は
運
動
会
で
す
。

最
後
の
一
文

(

例)

道
に
リ
ン
ゴ
が
落
ち
て
い
ま
し
た
。

○
グ
ル
ー
プ
で
、
最
初
の
一
文
と
最
後
の
一
文
を
言
う
役
を
そ
れ
ぞ
れ
決
め
よ
う
。

※
お
話
を
つ
な
い
で
い
く
と
き
に
気
を
つ
け
る
こ
と

(

例)

前
の
人
の
話
を
正
し
く
聞
く
。

(

例)

話
に
出
て
く
る
人
物
や
場
所
、
言
葉
の
調
子
な
ど
に
気
を
つ
け
る
。

(

例)

一
人
で
あ
ま
り
長
く
話
さ
な
い
。

(

例)

最
後
の
一
文
に
つ
な
が
る
よ
う
に
協
力
す
る
。

○
一
人
目
か
ら
順
番
に
、
一
文
ず
つ
お
話
を
つ
な
い
で
い
こ
う
。

○
最
後
の
人
は
、
決
め
て
お
い
た
最
後
の
一
文
を
言
っ
て
終
わ
ろ
う
。

○
で
き
た
お
話
を
み
ん
な
に
発
表
し
て
、
感
想
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伝
え
合
お
う
。

(

例)

最
初
と
最
後
の
文
が
い
っ
し
ょ
で
も
、
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
全
然
違
う
お
話
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
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(

例)

前
の
人
の
話
を
よ
く
聞
い
て
い
な
い
と
つ
な
が
ら
な
い
の
で
、
意
外
と
難
し
か
っ
た
。

(

例)

文
を
作
っ
た
り
話
し
た
り
す
る
と
き
は
、
文
末
や
言
葉
の
調
子
を
そ
ろ
え
る
と
よ
い
。



０２
題 材 名 「春の河」「小景異情」（第１時／全１時間）

目 標 これまでに身につけてきた音読の技能をいかして、詩を音読することができる。

◎ 音読の技能をいかすことに進んで取り組み、互いの表現の意図に応じて詩の音読について感

想を交流しようとしている。

領 域 等 知識及び技能（１）言葉の特徴や使い方

学習の流れ >

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「春の河」「小景異情」を黒板に書く。

入

5 ② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

分 これまでに学んできたことをいかして、二つの詩を音読しよう。

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

展 ③ 情景を思い浮かべさせる。 ・ ワークシートに記入する。

開 「どんな春の景色がひろがるだろう。」

33 ・ 範読して、日本の春をイメージさせる。その情景を伝えるた

分 めに、どう音読すればよいか考えさせる。

〇 文語調の表記や表現の工夫に気付かせる。「たつぷり」「あふ

れてゐる」「地ぞ」「燃えよ」などを挙げさせる。その他、必要

に応じて説明を加える。

④ 音読の練習をさせる。 ・ どう音読すればよいか考え

「どう音読すればよいだろう。」 ワークシートに記入する。

・ これまでに学習した音読の仕方、工夫などについて振り返ら

せ、読む練習の時間をとる。

〇 児童から出てこない場合には、言葉の抑揚や強弱、速さ、間

の取り方など、例を挙げて助言をする。

⑤ 音読を発表し合わせ、互いに感じたことを伝え合わせる。 ・ 発表し合い、伝え合い、ワ

「音読を発表し合い、互いに感じたことを伝え合おう。」 ークシートに書く。

・ 自分で考えた工夫などをいかして発表させる。

〇 工夫が見られるなどよかった部分について、具体的に賞賛す

る。

終 ⑥ 年間を通し継続的な活動に取り組む意欲をもたせる。 ・ 取り組み方について知る。

末 「P.16 の『続けてみよう』を読んで、気になったニュースを一年
7 間書きためていこう」

分 ・ 社会で起きていることに興味をもち、気になったニュースを

一年間書きためることについて、紹介する。

〇 限られた条件の中での取り組みとなるので、具体的な方法に

について助言をする。

⑦ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

「次の時間は、『帰り道』という文章について学習しよう」

指導のポイント

○ 日本の四季

・ 日本の四季について実感のない児童がいる場合には、説明、解説が必要である。教科書の該当ペー

ジの挿絵のほかに、関係しそうな他のページの挿絵や、可能であれば写真を用意しておき、児童に分

かりやすく説明を加えたい。また、普段から折に触れ、日本の四季について話題にしていくとよい。



板書例

春
の
河
・
小
景
異
情

こ
れ
ま
で
に
学
ん
で
き
た
こ
と
を
い
か
し
て
、
二
つ
の

詩
を
音
読
し
よ
う
。

○
ど
ん
な
春
の
景
色
が
広
が
る
だ
ろ
う
。

※
表
現

・
た
つ
ぷ
り
→
た
っ
ぷ
り

・
あ
ふ
れ
て
ゐ
る
→
あ
ふ
れ
て
い
る

・
燃
え
よ
→
燃
え
ろ

（
例
）・
暖
か
い
風
が
ふ
い
て
い
る
。

・
雪
が
溶
け
て
川
に
流
れ
て
き
た
。

・
春
の
草
花
が
咲
い
て
い
る
。

・
日
差
し
が
暖
か
い
。

○
ど
う
音
読
す
れ
ば
よ
い
か
。

（
例
）・
言
葉
の
抑
揚
を
つ
け
る
。

・
強
弱
を
つ
け
る
。

・
速
さ
を
変
え
る
。

・
間
を
取
り
る
。

な
ど

○
音
読
を
発
表
し
合
い
、
感
じ
た
こ
と
。

（
例
）
・
間
を
と
っ
て
あ
っ
て
様
子
が
思
い
浮
か
ん
だ
。

・
だ
ん
だ
ん
と
大
き
な
声
に
な
っ
て
い
た
。

⑦ 次時の予告をする。

「次の時間は、『帰り道』という文章について学習しよう」

① 題材名「春の河」「小景異情」を黒板に書く。

② 本時の目標を黒板に書く。

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

⑥ 年間を通し継続的な活動に取り組む意欲をもたせる。

「P.16の『続けてみよう』を読んで、気になったニュースを
一年間書きためていこう」

④ 音読の練習をさせる。

「どう音読すればよいだろう。」

③ 情景を思い浮かべさせる。

「どんな春の景色がひろがるだろう。」

⑤ 音読を発表し合わせ、互いに感じたことを伝え合わせる。

「音読を発表し合い、互いに感じたことを伝え合おう。」



春
の
河
・
小
景
異
情

W
02

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

※
表
現

○
ど
ん
な
春
の
景
色
が
広
が
る
だ
ろ
う
。
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ど
う
音
読
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れ
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よ
い
だ
ろ
う
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○
音
読
を
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し
合
い
、
感
じ
た
こ
と
。
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あ
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こ
れ
ま
で
に
学
ん
で
き
た
こ
と
を
い
か
し
て
、
二
つ
の
詩
を
音
読
し
よ
う
。

※
表
現た

つ
ぷ
り

あ
ふ
れ
て
ゐ
る

燃
え
よ

た
っ
ぷ
り

あ
ふ
れ
て
い
る

燃
え
ろ

○
ど
ん
な
春
の
景
色
が
広
が
る
だ
ろ
う
。

暖
か
い
風
が
ふ
い
て
い
る
。

雪
が
溶
け
て
川
に
流
れ
て
き
た
。

春
の
草
花
が
咲
い
て
い
る
。

日
差
し
が
暖
か
い
。

○
ど
う
音
読
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。

棒
読
み
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
言
葉
の
抑
揚
を
つ
け
て
読
む
。

大
切
な
と
こ
ろ
は
大
き
い
声
で
読
む
な
ど
、
強
弱
を
つ
け
て
読
む
。

ゆ
っ
く
り
読
み
た
い
と
こ
ろ
は
、
速
さ
を
変
え
て
読
む
。

意
味
を
考
え
て
、
間
を
取
っ
て
読
む
。

○
音
読
を
発
表
し
合
い
、
感
じ
た
こ
と
。

一
行
ご
と
に
間
を
と
っ
て
読
ん
で
い
た
の
で
聞
き
や
す
く
、
様
子
が
思
い
浮
か
ん
で
き
た
。



０３
題 材 名 「帰り道」（第１時／全２時間）

目 標 全文を通読し、登場人物の相互関係や心情などについて、描写を基にとらえることができる。

◎ 進んで視点の違いに着目して、登場人物の心情などを描写を基にとらえて読もうとする。

領 域 等 C読むこと
学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「帰り道」を黒板に書く。

入

5 ② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

分 「帰り道」を読み、登場人物について読み取ろう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。声を合わせて読ませ ・ 目標を声を合わせて読む。

る。

展 ③ 全文を範読する。 ・ 範読に合わせて全文を読み、

開 「登場人物の確認をしよう。また、視点の違いを考えながら聞こ 登場人物を確認する。

30 う」

分 ○ 「視点」については、語り手がその作品をどこから見て語って ・ ワークシートに書く。

いるかということ。P.30、309に意味、使い方がある。
・ 「律」の視点から書かれた「１」と、「周也」の視点から書か

れた「２」から構成されている。

④ 同じ出来事に対する２人のとらえ方や心情について、共通点や ・ 見つけたことを発表する。

相違点を発表させる。

「同じ出来事に対して『律』と『周也』の言動はどのように書か

れていたかな」

・ 周也が１人でしゃべり続けているとき ・ 昼休みの出来事

・ ２人とも黙り込んでしまったとき・ 天気雨に降られたとき

・ 雨が上がり、ふたりで歩き始めたとき

○ ２人のとらえ方や心情は違いがあることに気づかせる。 ・ ワークシートに書く。

⑤ ２人の人物像について、分かったことを発表させる。 ・ ワークシートに書き、発表

「２人はどのような人物だろう」 し合う。

○ ２人が思う自分自身、相手をどう見ているか、読者から見て、

という３つの点から読み取り、考えさせる。

・ 律…慎重な性格。優柔不断。控えめ。マイペース。など

・ 周也…積極的な性格。おしゃべり。静けさが苦手。など

・ ２人とも自分について考え、相手のことを思いやっている。

終 ⑥ 登場人物の心情が伝わるように音読させる。 ・ 音読する。

末 ○ 心情が伝わるように音読するために、どのようなことに気を

10 つけたらよいか考えさせる。前時の音読の工夫等についても振

分 り返らせる。

⑦ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

「次の時間は、２人の心情の変化について考えよう」

指導のポイント

○ 学習の進め方に関して

・ 目標は黒板に書き、全員で一斉読みをさせて確認させる習慣づけをするとよい。

・ 個別学習に入る前に、指示はすべて終えておくようにする。

・ まめに机間指導をし、個々の学習の進度を見るようにする。

・ メモがとれるように、空欄の座席表を常備しておくとよい。



板書例

帰
り
道

「
帰
り
道
」
を
読
み
、
登
場
人
物
に
つ
い
て
読
み
取
ろ
う
。

視
点･
･
･

語
り
手
が
そ
の
作
品
を
ど
こ
か
ら
見
て
語
っ
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
。

「
律
」
の
視
点
「
１
」

「
周
也
」
の
視
点
「
２
」

同
じ
出
来
事
に
対
し
て
、

二
人
の
と
ら
え
方
や
心
情
は
違
い
が
あ
る
。

二
人
の
人
物
像

律

周
也

二

人

が

す
ぐ
に
立
ち
止
ま
る
。

よ
け
い
な
こ
と
ば
か

思

う

自

思
っ
て
い
る
こ
と
が

り
し
ゃ
べ
る
。
会
話
の

分
自
身

言
え
な
い
。
単
純
。

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で

き
な
い
。

相

手

を

テ
ン
ポ
よ
く
乗
り
こ

ち
ん
も
く
を
気
に
せ
ず

ど

う

見

え
て
、
ぐ
ん
ぐ
ん
前

い
つ
も
マ
イ
ペ
ー
ス
。

て

い

る

へ
進
ん
で
い
く
。

よ
ゆ
う
、
落
ち
着
き
が

か

あ
る
。

読

者

か

(

例)

活
発
で
前
向
き

(

例)

物
静
か
で
慎
重

ら
見
て

① 題材名「帰り道」を黒板に書く。

② 本時の目標を児童に知らせる。

「『帰り道』を読み、登場人物について読み取ろう」

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

③ 教師が全文を読む。

「登場人物の確認をしよう。また、視点の違いを考えながら聞こう」

○ 「視点」については、語り手がその作品をどこから見て語っているかということ。

⑦ 次時の予告をする。

「次の時間は、２人の心情の変化について考えよう。」

④ 同じ出来事に対する２人のとらえ方や心情について、

共通点や相違点を発表させる。

「同じ出来事に対して『律』と『周也』の言動はどのように書かれていたかな」

⑥ 登場人物の心情が伝わるように音読させる。

⑤ ２人の人物像について、分かったことを発表させる。

「２人はどのような人物だろう」

○ ２人が思う自分自身、相手をどう見ているか、読者から見て、

という３つの点から読み取り、考えさせる。



帰
り
道

Ｗ
03

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

○
視
点･

･
･

語
り
手
が
そ
の
作
品
を
ど
こ
か
ら
見
て
語
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
。

教
科
書

ペ
ー
ジ
、

ペ
ー
ジ
に
く
わ
し
く
出
て
い
る
。

30

309

○
同
じ
出
来
事
に
対
し
て
、

・

周
也
が
一
人
で
し
ゃ
べ
り
続
け
て
い
る
と
き

・

昼
休
み
の
出
来
事

・

二
人
と
も
黙
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
と
き

・

天
気
雨
に
降
ら
れ
た
と
き

・

雨
が
上
が
り
、
ふ
た
り
で
歩
き
始
め
た
と
き

○
二
人
の
人
物
像

律

周
也

二
人
が
思
う
自
分
自
身

相
手
を
ど
う
見
て
い
る
か

読
者
か
ら
見
て



帰
り
道

Ｗ
03

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

「
帰
り
道
」
を
読
み
、
登
場
人
物
に
つ
い
て
読
み
取
ろ
う
。

○
視
点･

･
･

語
り
手
が
そ
の
作
品
を
ど
こ
か
ら
見
て
語
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
。

教
科
書

ペ
ー
ジ
、

ペ
ー
ジ
に
く
わ
し
く
出
て
い
る
。

30

309

「
律
」
の
視
点
「
１
」

「
周
也
」
の
視
点
「
２
」

○
同
じ
出
来
事
に
対
し
て
、

・

周
也
が
一
人
で
し
ゃ
べ
り
続
け
て
い
る
と
き

・

昼
休
み
の
出
来
事

・

二
人
と
も
黙
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
と
き

・

天
気
雨
に
降
ら
れ
た
と
き

・

雨
が
上
が
り
、
ふ
た
り
で
歩
き
始
め
た
と
き

人
の
と
ら
え
方
や
心
情
は
違
い
が
あ
る
。

○
二
人
の
人
物
像

律

周
也

二
人
が
思
う
自
分
自
身

す
ぐ
に
立
ち
止
ま
る
。

よ
け
い
な
こ
と
ば
か
り
し
ゃ
べ
る
。
会

思
っ
て
い
る
こ
と
が
言
え
な
い
。
単
純
。

話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
な
い
。

相
手
を
ど
う
見
て
い
る
か

テ
ン
ポ
よ
く
乗
り
こ
え
て
、
ぐ
ん
ぐ
ん
前

ち
ん
も
く
を
気
に
せ
ず
い
つ
も
マ
イ
ペ
ー

へ
進
ん
で
い
く
。

ス
。

よ
ゆ
う
、
落
ち
着
き
が
あ
る
。

読
者
か
ら
見
て

(

例)

活
発
で
前
向
き

(

例)

物
静
か
で
慎
重



０４
題 材 名 「帰り道」（第２時／全２時間）

目 標 人物像や物語などの全体像を具体的に想像することができる。

◎ 進んで人物像や物語などの全体像を具体的に想像し、考えを交流しようとする。

領 域 等 C読むこと
学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「帰り道」を黒板に書く。

入

5 ② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

分 「帰り道」を読み、二人の心情の変化について読み取ろう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。声を合わせて読ませ ・ 目標を声を合わせて読む。

る。

展 ③ 全文を範読する。 ・ 全文を読み、内容を確認す

開 「前時の学習を思い出しながら、声に出して読もう」 る。

30
分 ④ ２人の「言葉」に対する思いなどについて読み取らせる。 ・ ワークシートに書き、発表

「『律』と『周也』はそれぞれ、「言葉」や「言葉にすること」に する。

対して、どのような思いや考えをもっているだろう。」

・ 律… ぽんぽん答えていくテンポについていけない。など

・ 周也…ぼくの言葉は軽すぎる。など

○ 読み取れない児童には、見つけるために、一つずつ例を示し

て手がかりを与える。

⑤ ２人の心情の変化について読み取らせる。 ・ ワークシートに書き、発表

「『ぬれた地面に～ぼくたちはまた歩き出した。』（P.24の 12行目） し合う。

と、『しめった土のにおいが～受け止められたのかもしれない。』

（P.29 の 12 行目）には、２人のどんな心情の変化が表れてい
るだろうか。」

・ 律…「軽快な足音」→心が軽くなった

・ 周也…「初めて、ちゃんと受け止められた」→思いが通じた

⑥ ２人のその後について想像し、発表し合う。 ・ 想像したことを発表し合う。

「この後、２人の関係はどのように変化すると思うか考えよう」

・ より一層、仲良くなった。

・ お互いに相手を思いやれる親友になった。

終 ⑦ 新出漢字の練習をさせる。 ・ 新出漢字「腹」「段」「純」

末 ・ 「腹」は、類似した字との違い。「段」の止めやはね。「純」 の練習をする。

10 の右の部分の形に気をつけさせる。

分 ○ はね・止めをきちんと押さえさせる。空中に指書きさせる。

他の新出漢字は家庭学習とする。

⑧ 次時の予告をする。

「次の時間は、『地域の施設を活用しよう』を学習しよう」 ・ 次時の見通しを持つ。

指導のポイント

○ 漢字学習に関して

・ はね、止め、はらいをきちんと押さえさせる。

・ 新出漢字は空中に指書きさせ、筆順を意識させる。

・ 授業では難しい字を中心に学習し、他の字は家庭学習とする。



板書例

帰
り
道

「
帰
り
道
」
を
読
み
、
二
人
の
心
情
の
変
化
に
つ
い
て

読
み
取
ろ
う

「
律
」
と
「
周
也
」
の
「
言
葉
」
や
「
言
葉
に
す
る
こ
と
」

に
対
す
る
思
い
や
考
え

・
律･

･
･

ぽ
ん
ぽ
ん
答
え
て
い
く
テ
ン
ポ
に
つ
い
て
い

け
な
い

思
っ
て
い
る
こ
と
が
言
え
な
い
。

「
こ
ん
な
」
を
う
ま
く
言
葉
に
で
き
な
い
。

・
周
也･

･
･

ぼ
く
の
言
葉
は
軽
す
ぎ
る
。

だ
れ
か
と
い
る
と
き
の
ち
ん
も
く
が
苦
手

何
か
言
わ
な
き
ゃ
っ
て
あ
せ
る
。

二
人
の
心
情
の
変
化

律

心
が
軽
く
な
っ
た
。
分
か
っ
て
も
ら
え
た
気
が
し

た
。

周
也

思
い
が
通
じ
た
。
会
話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で

き
た
。

新
出
漢
字

腹･
･
･

福
・
複
・
福
な
ど
と
似
て
い
る
。

段･
･
･

止
め
や
は
ね
に
気
を
つ
け
る
。

純･
･
･

右
側
の
た
て
画
は
、
少
し
つ
き
ぬ
け
て
い
る
。

① 題材名「帰り道」を黒板に書く。

② 本時の目標を児童に知らせる。

「帰り道」を読み、二人の心情の変化について読み取ろう」

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

③ 全文を音読する。

「前時の学習を思い出しながら、声に出して読もう」

④ ２人の「言葉」に対する思いなどについて読み取らせる。

「『律』と『周也』はそれぞれ、「言葉」や「言葉にすること」に対して、

どのような思いや考えをもっているだろう。」

⑤ ２人の心情の変化について読み取らせる。

「『ぬれた地面に～ぼくたちはまた歩き出した。』（P.24の12行目）と、
『しめった土のにおいが～受け止められたのかもしれない。』（P.29の12行目）
には、２人のどんな心情の変化が表れているだろうか。」

⑦ 新出漢字の練習をさせる。

・ 「腹」は、類似した字との違い。「段」の止めやはね。

「純」の右の部分の形に気をつけさせる。

⑧ 次時の予告をする。

「次の時間は、『地域の施設を

活用しよう』を学習しよう」

⑥ ２人のその後について想像し、発表し合う。

「この後、２人の関係はどのように変化すると思うか考えよう」
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り
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Ｗ
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組
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学
習
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あ
て

○
「
律
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言
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や
「
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に
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と
」
に
対
す
る
思
い
や
考
え
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也

○
二
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の
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情
の
変
化

律
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也

○
こ
の
後
、
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は
ど
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に
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る
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ろ
う
。

○
新
出
漢
字
の
練
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を
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よ
う
（
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出
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は
、
教
科
書

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
）
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下
の
ま
す
に
は
、
書
き
順
を
書
い
た
り
、
く
り
返
し
書
い
た
り
し
よ
う
。

フ
ク

は
ら

ダ
ン

ジ
ュ
ン

腹段純
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組
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（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

「
帰
り
道
」
を
読
み
、
二
人
の
心
情
の
変
化
に
つ
い
て
読
み
取
ろ
う

○
「
律
」
と
「
周
也
」
の
「
言
葉
」
や
「
言
葉
に
す
る
こ
と
」
に
対
す
る
思
い
や
考
え

律

・
ぽ
ん
ぽ
ん
答
え
て
い
く
テ
ン
ポ
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つ
い
て
い
け
な
い

・
思
っ
て
い
る
こ
と
が
言
え
な
い
。

・
「
こ
ん
な
」
を
う
ま
く
言
葉
に
で
き
な
い

周
也

・
ぼ
く
の
言
葉
は
軽
す
ぎ
る
。

・
だ
れ
か
と
い
る
と
き
の
ち
ん
も
く
が
苦
手

・
何
か
言
わ
な
き
ゃ
っ
て
あ
せ
る
。

○
二
人
の
心
情
の
変
化

律

心
が
軽
く
な
っ
た
。
分
か
っ
て
も
ら
え
た
気
が
し
た
。

周
也

思
い
が
通
じ
た
。
会
話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
た
。

○
こ
の
後
、
二
人
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
だ
ろ
う
。

(

例)

今
回
の
こ
と
で
、
二
人
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
一
層
、
仲
良
く
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
お
互
い
に
相
手
を
思
い
や
れ
る
親
友
に
な
っ
た
。

○
新
出
漢
字
の
練
習
を
し
よ
う
（
新
出
漢
字
は
、
教
科
書

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
）

297

下
の
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す
に
は
、
書
き
順
を
書
い
た
り
、
く
り
返
し
書
い
た
り
し
よ
う
。

フ
ク

は
ら

ダ
ン

ジ
ュ
ン

腹段純



０５
題 材 名 「地域の施設を活用しよう」（第１時／全１時間）

目 標 地域で活用できる施設について関心をもち、目的に応じそれらを活用できるようにする。

◎ 読書生活に関わる地域の施設に関心をもつともに、目的に応じて進んでそれらを活用しよう

とする。

領 域 等 知識及び技能（３）我が国の言語文化

学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「地域の施設を活用しよう」を黒板に書く。

入

5 ② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

分 図書館、博物館など地域の施設を活用できるようにしよう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

展 ③ 教科書を読み、地域で活用できる施設について考えさせる。 ・ 音読し、ワークシートに書

開 「地域で活用できる施設には、どんなものがあるだろう」 く。

38 ○ それぞれの日本人学校などの置かれている状況や児童の実態

分 に応じて指導する。利用条件などにも配慮する。

・ 施設として、公共図書館、文学館、、博物館・資料館、水族

館・動物園などが挙げられる。

・ そのほかの施設としては、大学、日系企業、大使館・領事館

なども考えられる。

・ 事前にパンフレットなどが入手できれば、資料として有効で

ある。

○ 近くに活用できる施設がない場合には、一時帰国や旅行した

際に活用できる施設の紹介をすることも考えられる。

④ 「記録カード」（教科書 P.35）の例を参考に、調べて分かったこ ・ ワークシートに書く。

との記録のしかたを知らせる。

・ 調べた月日、調べること、分かったこと、出典など

○ 各地域を舞台にした作品や、地域に関連した作品を紹介しす

ることで施設を活用する意欲につなげたい。

・ 本時だけでなく、関連する学習の時間に取り上げていきたい。

終

末 ⑤ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

2 「次の時間は、『漢字の形と音・意味』について学習しよう」

分

指導のポイント

○ 地域の施設について

・ 教科書は、日本国内での学習を前提として書かれているため、同じように活用できない地域の補習

授業校等では、実際の活用が困難だったり条件が厳しいことも考えられる。近くに活用できる施設が

ない場合には、一時帰国や旅行した際に活用できる施設など、一般的な施設の紹介をすることに替え

ることも考えられる。押さえておきたい大切なことは、目的に応じて地域の施設を活用することや、

記録を残すことについて学習することであり、今後の学習に生かすこと、活用や記録をする意欲をも

たせることである。



板書例

地
域
の
施
設
を
活
用
し
よ
う

図
書
館
、
博
物
館
な
ど
地
域
の
施
設
を
活
用
で
き
る

よ
う
に
し
よ
う

○
地
域
で
活
用
で
き
る
施
設

・
公
共
図
書
館･

･
･

本
、
知
り
た
い
情
報

・
文
学
館･

･
･

物
語
の
作
者
や
作
品

・
博
物
館

・
資
料
館

歴
史
や
文
化
、
芸
術
、
産
業
、

・
美
術
館

自
然
科
学

な
ど

・
水
族
館

実
際
の
生
き
物
の
生
態

・
動
物
園

・
大
学
の
施
設･

･
･

図
書
館
や
資
料
館

・
日
系
企
業･

･
･

産
業
な
ど

・
大
使
館
・
領
事
館･

･
･

情
報
な
ど

○
調
べ
て
分
か
っ
た
こ
と
の
記
録
の
し
か
た

書
き
留
め
る
こ
と

・
調
べ
た
月
日

・
調
べ
る
こ
と

・
分
か
っ
た
こ
と

・
出
典

① 題材名「地域の施設を活用しよう」を黒板に書く。

② 本時の目標を黒板に書く。

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

⑤ 次時の予告をする。

「次の時間は、『漢字の形と音・意味』について学習しよう」

③ 教科書を読み、地域で活用できる施設について考えさせる。

「地域で活用できる施設には、どんなものがあるだろう」

④ 「記録カード」（教科書35ページ）の例を参考に、
調べて分かったことの記録のしかたを知らせる。



地
域
の
施
設
を
活
用
し
よ
う

Ｗ
05

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

○
地
域
で
活
用
で
き
る
施
設

○
調
べ
て
分
か
っ
た
こ
と
の
記
録
の
し
か
た

・
書
き
留
め
る
こ
と



地
域
の
施
設
を
活
用
し
よ
う

Ｗ
05

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

図
書
館
、
博
物
館
な
ど
地
域
の
施
設
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う

○
地
域
で
活
用
で
き
る
施
設

公
共
図
書
館

本
、
知
り
た
い
情
報

文
学
館

物
語
の
作
者
や
作
品

博
物
館
・
資
料
館

歴
史
や
文
化
、
芸
術
、
産
業
、
自
然
科
学

な
ど

美
術
館

水
族
館
・
動
物
園

実
際
の
生
き
物
の
生
態

(

例)

大
学
の
施
設

図
書
館
や
資
料
館

(

例)

日
系
企
業

産
業
な
ど

(

例)

大
使
館
・
領

情
報
な
ど

事
館

○
調
べ
て
分
か
っ
た
こ
と
の
記
録
の
し
か
た

・
書
き
留
め
る
こ
と

・
調
べ
た
月
日

・
調
べ
る
こ
と

・
分
か
っ
た
こ
と

・
出
典

な
ど



０６
題 材 名 「漢字の形と音・意味」（第１時／全２時間）

目 標 「同じ部分をもつ漢字」は、音も共通する場合があることを理解する。

◎ 進んで漢字の由来、特質についての理解を深め、これまでの学習をいかして漢字を文や文章

の中で使おうとする。

学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「漢字の形と音・意味」を黒板に書く。

入

5 ② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

分 漢字の形と音（読み方）について調べよう。

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

・ 同じ部分をもつ漢字で、知っているものはないか考えさせる。

例として、門・問・聞など。

展 ③ P.36上段の３つの短文を音読する。 ・ ３つの短文の漢字から、同

開 じ部分と漢字の音を見つける。

38 ④ ３つの短文の漢字から、同じ部分と漢字の音を見つけさせる。

分 「３つの文の中から、同じ部分をもち、同じ読み方をする漢字を

見つけよう」

・ 共通部分は「求」、共通する音は「キュウ」

・ 「同じ部分をもつ漢字」は、音も共通する場合があることを

おさえる。

④ P.36下段の□に当てはまる漢字を考えさせる。 ・ 同じ部分をもち、同じ音で

「文中の□に当てはまる漢字はどれだろう。また、同じ形の部分 読む漢字の使い分けを練習す

と読み方は分かるだろうか」 る。

・ 時間に余裕のある子どもには、同様の問題を考えさせる。

終 ⑤ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

末 「次の時間は、同じ部分をもつ漢字の意味について学習しよう」

2 ・ 持っている児童には、漢字（漢和）辞典を持参させる。

分

指導のポイント

○ 漢字学習に関して

・ 漢字は基本となる部分の組み合わせによってできているものが多く、基本的な部分をしっかり習得

することで、児童の漢字学習に関する負担を減らすことができる。これまでの学習したことを活用し

て、さらに難しい漢字をより学習しやすくすることにつなげたい。

○ 問題の意図

・ 教科書では、同じ音の漢字が集められ、漢字をかっこ内にあてはめる問題が設定されている。その

漢字を含む熟語だけでなく前後の文脈も考えて、どの漢字を使えばよいかを考える問題になっている。

○ 漢字辞典がない場合

・ 漢字(漢和)辞典があるとよいが、ない場合には教科書の後ろについている漢字一覧表も利用できる。

特に、これまでに習った漢字については、音読み順に並んでいるので、同じ音の漢字を探しやすくな

っている。



０６
題 材 名 「漢字の形と音・意味」（第１時／全２時間）

目 標 「同じ部分をもつ漢字」は、音も共通する場合があることを理解する。

領 域 等 知識及び技能（３）我が国の言語文化

板書例

漢
字
の
形
と
音
・
意
味

漢
字
の
形
と
音
（
読
み
方
）
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
。

・
我
々
の
要
求
が
認
め
ら
れ
た
。

・
プ
ロ
野
球
の
リ
ー
グ
戦
が
始
ま
る
。

・
け
が
人
は
、
無
事
に
救
助
さ
れ
た
。

「
求
」「
球
」「
救
」

共
通
す
る
部
分
「
求
」

共
通
す
る
音
（
読
み
方
）「
キ
ュ
ウ
」

○
「
同
じ
部
分
を
も
つ
漢
字
」
は
、
音
も
共
通
す
る
場
合

が
あ
る
。

「
化
」「
花
」「
貨
」

共
通
す
る
部
分
「
化
」

共
通
す
る
音
「
カ
」

「
清
」「
静
」「
青
」「
晴
」

共
通
す
る
部
分
「
青
」

共
通
す
る
音
「
セ
イ
」

「
測
」「
則
」「
側
」

共
通
す
る
部
分
「
則
」

共
通
す
る
音
「
ソ
ク
」

⑤ 次時の予告をする。

「次の時間は、同じ部分をもつ漢字の意味について学習しよう」

「家にある人は、漢字（漢和）辞典を持ってこよう」

① 題材名「漢字の形と音・意味」を黒板に書く。

④ P.36下段の□に当てはまる漢字を考えさせる。
「文中の□に当てはまる漢字はどれだろう。

また、同じ形の部分と読み方は分かるだろうか」

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「漢字の形と音（読み方）について調べよう」

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

③ ３つの短文を音読する。

④ ３つの短文の漢字から、同じ部分と漢字の音を

見つけさせる。

「３つの文の中から、同じ部分をもち、同じ読み方

をする漢字を見つけよう」

・ 「求」「球」「救」の３つの漢字で、共通部分は「求」、

共通する音は「キュウ」であることに気づかせる。

・ 「同じ部分をもつ漢字」は、音も共通する場合が

あることをおさえる。



漢
字
の
形
と
音
・
意
味

Ｗ
06

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

○

次
の
例
文
に
あ
る
、
同
じ
部
分
を
も
ち
、
同
じ
読
み
方
を
す
る
漢
字
は
ど
れ
だ
ろ
う
。

・

我
々
の
要
求
が
認
め
ら
れ
た
。

共
通
す
る
部
分
は

・

プ
ロ
野
球
の
リ
ー
グ
戦
が
始
ま
る
。

共
通
す
る
音
（
読
み
方
）
は

・

け
が
人
は
、
無
事
に
救
助
さ
れ
た

○

三
十
六
ペ
ー
ジ
下
段
の
文
で
は
ど
う
だ
ろ
う
。

強

共
通
す
る
部
分
は

開

共
通
す
る
音
（
読
み
方
）
は

物
列
車

○

同
じ
部
分
で
同
じ
音
を
も
つ
漢
字
で
、
問
題
文
を
作
ろ
う
。

同
じ
部
分

漢
字

問

題

文

・
音
読
み

寺

寺

・

有
名
な

院
を
見
学
す
る
。

持

・

お
弁
当
を

持
参
す
る
。

（

ジ

）

時

・

間
が
ど
ん
ど
ん
過
ぎ
て
い
く
。

（

）

（

）



漢
字
の
形
と
音
・
意
味

Ｗ
06

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

漢
字
の
形
と
音
（
読
み
方
）
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
。

○

次
の
例
文
に
あ
る
、
同
じ
部
分
を
も
ち
、
同
じ
読
み
方
を
す
る
漢
字
は
ど
れ
だ
ろ
う
。

・

我
々
の
要
求
が
認
め
ら
れ
た
。

求

共
通
す
る
部
分
は

求

・

プ
ロ
野
球
の
リ
ー
グ
戦
が
始
ま
る
。

球

共
通
す
る
音
（
読
み
方
）
は

キ
ュ
ウ

・

け
が
人
は
、
無
事
に
救
助
さ
れ
た

救

○

三
十
六
ペ
ー
ジ
下
段
の
文
で
は
ど
う
だ
ろ
う
。

文

化

共
通
す
る
部
分
は

化

開

花

共
通
す
る
音
（
読
み
方
）
は

カ

貨

物
列
車

○

同
じ
部
分
で
同
じ
音
を
も
つ
漢
字
で
、
問
題
文
を
作
ろ
う
。

同
じ
部
分

漢
字

問

題

文

・
音
読
み

寺

寺

・

有
名
な

院
を
見
学
す
る
。

持

・

お
弁
当
を

参
す
る
。

（

ジ

）

時

・

間
が
ど
ん
ど
ん
過
ぎ
て
い
く
。

責

責

・

任
を
も
っ
て
行
動
し
よ
う
。

積

・

三
角
形
の
面

を
求
め
る
。

（

セ

キ

）

績

・

算
数
の
成

が
よ
く
な
っ
た
。

复

復

・

一
度
引
退
し
た
が
、
ま
た

活
し
た
。

腹

・

食
べ
過
ぎ
て
、

痛
を
感
じ
た
。

（

フ

ク

）

複

・

一
人
で
は
な
く
、

数
で
行
動
し
よ
う
。



０７
題 材 名 「漢字の形と音・意味」（第２時／全２時間）

目 標 「同じ部分をもつ漢字」は、意味の上でつながりがあるものがあることを理解する。

◎ 進んで漢字の由来、特質についての理解を深め、これまでの学習をいかして漢字を文や文章

の中で使おうとする。

学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「漢字の形と音・意味」を黒板に書く。

入

5 ② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

分 同じ部分をもつ漢字で、意味のつながりのあるものを調べよう。

・ ワークシートを配布し、書きませる。

展 ③ 同じ部分をもつ漢字が意味の上でつながりがあることを確かめ ・ 同じ部分をもつ漢字は、意

開 させる。 味の上でつながりがあること

30 「『彳』『月』を部分に持つ漢字の、意味のつながりについて教科 を確かめる。

分 書の説明を読もう」

「例文中の傍線の漢字の意味を漢字辞典で調べよう」

④ 『うかんむり』『てへん』『りっしんべん』『りっとう』の４つ ・ ４つの部首の漢字を集め、

の部首を持つ漢字集めをさせ、部首の意味を考えさせる。 各部首の持つ意味を考える。

「『うかんむり』『てへん』『りっしんべん』『りっとう』を部分に

もつ漢字を集めよう」

「それらの部分の持つ意味は何だろうか」

・ 調査する漢字を分担させる。自分の分担が終われば、他の漢

字も調べてよいことを伝える。

・ 漢字（漢和）辞典の「部首索引」を用いさせるのが早い。

終 ⑤ 学習を振り返り、感想を発表させる。 ・ 学習を振り返り、感想を発

末 「同じ部分をもつ漢字の共通点が分かったかな。学習を終えての 表する。

10 感想を発表しよう」

分 ・ 同じ部分を持つからといって、すべてが同じ音を持つとは限

らないことも補足しておきたい。

⑥ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

「次の時間は、『聞いて、考えを深めよう』について学習しよう」

指導のポイント

○ 漢字の成り立ちに関して

・ 漢字には、音を表す部分と意味を表す部分で成り立っているものがあり「形声文字」と呼ばれる。

これが漢字の８割以上を占めている。一文字ずつ丸暗記するのでなく、部分の組み合わせで学習して

いくようにすると、漢字も覚えやすくなる。

○ 漢字（漢和）辞典について

・ 漢字（漢和）辞典は、目的によっていろいろな引き方ある。今回は部首ごとに漢字を集めるので「部

首索引」を使うと便利。普段から辞典類に親しませるようにしておくことも大切。

○ 漢字の部首について

・ 文字一つ一つに意味を持つ「表意文字」である漢字の部首には、それぞれ意味がある。余裕があれ

ば、部首の成り立ち、由来などにふれると、漢字に対する児童の関心が高まることにつながる。

「次の時間は、『春のいぶき』について学習しよう」



０７
題 材 名 「漢字の形と音・意味」（第２時／全２時間）

目 標 「同じ部分をもつ漢字」は、意味の上でつながりがあるものがあることを理解する。

領 域 等 知識及び技能（３）我が国の言語文化

板書例

漢
字
の
形
と
音
・
意
味

同
じ
部
分
を
も
つ
漢
字
で
、
意
味
の
つ
な
が
り
の
あ
る

も
の
を
調
べ
よ
う
。

彳
（
ぎ
ょ
う
に
ん
べ
ん
）

「
役
」･

･
･

つ
と
め
。
仕
事

「
徒
」･

･
･

か
ち
。
何
も
な
い

「
往
」･

･
･

ゆ
く
。
昔

「
復
」･
･･

か
え
る
。
く
り
返
す

「
待
」･
･
･

ま
つ
。
も
て
な
す

「
得
」･
･
･

え
る
。
理
解
す
る

「
律
」･

･
･

の
っ
と
る
。
お
き
て

○
「
道
」「
進
む
」「
歩
く
」
な
ど
の
意
味
を
表
す
漢
字
に

使
わ
れ
る
。

月
（
に
く
づ
き
）

「
脳
」「
臓
」「
肺
」「
胃
」「
腸
」

も
と
は
「
肉
」
で
、
体
に
関
係
あ
る
漢
字
に

使
わ
れ
る
。

宀
（
う
か
ん
む
り
）

「
家
」「
屋
根
」
の
意
味
を
表
す
。

扌
（
て
へ
ん
）

「
手
」
の
意
味
を
表
す
。

忄
（
り
っ
し
ん
べ
ん
）

「
心
」
の
意
味
を
表
す
。

刂
（
り
っ
と
う
）

「
刀
で
分
け
る
」
の
意
味
を
表
す
。

○
「
同
じ
部
分
を
も
つ
漢
字
」
は
、
意
味
の
う
え
で

つ
な
が
り
が
あ
る
場
合
が
あ
る
。

⑥ 次時の予告をする。

「次の時間は、『聞いて、考えを深めよう』について学習しよう」

① 題材名「漢字の形と音・意味」を黒板に書く。

④ 『うかんむり』『てへん』『りっしんべん』

『りっとう』の４つの部首を持つ漢字集め

をさせ、部首の意味を考えさせる。

「『うかんむり』『てへん』『りっしんべん』

『りっとう』を部分にもつ漢字を集めよう」

「それらの部分の持つ意味は何だろうか」

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「同じ部分をもつ漢字で、意味のつながりのあるものを調べよう」

⑤ 学習を振り返り、感想を発表させる。

「同じ部分をもつ漢字の共通点が分かったかな。

学習を終えての感想を発表しよう」

「同じ部分をもつ漢字」は、意味のうえで

つながりがある場合があることをおさえる。

③ 同じ部分をもつ漢字が意味の上でつながりがあることを確かめさせる。

「『彳』『月』を部分に持つ漢字の意味のつながりについて

教科書の説明を読もう」

「例文中の傍線の漢字の意味を漢字辞典で調べよう」

「次の時間は、『春のいぶき』について学習しよう」



漢
字
の
形
と
音
・
意
味

Ｗ
07

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

○

漢
字
の
意
味
を
漢
字
辞
典
で
調
べ
よ
う
。

彳
（
ぎ
ょ
う
に
ん
べ
ん
）

「
役
」･

･
･

「
徒
」･

･
･

「
往
」･

･
･

「
復
」･

･
･

「
待
」･

･
･

「
得
」･

･
･

「
律
」･

･
･

○
○

月
（
に
く
づ
き
）
に
つ
い
て
ま
と
め
よ
う
。

同
じ

同
じ
部
分
の
名
前

同
じ
部
分
を
も
つ
漢
字

部
分

そ
の
部
分
が
表
す
意
味
、
使
わ
れ
方
な
ど
。

に
く
づ
き

月

○

次
の
四
つ
の
部
分
を
も
つ
漢
字
を
集
め
よ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
が
表
す
意
味
を
考
え
よ
う
。

宀扌忄刂

同
じ
部
分
を
も
つ
漢
字
で
、
意
味
の
つ
な
が
り
の
あ
る
も
の
を
調
べ
よ
う
。



漢
字
の
形
と
音
・
意
味

Ｗ
07

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

同
じ
部
分
を
も
つ
漢
字
で
、
意
味
の
つ
な
が
り
の
あ
る
も
の
を
調
べ
よ
う
。

○

漢
字
の
意
味
を
漢
字
辞
典
で
調
べ
よ
う
。

彳
（
ぎ
ょ
う
に
ん
べ
ん
）

「
役
」･

･
･

つ
と
め
。
仕
事

「
徒
」･

･
･

か
ち
。
何
も
な
い

「
往
」･

･
･

ゆ
く
。
昔

「
復
」･

･
･

か
え
る
。
く
り
返
す

「
待
」･

･
･

ま
つ
。
も
て
な
す

「
得
」･

･
･

え
る
。
理
解
す
る

「
律
」･

･
･

の
っ
と
る
。
お
き
て

○
「
道
」「
進
む
」
「
歩
く
」
な
ど
の
意
味
を
表
す
漢
字
に
使
わ
れ
る
。

○

月
（
に
く
づ
き
）
に
つ
い
て
ま
と
め
よ
う
。

同
じ

同
じ
部
分
の
名
前

同
じ
部
分
を
も
つ
漢
字

部
分

そ
の
部
分
が
表
す
意
味
、
使
わ
れ
方
な
ど
。

に
く
づ
き

脳

臓

肺

胃

腸

月

も
と
は
「
肉
」
で
、
体
に
関
係
あ
る
漢
字
に
使
わ
れ
る
。

○

次
の
四
つ
の
部
分
を
も
つ
漢
字
を
集
め
よ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
が
表
す
意
味
を
考
え
よ
う
。

う
か
ん
む
り

安

家

害

完

官

寒

寄

客

宮

察

宀

「
家
」
「
屋
根
」
の
意
味
を
表
す
。

て
へ
ん

技

採

指

持

授

拾

招

折

折

損

扌

「
手
」
の
意
味
を
表
す
。

り
っ
し
ん
べ
ん

快

慣

情

性

忄

「
心
」
の
意
味
を
表
す
。

り
っ
と
う

刊

刷

制

前

則

判

副

別

利

列

刂

「
刀
で
分
け
る
」
の
意
味
を
表
す
。

同
じ
部
分
を
も
つ
漢
字
で
、
意
味
の
つ
な
が
り
の
あ
る
も
の
を
調
べ
よ
う
。



０８
題 材 名 「春のいぶき」（第１時／全１時間）

目 標 「春」を表す言葉とそれらがもつ意味を知り、その語感、使い方に対する感覚などについて関心

をもち、俳句や短歌を作ることができる。

◎ 積極的に季節を表す語彙を豊かにし、表現の意図に応じて言葉を吟味しながら、俳句や短歌

を作ろうとする。

領 域 等 知識及び技能（１）言葉の特徴や使い方

学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「春のいぶき」を黒板に書く。

入

5 ② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

分 「二十四節気」を知り、「春」について自分の感じることを俳句

や短歌で表そう。 ・ 目標を声を合わせて読む。

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

展 ③ 「春のいぶき」という言葉からイメージするものを発表させる。 ・ 春のいぶきから連想するも

開 「春のいぶきと聞くと何を想像しますか」 のを考える。

38 ・ お花見、入学式、桜、チューリップなど、思いつくものを挙

分 げさせ、いくつか板書する。自分で考えさせることが大切。

○ 日本の春や地域の春をイメージさせて、考えさせる。必要に

応じて説明を加える。

④ 二十四節気や俳句や短歌から「春」のイメージを広げさせる。 ・ ワークシートに書く。

「春を表す二十四節季の言葉の解説や俳句や短歌を読んでみよう」

・ 立春…木々の芽吹き ・ 雨水…雪が雨に、雪解け

・ 啓蟄…虫が動き出す ・ 春分…日の長さ

・ 清明…温かい空気 ・ 穀雨…春の雨

○ 気候や生き物など自然の小さな変化への関心を言葉にしてい

ることに気づかせる。

⑤ 「春」を俳句や短歌の形式に表して書かせる。 ・ ワークシートに書く。

「自分の感じる春を俳句や短歌で表そう」

・ 俳句と短歌の決まりを確かめる。

俳句…五七五の十七音、季語が入る

短歌…五七五七七の三十一音

○ 自分の感じる春が表れるような言葉を選んで作らせる。

⑥ 書いた作品を読み合って感想を伝え合わせる。 ・ 発表し合う。

・ 語感や言葉の使い方、選び方など、表現の工夫に着目して感

想を伝え合わせる。

終 ○ よかったところを賞賛する。

末

2 ⑦ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

分 「次の時間は、『聞いて、考えを深めよう』について学習しよう」

指導のポイント

○ 日本の四季

・ 児童によっては経験が少なく、なじみのないこともある。教科書の写真や挿絵をよく見せ、文章を

読ませて、さらに必要に応じて児童に分かりやすい説明を説明、解説を加えたい。写真集などの書籍

を使ってもよい。



板書例

春
の
い
ぶ
き

「
二
十
四
節
気
」
を
知
り
、
「
春
」
に
つ
い
て
自
分
の

感
じ
る
こ
と
を
俳
句
や
短
歌
で
表
そ
う
。

○
「
春
の
い
ぶ
き
」
か
ら
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の

・
お
花
見

・
入
学
式

・
桜

・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

な
ど

○
二
十
四
節
季
の
春
を
表
す
言
葉

・
立
春･

･
･

木
々
の
芽
吹
き

・
雨
水･

･
･

雪
が
雨
に
、
雪
解
け

・
啓
蟄･

･
･

虫
が
動
き
出
す

・
春
分･

･
･

日
の
長
さ

・
清
明･

･
･

温
か
い
空
気

・
穀
雨･

･
･

春
の
雨

○
気
候
や
生
き
物
な
ど
自
然
の
小
さ
な
変
化
へ
の

関
心
を
言
葉
に
し
て
い
る

○
春
を
表
す
俳
句
や
短
歌

・
俳
句･

･
･

五
七
五
の
十
七
音
、
季
語
が
入
る

・
短
歌･

･
･

五
七
五
七
七
の
三
十
一
音

⑦ 次時の予告をする。

「次の時間は、『聞いて、考えを深めよう』について学習しよう」

① 題材名「春のいぶき」を黒板に書く。

② 本時の目標を黒板に書く。

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

⑥ 書いた作品を読み合って感想を伝え合わせる。

③ 「春のいぶき」という言葉から

イメージするものを発表させる。

「春のいぶきと聞くと何を想像しますか」

④ 二十四節気や俳句、短歌から「春」のイメージを広げさせる。

「春を表す二十四節季の言葉の解説や俳句を読んでみよう」

⑤ 「春」を俳句や短歌の形式に表して書かせる。

「自分の感じる春を俳句や短歌で表そう」



春
の
い
ぶ
き
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年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

○
「
春
の
い
ぶ
き
」
か
ら
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
を
考
え
よ
う
。

・
何
を
想
像
す
る
だ
ろ
う
。

○
二
十
四
節
季
の
春
を
表
す
言
葉

春
を
表
す
言
葉

自
然
や
生
き
物
の
様
子

立
春

り
っ
し
ゅ
ん

雨
水

う
す
い

啓
蟄

け
い
ち
つ

春
分

し
ゅ
ん
ぶ
ん

清
明

せ
い
め
い

穀
雨

こ
く
う

○
春
を
表
す
俳
句
や
短
歌

・
俳
句･

･
･

五
七
五
の
十
七
音
、
季
語
が
入
る

・
短
歌･

･
･

五
七
五
七
七
の
三
十
一
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年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

「
二
十
四
節
気
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を
知
り
、
「
春
」
に
つ
い
て
自
分
の
感
じ
る
こ
と
を
俳
句
や
短
歌
で
表
そ
う
。

○
「
春
の
い
ぶ
き
」
か
ら
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
を
考
え
よ
う
。

・
何
を
想
像
す
る
だ
ろ
う
。

お
花
見

入
学
式

桜

○
二
十
四
節
季
の
春
を
表
す
言
葉

春
を
表
す
言
葉

自
然
や
生
き
物
の
様
子

立
春

木
々
の
芽
吹
き

り
っ
し
ゅ
ん

雨
水

雪
が
雨
に
。
雪
解
け

う
す
い

啓
蟄

虫
が
動
き
出
す

け
い
ち
つ

春
分

日
の
長
さ

し
ゅ
ん
ぶ
ん

清
明

温
か
い
空
気

せ
い
め
い

穀
雨

春
の
雨

こ
く
う

○
春
を
表
す
俳
句
や
短
歌

・
俳
句･

･
･

五
七
五
の
十
七
音
、
季
語
が
入
る

・
短
歌･

･
･

五
七
五
七
七
の
三
十
一



０９
題 材 名 「聞いて、考えを深めよう」（第１時／全３時間）

目 標 意見を出し合うときの聞き方や自分の考えを深める学習の進め方について理解することができ

る。

◎ 自分の立場をはっきりさせて、学習の見通しをもって自分の考えをまとめようとする。

学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「聞いて、考えを深めよう」を黒板に書く。

入

10 ② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

分 話の聞き方や自分の考えを深める学習について考えよう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。声を合わせて読ませ ・ 目標を声を合わせて読む。

る。

③ 新出漢字の練習をさせる。 ・ 新出漢字「補」「裏」「沿」

・ 「補」のへんはしめすへんではなく、ころもへん。「裏」の の練習をする。

下部は表と似ているが異なっている。「沿」は字形のバランス

を。

○ はね・止めをきちんと押さえさせる。空中に指書きさせ書き

順を意識させる。他の新出漢字は家庭学習とする。

展 ④ P.40~43を読み、学習の目的と進め方を知らせる。 ・ P.40~43を読み、学習の目
開 「これからどのように学習を進めていくのか考えよう」 的と進め方を知る。

学習の目的

33 ・一つの話題について、賛成・反対の立場から意見を伝え

分 合い、聞き合い、質問し合うことによって、それぞれの

考えを深める。

進め方

１ 話題を確かめ、自分の考えを整理する。

２ 友達から聞きたいことを考える。

３ 意見と理由に気をつけて、グループで聞き合う。

４ 考えを深める。

５ 話を聞くときに大事なことについて考える。

⑤ 話題を決め、自分の意見を整理させる。 ・ 話題について、自分の立場

「P.41 下の話題例を参考にして話題を１つ決めよう。そして賛成 と理由をワークシートに書く。

・反対の立場をはっきりさせて、理由をまとめよう」

○ 話題は１つ選ばせ、具体的な理由をまとめさせる。適切な話

題があれば、ほかの話題でもよい。

・ P.42の意見の例を参考にさせて、意見をまとめさせる。
終

末 ⑥ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

2 「次の時間は、グループで意見を聞き合ってみよう」

分

指導のポイント

○ この学習でつけさせたい力

・ 日本語によって意見を伝える力

・ 一つの問題を肯定・否定の両面から考える力（言語による思考の柔軟性）

・ より多くの人を納得させるための論理的な考え方や話し方（補習校では日本語による話し方が重点）

・ 他者の意見を正確に聞き取る力

・ 他者の意見から取り入れられることを取り入れ、自分の意見を補強する力



０９
題 材 名 「聞いて、考えを深めよう」（第１時／全３時間）

目 標 意見を出し合うときの聞き方や自分の考えを深める学習の進め方について理解することができ

る。

◎ 自分の立場をはっきりさせて、学習の見通しをもって自分の考えをまとめようとする。

領 域 等 A話すこと・聞くこと

板書例

聞
い
て
考
え
を
深
め
よ
う

話
の
聞
き
方
や
自
分
の
考
え
を
深
め
る
学
習
に
つ
い
て

考
え
よ
う

新
出
漢
字

補･
･

へ
ん
は
し
め
す
へ
ん
で
は
な
く
、
こ
ろ
も
へ
ん

裏･
･

下
部
は
表
と
似
て
い
る
が
異
な
っ
て
い
る

沿･
･

字
形
の
バ
ラ
ン
ス

○
学
習
の
目
的

・
一
つ
の
話
題
に
つ
い
て
、

賛
成
・
反
対
の
立
場
か
ら

意
見
を
伝
え
合
い
、
聞
き
合
い
、

質
問
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
深
め
る
。

○
進
め
方

１

話
題
を
確
か
め
、
自
分
の
考
え
を
整
理
す
る
。

２

友
達
か
ら
聞
き
た
い
こ
と
を
考
え
る
。

３

意
見
と
理
由
に
気
を
つ
け
て
、

グ
ル
ー
プ
で
聞
き
合
う
。

４

考
え
を
深
め
る
。

５

話
を
聞
く
と
き
に
大
事
な
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
。

○
話
題

例
・
夏
休
み
に
遊
び
に
行
く
な
ら
、海
よ
り
も
山
が
よ
い
。

⑤話題を決め、自分の意見を整理させる。

「P.41下の話題例を参考にして話題を１つ決めよう。
そして賛成・反対の立場をはっきりさせて、理由をまとめよう」

⑥ 次時の予告をする。

「次の時間は、グループで意見を聞き合ってみよう」

① 題材名「聞いて、考えを深めよう」を黒板に書く。

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「話の聞き方や自分の考えを深める学習について考えよう」

③ 新出漢字「補」「裏」「沿」 の練習をさせる。

④ P.41~43を読み、学習の目的と進め方を知らせる。
「これからどのように学習を進めていくのか考えよう」



聞
い
て
、
考
え
を
深
め
よ
う

Ｗ
09

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

○

新
出
漢
字
の
練
習
を
し
よ
う
。
下
の
ま
す
に
は
、
書
き
順
を
書
い
た
り
、
く
り
返
し
書
い
た
り
し
よ
う
。

ホお
ぎ
な
（
う
）

リう
ら

エ
ン

そ
（
う
）

○
学
習
の
目
的

・
一
つ
の
話
題
に
つ
い
て
、

肯
定
・
否
定
の
両
面
か
ら
考
え
る
。
意
見
を
伝
え
合
い
、
聞
き
合
い
、
質
問
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
深
め
る
。

○
話
題

○
自
分
の
考
え

補裏沿



聞
い
て
、
考
え
を
深
め
よ
う

Ｗ
09

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

話
の
聞
き
方
や
自
分
の
考
え
を
深
め
る
学
習
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

○

新
出
漢
字
の
練
習
を
し
よ
う
。
下
の
ま
す
に
は
、
書
き
順
を
書
い
た
り
、
く
り
返
し
書
い
た
り
し
よ
う
。

ホお
ぎ
な
（
う
）

リう
ら

エ
ン

そ
（
う
）

○
学
習
の
目
的

・
一
つ
の
話
題
に
つ
い
て
、

肯
定
・
否
定
の
両
面
か
ら
考
え
る
。
意
見
を
伝
え
合
い
、
聞
き
合
い
、
質
問
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
深
め
る
。

○
話
題

(

例)

学
習
で
は
、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
よ
り
も
え
ん
ぴ
つ
を
使
っ
た
ほ
う
が
よ
い
。

○
自
分
の
考
え

(

例)

わ
た
し
は
、
学
習
で
は
え
ん
ぴ
つ
を
使
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
考
え
に
賛
成
で
す
。

そ
れ
は
、
え
ん
ぴ
つ
の
ほ
う
が
、
し
ん
が
折
れ
に
く
く
、
書
い
て
い
る
と
き
に
集
中
で
き
る
か
ら
で
す
。

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
も
使
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
え
ん
ぴ
つ
に
比
べ
る
と
、
し
ん
が
折
れ
や
す
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
書
い
て
い
る
と
ち
ゅ
う
で
、
し
ん
を
出
す
た
め
に
ノ
ッ
ク
ボ
タ
ン
を
お
す
の
は
、
少
し
の
時
間
で
す
が
、

そ
れ
ま
で
に
し
て
い
た
こ
と
や
考
え
て
い
た
こ
と
が
一
度
中
断
さ
れ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
え

ん
ぴ
つ
は
、
ず
っ
と
書
き
続
け
ら
れ
る
の
で
、
い
い
と
思
い
ま
す
。

補裏沿



１０
題 材 名 「聞いて、考えを深めよう」（第２時／全３時間）

目 標 話題に対しての立場をはっきりさせて意見を伝え合い、聞き合い、質問し合うことができる。

◎ 互いの考えを比較しながら進んで話を聞き、質問しようとする。

学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「聞いて、考えを深めよう」を黒板に書く。

入

5 ② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

分 話題に対しての立場をはっきりさせて意見を伝え合い、聞き合い、

質問し合おう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。声を合わせて読ませ ・ 目標を声を合わせて読む。

る。

展 ③ 前時に決めた話題を確認し、友達に質問したいことを考えさせ ・ ワークシートに書く。

開 る。

33 「友達から聞きたいことを考えよう」

分 ○ 自分の考えに関わって聞いておきたいことをまとめたり、違

う立場ならどう考えるかを予想したりして質問を考えさせる。

・ 出されそうな質問についても予想させ、答えを用意させてお

く。

④ 意見を発表し合うときの注意点を知らせる。 ・ 注意する点を知る。

「意見発表し合うときにはどんなところに注意したらよいだろう」

・ P.41 下の話を聞くときの観点を読ませ、何をどのように伝え
ようとしているのかに注意させる。

○ P.42 下の話を聞き取るときに気をつけたい表現にある、つな
ぎ言葉、文末表現についても確認させる。

⑤ グループで意見を伝え合わせる。 ・ グループごとに意見を発表

「意見と理由に気をつけてグループで意見を伝え合おう。」 し合い、気づいたこと、考え

・ 気づいたこと、考えたこと、質問したくなったことなどを書 たこと、質問したくなったこ

き留めさせておく。 となどをワークシートに書く。

⑥ グループごとに質問し合わせる。 ・ グループごとに質問をし合

「考えておいた質問や、意見を聞いて分かりにくかったところな う。

どについて質問し合おう」

○ 全員が発言し終えたら、意見と理由の関係が分かりにくかっ

たり、事例が適切ではないと感じたりしたところについて、互

いに質問し合わせる。

終

末 ⑦ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

2 「次の時間は、自分の考えを深めよう」

分

指導のポイント

○ 意見の発表に関する助言

・ 相手を説得する話し方の工夫

・ 考えを先に、理由を後で述べる。

・ 理由は複数用意し、インパクトの強いものを初めか最後に置く。

・ 具体例や成功・失敗の経験などを入れると説得力が増す。



１０
題 材 名 「聞いて、考えを深めよう」（第２時／全３時間）

目 標 話題に対しての立場をはっきりさせて意見を伝え合い、聞き合い、質問し合うことができる。

◎ 互いの考えを比較しながら進んで話を聞き、質問しようとする。

領 域 等 A話すこと・聞くこと

板書例

聞
い
て
、
考
え
を
深
め
よ
う

話
題
に
対
し
て
の
立
場
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
意
見
を
伝

え
合
い
、
聞
き
合
い
、
質
問
し
合
お
う

○
友
達
に
質
問
し
た
い
こ
と

・
自
分
の
考
え
に
関
わ
っ
て
聞
い
て
お
き
た
い
こ
と

・
違
う
立
場
な
ら
ど
う
考
え
る
か

・
出
さ
れ
そ
う
な
質
問
に
つ
い
て
の
予
想

○
意
見
を
発
表
し
合
う
と
き
の
注
意
点

・
聞
く
と
き
の
観
点

ど
ん
な
理
由
、
事
例
か

自
分
の
考
え
た
理
由
と
関
係
す
る
こ
と
は
な
い
か

自
分
の
考
え
を
補
強
す
る
考
え
は
な
い
か

・
気
を
つ
け
た
い
表
現

つ
な
ぎ
言
葉

文
末
表
現

○
グ
ル
ー
プ
で
意
見
を
伝
え
合
う

○
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
質
問
し
合
う

・
意
見
と
理
由
の
関
係
が
分
か
り
に
く
い

・
事
例
が
適
切
で
は
な
い

な
ど

① 題材名「聞いて、考えを深めよう」を黒板に書く。

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「話題に対しての立場をはっきりさせて

意見を伝え合い、聞き合い、質問し合おう」

③ 前時に決めた話題を確認し、友達に質問したいことを考えさせる。

「友達から聞きたいことを考えよう」

④ 意見を発表し合うときの注意点を知らせる。

「意見発表し合うときにはどんなところに注意したらよいだろう」

⑥ グループごとに質問し合わせる。

「考えておいた質問や、意見を聞いて分かりにくかったところ

などについて質問し合おう」

⑦ 次時の予告をする。

「次の時間は、自分の考えを深めよう」

⑤ グループで意見を伝え合わせる。

「意見と理由に気をつけてグループで意見を伝え合おう。」



聞
い
て
、
考
え
を
深
め
よ
う

Ｗ
10

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

○
友
達
に
質
問
し
た
い
こ
と

○
友
達
の
意
見
を
聞
い
て
、
気
づ
い
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
、
質
問
し
た
く
な
っ
た
こ
と
な
ど

○
質
問
し
合
っ
て
分
か
っ
た
こ
と
な
ど



聞
い
て
、
考
え
を
深
め
よ
う

Ｗ
10

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

話
題
に
対
し
て
の
立
場
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
意
見
を
伝
え
合
い
、
聞
き
合
い
、
質
問
し
合
お
う

○
友
達
に
質
問
し
た
い
こ
と

・
自
分
の
考
え
に
関
わ
っ
て
聞
い
て
お
き
た
い
こ
と

・
違
う
立
場
な
ら
ど
う
考
え
る
か

・
出
さ
れ
そ
う
な
質
問
に
つ
い
て
の
予
想

な
ど

○
友
達
の
意
見
を
聞
い
て
、
気
づ
い
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
、
質
問
し
た
く
な
っ
た
こ
と
な
ど

○
質
問
し
合
っ
て
分
か
っ
た
こ
と
な
ど



１１
題 材 名 「聞いて、考えを深めよう」（第３時／全３時間）

目 標 出された意見を自分の意見と比較して取り入れられる点を取り入れるなどし、自分の考えを深め

ることができる。

◎ 互いの考えを比較して、進んで自分の考えをまとめ深めようとする。

領 域 等 A話すこと・聞くこと
学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「聞いて、考えを深めよう」を黒板に書く。

入

5 ② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

分 出された意見をもとに自分の考えを深めよう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。声を合わせて読ませ ・ 目標を声を合わせて読む。

る。

展 ③ グループで出された意見をもとに自分の考えを深めさせる。 ・ 比較検討する。

開 「グループで出された意見を自分の意見と比較して取り入れられ

30 る点を取り入れるなどして、自分の考えを深めよう」

分 ・ 自分の意見と比較する

・ 共通点をさがす

・ 自分の意見に取り入れられそうなことを見つける

・ 共感したり納得したりできる点をさがす

④ 自分の考えをまとめる。 ・ ワークシートに書く。

「深められた自分の考えをワークシートに書こう」

○ 机間指導しながら、個別に助言する。

⑤ 話を聞くときに大事なことについて考えさせる ・ 大事な点について考え、ワ

「話を聞いたり、それをもとに自分の考えを深めるときには、ど ークシートに書く。

のようなことが大事だろう」

・ 話し手が、何を話そうとしているかを、初めに押さえること

・ 意見の理由や裏付けになる事例が挙げられているかを、確か

めること

終 ⑥ 学習を振り返り、感想を発表させる。 ・ 学習を振り返り、ワークシ

末 「今回の学習をしてみて、話を聞いて自分の考えを深めることが ートに書き、発表する。

10 できたかな」

分 ○ 教師は、学習を振り返り、よかった点を大いに認める立場

で総括する。

⑦ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

「次の時間は、『漢字の広場①』を学習しよう」

指導のポイント

○ 学習の振り返り・まとめで

・ 学習したことの意義を考え、ここで学んだことを日常の生活の中でも生かしていくようアドバイス

する。

・ 日常の生活の中では、話し合っているうちに相手の考えを聞いて自分の考えが変わることもある。

相手の考えのほうが説得力があったり、よりよい考えであると納得したならば、自分の考えが変わっ

てもよいし、自分の考えに相手の考えを取り入れて、よりよい考えを生み出すことがあってもよいこ

とを伝えておく。



板書例

聞
い
て
、
考
え
を
深
め
よ
う

出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
自
分
の
考
え
を
深
め
よ
う

○
グ
ル
ー
プ
で
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に

自
分
の
考
え
を
深
め
る

・
自
分
の
意
見
と
比
較
す
る

・
共
通
点
を
さ
が
す

・
自
分
の
意
見
に
取
り
入
れ
ら
れ
そ
う
な
こ
と
を

見
つ
け
る

・
共
感
し
た
り
納
得
し
た
り
で
き
る
点
を
さ
が
す

○
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
よ
う

○
話
を
聞
く
と
き
に
大
事
な
こ
と

○
学
習
を
ふ
り
返
ろ
う

⑦ 次時の予告をする。

「次の時間は、『漢字の広場①』を学習しよう」

④ 自分の考えをまとめる。

「深められた自分の考えをワークシートに書こう」

⑥ 学習を振り返り、感想を発表させる。

「今回の学習をしてみて、話を聞いて自分の考えを深めることができたかな」

① 題材名「聞いて、考えを深めよう」を黒板に書く。

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「出された意見をもとに自分の考えを深めよう」

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

③ グループで出された意見をもとに自分の考えを深めさせる。

「グループで出された意見を自分の意見と比較して

取り入れられる点を取り入れるなどして、自分の考えを深めよう」

⑤ 話を聞くときに大事なことについて考えさせる

「話を聞いたり、それをもとに自分の考えを深めるときには、

どのようなことが大事だろう」



聞
い
て
、
考
え
を
深
め
よ
う

Ｗ
11

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

○
グ
ル
ー
プ
で
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
自
分
の
考
え
を
深
め
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

○
話
を
聞
く
と
き
に
大
事
な
こ
と

○
学
習
を
振
り
返
ろ
う



聞
い
て
、
考
え
を
深
め
よ
う

Ｗ
11

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
自
分
の
考
え
を
深
め
よ
う

○
グ
ル
ー
プ
で
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
自
分
の
考
え
を
深
め
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

・
自
分
の
意
見
と
比
較
す
る
、
共
通
点
を
さ
が
す
、
自
分
の
意
見
に
取
り
入
れ
ら
れ
そ
う
な
こ
と
を
見
つ
け
る
、

共
感
し
た
り
納
得
し
た
り
で
き
る
点
を
さ
が
す
な
ど
し
て
、
自
分
の
考
え
を
深
め
さ
せ
る
。

○
話
を
聞
く
と
き
に
大
事
な
こ
と

(

例)

・

話
し
手
が
、
何
を
話
そ
う
と
し
て
い
る
か
を
、
初
め
に
押
さ
え
る
こ
と

・

意
見
の
理
由
や
裏
付
け
に
な
る
事
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
か
を
、
確
か
め
る
こ
と

○
学
習
を
振
り
返
ろ
う

(

例)

自
分
の
考
え
に
相
手
の
考
え
を
取
り
入
れ
て
、
よ
り
よ
い
考
え
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。



１２
題 材 名 「漢字の広場①」（第１時／全１時間）

目 標 第５学年までに配当されている漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。

◎ 第５学年までに配当されている漢字を積極的に使い、学習課題に沿って出来事を説明する文

を書こうとする。

領 域 等 知識及び技能（１）言葉の特徴や使い方

学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「漢字の広場①」を黒板に書く。

入

5 ② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

分 ５年生までに習った漢字を使って出来事を伝える文章を作ろう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

展 ③ 教科書の絵を見て、町のあちこちで起こっているいろいろな ・ 教科書の絵から町のあちこ

開 出来事について想像させる。 ちで起こっている出来事につ

38 ・ 「船が航海をしている」 いて考える。

分 「道路の復旧工事が行われている」

「畑を耕している」

などを例示してもよい。

・ 思いついた児童に発表させる。

④ 教科書にある言葉を提示し、５年生までに習った漢字を正しく ・ ワークシートに書く。

書いて、文章を作らせる。

・ 例として「お寺の仏像は文化財です。住職たちが、保護の方

法について話しています。」を示す。

○ 様子が詳しく伝えられるように、言葉をたくさん使うようア

ドバイスする。

・ 書いた文章を読み直し、間違いがあったら直させる。

・ 時間に余裕のある子どもには、違う文章を考えさせる。

⑤ 作った文章を発表させる。 ・ 書けた文章を発表し合う。

○ 発表したなかでよいところを積極的に賞賛する。

○ 誤った使い方があったら具体的に指示して直させる。

終

末 ⑥ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

2 「次の時間は、『笑うから楽しい』について学習しよう」

分

指導のポイント

○ 正しくわかりやすく書かせる

・ この題材では、教科書に言葉が提示してあるので、それらの言葉をたくさん使うことで、状況を詳

しく伝えられるようにさせたい。意味のわからない児童には、辞書を引かせたり、説明したりして正

しい文章を作ることができるようにしたい。

○ 漢字学習に関して

・ 漢字は積み重ね、繰り返して学習することが大切である。これまで習った漢字についても機会を見

つけて復習し、定着を図っていくことが大切である。

○ 漢字の一覧表の活用

・ 漢字(漢和)辞典があるとよいが、ない場合には教科書の P.284 ～ 296 についている漢字一覧表「六
年間に習う漢字」も利用できる。音読み順に並んでいるので、同じ音の漢字を探しやすくなっている。



板書例

漢
字
の
広
場
①

五
年
生
ま
で
に
習
っ
た
漢
字
を
使
っ
て
出
来
事
を
伝
え

る
文
章
を
作
ろ
う
。

○
出
来
事
を
伝
え
る
文
章

例
・
お
寺
の
仏
像
は
文
化
財
で
す
。
住
職
た
ち
が
、

保
護
の
方
法
に
つ
い
て
話
し
て
い
ま
す
。

（
児
童
が
作
っ
て
発
表
し
た
文
章
を
書
く
）

⑥ 次時の予告をする。

「次の時間は、『笑うから楽しい』について学習しよう」

① 題材名「漢字の広場①」を黒板に書く。

② 本時の目標を黒板に書く。

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

⑤ 作った文章を発表させる。

・ 誤った使い方があったら具体的に指示して直させる。

③ 教科書の絵を見て、町のあちこちで起こっている

いろいろな出来事について想像させる。

「船が航海をしている」

「道路の復旧工事が行われている」

「畑を耕している」

などを例示してもよい。

④ 教科書にある言葉を提示し、５年生までに習った漢字を

正しく書いて、文章を作らせる。

・ 例として「お寺の仏像は文化財です。住職たちが、

保護の方法について話しています」を示す。



漢
字
の
広
場
①

Ｗ
12

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

○
教
科
書
の
絵
を
見
て
、
町
の
あ
ち
こ
ち
で
起
こ
っ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
を
伝
え
る
文
章
を
作
ろ
う
。

例
・
「
お
寺
の
仏
像
は
文
化
財
で
す
。
住
職
た
ち
が
、
保
護
の
方
法
に
つ
い
て
話
し
て
い
ま
す
。
」

一
つ
で
き
た
ら
、
ほ
か
に
も
作
っ
て
み
よ
う
。

書
け
た
ら
、
読
み
直
し
て
み
よ
う
。



漢
字
の
広
場
①

Ｗ
12

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

五
年
生
ま
で
に
習
っ
た
漢
字
を
使
っ
て
出
来
事
を
伝
え
る
文
章
を
作
ろ
う

○
教
科
書
の
絵
を
見
て
、
町
の
あ
ち
こ
ち
で
起
こ
っ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
を
伝
え
る
文
章
を
作
ろ
う
。

例
・
「
お
寺
の
仏
像
は
文
化
財
で
す
。
住
職
た
ち
が
、
保
護
の
方
法
に
つ
い
て
話
し
て
い
ま
す
。
」

(

例)

防
災
訓
練
で
、
燃
え
る
火
を
消
す
訓
練
を
行
っ
た
。

道
路
は
、
復
旧
工
事
の
た
め
、
立
ち
入
り
禁
止
で
す
。

(

例
・
二
つ
の
文
を
つ
な
ぐ)

県
境
の
河
口
で
、
水
質
の
検
査
を
し
ま
し
た
。
そ
の
近
く
の
港
に
、
大
き
な
船
が
寄
港
し
ま
し
た
。

新
し
い
団
地
の
入
居
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
引
っ
越
し
の
荷
物
運
び
で
、
業
者
が
往
復
し
ま
し
た
。

一
つ
で
き
た
ら
、
ほ
か
に
も
作
っ
て
み
よ
う
。

書
け
た
ら
、
読
み
直
し
て
み
よ
う
。



１３
（第１時／全２時間）題 材 名 「笑うから楽しい 「時計の時間と心の時間」 」

筆者の主張と文章の構成を考えることができる。目 標

◎ 進んで主張と事例の関係をとらえて読むことができる。

読むこと領 域 等 C
学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「笑うから楽しい 「時計の時間と心の時間」を黒板に」

入 書く。

5
分 ② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

筆者の考えを読み取り、文章の構成を考えよう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

展 ③ 「笑うから楽しい」を語句の意味を確かめながら読ませる。 ・ 音読を聞き、内容や構成を

開 「先生が『笑うから楽しい』をゆっくり音読するので、聞きなが つかむ。

ら意味が分からない言葉があったら手を挙げよう」38
分 ◯ 教師主導で内容や構成をつかませる。

・ 教師が解説する。

④ 筆者の考えをとらえさせる。 ・ ワークシートに書く。

「この文章は、何について書いたものだろう」

・ 筆者の考え「私たちの体と心は、深く関わり合っている。心

の動きが体に表れるのと同様に、体の動きも心の動きに働きか

ける」

・ 筆者の考えをとらえさせ、事例を挙げることの効果、有用性

に気づかせる。

⑤ 「時計の時間と心の時間」を読ませ、筆者の主張や文章構成に ・ ワークシートに書く。

ついて考えさせる。

「この文章で筆者が主張したいことは何だろう。どこに書いてあ

るだろう」

・ 教科書に段落番号を書かせる。

・ 筆書の主張「私たちに必用なのは『心の時間』を頭に入れて

『時計の時間』を道具として使うという 『時間』と付き合う、

知恵である 」最後の第８段落にある。。

◯ 教師が音読し、言葉に着目させる。

⑥ 筆者の主張と事例との関係に着目させ、論の進め方の意図につ ・ ワークシートに書く。

いて考させる。

「筆者はなぜ複数の事例を挙げながら『心の時間』の特性につい

て説明したのだろう」

「筆者の主張との関係に着目して、その意図について考えよう」

・ 事例は「心の時間」に関することだが 「心の時間」を説明、

することで「時計の時間」の必要性や２つの時間の関係を導い

ている。

終

末 ⑦ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

「次の時間は、筆者の主張に対して、自分の考えをまとめよう」2
分



板書例

① 題材名「笑うから楽しい」

「時計の時間と心の時間」を黒板に書く。

笑
う
か
ら
楽
し
い

時
計
の
時
間
と
心
の
時
間

筆
者
の
考
え
を
読
み
取
り
、
文
章
の
構
成
を
考
え
よ
う

○
「
笑
う
か
ら
楽
し
い
」

筆
者
の
考
え

、

。

・
私
た
ち
の
体
と
心
は

深
く
関
わ
り
合
っ
て
い
る

心
の
動
き
が
体
に
表
れ
る
の
と
同
様
に
、
体
の
動

き
も
心
の
動
き
に
働
き
か
け
る

○
「
時
計
の
時
間
と
心
の
時
間
」

筆
者
の
主
張

・
私
た
ち
に
必
用
な
の
は
「
心
の
時
間
」
を
頭
に
入

れ
て
「
時
計
の
時
間
」
を
道
具
と
し
て
使
う
と
い

う

「
時
間
」
と
付
き
合
う
知
恵
で
あ
る
。

、

○
複
数
の
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
し
た
の
は

・
事
例
は
「
心
の
時
間
」
に
関
す
る
こ
と
だ
が

「
心

、

の
時
間
」
を
説
明
す
る
こ
と
で
「
時
計
の
時
間
」。

の
必
要
性
や
二
つ
の
時
間
の
関
係
を
導
い
て
い
る

⑦ 次時の予告をする。

「次の時間は、筆者の主張に対して、自分の考えをまとめよう」

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「筆者の考えを読み取り、文章の構成を考えよう」

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

③ 「笑うから楽しい」を語句の意味を確かめながら読ませる。

「先生が『笑うから楽しい』をゆっくり音読するので、

聞きながら意味が分からない言葉があったら手を挙げよう」

④ 筆者の考えをとらえさせる。

「この文章は、何について書いたものだろう」

⑥ 筆者の主張と事例との関係に着目させ、論の進め方の意図について考させる。

「筆者はなぜ複数の事例を挙げながら『心の時間』の特性について説明したのだろう」

「筆者の主張との関係に着目して、その意図について考えよう

⑤ 「時計の時間と心の時間」を読ませ、筆者の主張や文章構成について考えさせる。

「この文章で筆者が主張したいことは何だろう。どこに書いてあるだろう」



笑
う
か
ら
楽
し
い
・
時
計
の
時
間
と
心
の
時
間

Ｗ
13

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

○
「
笑
う
か
ら
楽
し
い
」

○
「
時
計
の
時
間
と
心
の
時
間
」

○
複
数
の
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
し
た
の
は



笑
う
か
ら
楽
し
い
・
時
計
の
時
間
と
心
の
時
間

Ｗ
13

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

筆
者
の
考
え
を
読
み
取
り
、
文
章
の
構
成
を
考
え
よ
う

○
「
笑
う
か
ら
楽
し
い
」

私
た
ち
の
体
と
心
は
、
深
く
関
わ
り
合
っ
て
い
る
。
心
の
動
き
が
体
に
表
れ
る
の
と
同
様
に
、
体
の
動
き
も
心

の
動
き
に
働
き
か
け
る
。

○
「
時
計
の
時
間
と
心
の
時
間
」

私
た
ち
に
必
用
な
の
は
「
心
の
時
間
」
を
頭
に
入
れ
て
「
時
計
の
時
間
」
を
道
具
と
し
て
使
う
と
い
う
、
「
時

間
」
と
付
き
合
う
知
恵
で
あ
る
。

○
複
数
の
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
し
た
の
は

事
例
は
「
心
の
時
間
」
に
関
す
る
こ
と
だ
が
、
「
心
の
時
間
」
を
説
明
す
る
こ
と
で
「
時
計
の
時
間
」
の
必
要

性
や
二
つ
の
時
間
の
関
係
を
導
い
て
い
る
。



１４
（第２時／全２時間）題 材 名 「笑うから楽しい 「時計の時間と心の時間」 」

筆者の主張に対する自分の考えをまとめることができる。目 標

◎ 進んで学習課題に沿って自分の考えをまとめることができる。

読むこと領 域 等 C
学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「時計の時間と心の時間」を黒板に書く。

入

② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。5
分 筆者の考えに対する自分の考えをまとめよう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

展 ③ 筆者の主張を確認させる。 ・ 音読を聞き、内容や構成を

開 「筆者がこの文章で主張したいことは何だったのだろう」 つかむ。

・ 第８段落の表現に注目させる 「私たちに必用なのは『心の35 。

分 時間』を頭に入れて『時計の時間』を道具として使うという、

『時間』と付き合う知恵である 」。

④ 書かれている内容や筆者の考えについて自分の意見をまとめさ ・ ワークシートに書く。

せる。

「筆者の考えについて、自分はどう考えるのか書こう」

・ 自分の考えについては、まずは端的に書かせ、その後に理由

や根拠となる事例、具体的な提案などを書かせるようにする。

・ 筆者の主張に納得いくか、筆者の考えに対する反論、筆者の

考えを受けて自分はどうするか、自分の「時間」に対する考え

方の変化など。

◯ まとめられない児童には、第８段落最後の文を書き写させ、

その後に自分の考えを書くようにさせる。

◯ の下３「発表の例」を参考にさせる。P.55

⑤ 自分の意見を発表させる。 ・ 発表し合う。

「自分の意見を発表しよう」

◯ 机間指導で内容を確認しておき、さまざまな意見を共有でき

るように、何人かの意見を発表させる。

⑥ 「時間」に対する自分の意見をまとめさせる。 ・ ワークシートに書く。

「筆者は 「 心の時間』を頭に入れて『時計の時間』を道具とし、『

て使うという『時間』と付き合う知恵」と言っているが、どのよ

うなことだろう。生活の中で考えてみよう」

・ 第８段落にある２つの例を自分の生活の中の具体的な事例に

当てはめて考えさせる。思いつくものがあったら書かせる。

終 ⑦ 学習を振り返らせ、今後の学習につなげさせる。 ・ 教師の話を聞く。

末 「 の『たいせつ 『いかそう』を読んで身につけた力を確認P.56 』

しよう。また 『この本、読もう』にある本を読んでみよう 」5 、 。

分 「 の『主張と事例』を読んで、これからの学習にいかそう」P.57

⑧ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

「次の時間は 『話し言葉と書き言葉』の学習をしよう」、



板書例

① 題材名「時計の時間と心の時間」を黒板に書く。

時
計
の
時
間
と
心
の
時
間

筆
者
の
考
え
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
よ
う

○
筆
者
の
主
張

・
私
た
ち
に
必
用
な
の
は
『
心
の
時
間
』
を
頭
に
入

れ
て
『
時
計
の
時
間
』
を
道
具
と
し
て
使
う
と
い

う

『
時
間
』
と
付
き
合
う
知
恵
で
あ
る
。

、

○
自
分
の
意
見

・(

例)

筆
者
の
意
見
に
共
感
し
た
。
友
達
と
の
「
心
の

時
間
」
の
ち
が
い
を
感
じ
た
。
給
食
の
と
き
・
・
・

○
「
時
間
」
に
対
す
る
自
分
の
意
見

・(
例)

時
間
の
使
い
方
を
考
え
て
い
き
た
い
。

⑦ 学習を振り返らせ、今後の学習につなげさせる。

「P.56の『たいせつ』『いかそう』を読んで身につけた力を確認しよう。
また、『この本、読もう』にある本を読んでみよう。」

「P.57の『主張と事例』を読んで、
これからの学習にいかそう」

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「筆者の考えに対する自分の考えをまとめよう」

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

③ 筆者の主張を確認する。

「筆者がこの文章で主張したいことは何だったのだろう」

④ 書かれている内容や筆者の考えについて自分の意見をまとめさせる。

「筆者の考えについて、自分はどう考えるのか書こう」

⑥ 「時間」に対する自分の意見をまとめさせる。

「筆者は、「『心の時間』を頭に入れて『時計の時間』を道具として使うという、

『時間』と付き合う知恵」と言っているが、どのようなことだろう。生活の中で考えてみよう」

⑤ 自分の意見を発表させる。

「自分の意見を発表しよう」

⑧ 次時の予告をする。

「次の時間は、『話し言葉と書き言葉』の学習をしよう」



時
計
の
時
間
と
心
の
時
間

Ｗ
14

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

○
筆
者
の
主
張

○
書
か
れ
て
い
る
内
容
や
筆
者
の
考
え
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
を
ま
と
め
よ
う
。

○
「
時
間
」
に
対
す
る
自
分
の
意
見
を
ま
と
め
よ
う
。



時
計
の
時
間
と
心
の
時
間

Ｗ
14

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

筆
者
の
考
え
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
よ
う

○
筆
者
の
主
張

私
た
ち
に
必
用
な
の
は
『
心
の
時
間
』
を
頭
に
入
れ
て
『
時
計
の
時
間
』
を
道
具
と
し
て
使
う
と
い
う
、
『
時

間
』
と
付
き
合
う
知
恵
で
あ
る
。

○
書
か
れ
て
い
る
内
容
や
筆
者
の
考
え
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
を
ま
と
め
よ
う
。

(

例)

筆
者
の
意
見
に
共
感
し
た
。
友
達
と
の
「
心
の
時
間
」
の
ち
が
い
を
感
じ
た
。
給
食
の
と
き
・
・
・

○
「
時
間
」
に
対
す
る
自
分
の
意
見
を
ま
と
め
よ
う
。

(

例)

時
間
の
使
い
方
を
考
え
て
い
き
た
い
。



１５
（第１時／全１時間）題 材 名 「話し言葉と書き言葉」

話し言葉と書き言葉の違いについて理解することができる。目 標

◎ 進んで話し言葉と書き言葉の違いについて理解を深め、場面や相手に応じて適切な表現をし

ようとする。

知識及び技能（１）言葉の特徴や使い方領 域 等

学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「話し言葉と書き言葉」を黒板に書く。

入

② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。5
分 話し言葉と書き言葉のちがいについて学習しよう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。声を合わせて読ませ ・ 目標を声を合わせて読む。

る。

展 ③ 教科書の例文( 上)を読み、話し言葉と書き言葉の特徴につ ・ 気づいたことを発表する。P.58
開 いて、経験の中で気づいたことを発表させる。

「話し言葉と書き言葉の特徴について、経験の中で気づいたこと38
分 はないかな」

・ 経験のある児童に話させる。

○ 児童から出てこなかった場合には、教科書の例を詳しく説明

してもよい。

④ 話し言葉について書かれている部分( )と書き言葉について ・ ワークシートに書く。P.58
書かれている部分( )を読ませ、話し言葉と書き言葉の違いにP.59
ついて整理させる。

「話し言葉と書き言葉の違いについて、整理しよう」

・ 話し言葉の特徴

、 、 。声の上げ下げ 間の取り方などで 気持ちを表すことができる

言い間違いをすぐに直せる。

こそあど言葉で表せる。

敬語を使うかどうか、方言か共通語かなど言葉遣いを選べる。

「ええと」のような言葉がはさまれる。

・ 書き言葉の特徴

、 。誰が読んでも分かるように共通語で書き 語順や構成を整える

主語を明らかにする。

誤字がないようにする。

内容を整理して書き、見直しをする。

○ 具体的な文章で補説してもよい。

⑤ 相手や場面などによって気をつけることについて話し合わせる ・ 意見を発表する。。

終 「違いから分かった気をつけることは何だろう」

末

⑥ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。2
分 「次の時間は 『たのしみは』を学習しよう」、

指導のポイント

○ 話し言葉と書き言葉の違いから気をつけさせたいこと

・ などで話し言葉を、思いつくまま文章にして送ってしまい、トラブルになることがある。同SNS
じ言葉でも、抑揚（イントネーション）や強弱で相手への伝わり方が違ってくることがある。具体的

な文章で例示して理解させ、気をつけるようにさせたい。



板書例

話
し
言
葉
と
書
き
言
葉

話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
の
ち
が
い
に
つ
い
て
学
習
し
よ
う

○
話
し
言
葉
の
特
徴

・
声
の
上
げ
下
げ
、
間
の
取
り
方
な
ど
で
、

気
持
ち
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
。

・
言
い
間
違
い
を
す
ぐ
に
直
せ
る
。

・
こ
そ
あ
ど
言
葉
で
表
せ
る
。

・
敬
語
を
使
う
か
ど
う
か
、
方
言
か
共
通
語
か
な
ど

言
葉
遣
い
を
選
べ
る
。

・

え
え
と
」
の
よ
う
な
言
葉
が
は
さ
ま
れ
る
。

「
○
書
き
言
葉
の
特
徴

・
誰
が
読
ん
で
も
分
か
る
よ
う
に
共
通
語
で
書
き
、

語
順
や
構
成
を
整
え
る
。

・
主
語
を
明
ら
か
に
す
る
。

・
誤
字
が
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
内
容
を
整
理
し
て
書
き
、
見
直
し
を
す
る
。

○
相
手
や
場
面
な
ど
に
よ
っ
て
気
を
つ
け
る
こ
と

(

例)

・
大
切
な
文
書
に
つ
い
て
は
、
何
度
も
読
み
返
し
て

き
ち
ん
と
し
た
文
章
で
書
く
よ
う
に
し
た
い
。

・
友
達
に
送
る
メ
ー
ル
で
は
、
誤
解
の
な
い
よ
う
に
主

語
や
言
い
回
し
に
気
を
つ
け
た
い
。

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「話し言葉と書き言葉のちがいについて学習しよう」

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

① 題材名「話し言葉と書き言葉」を黒板に書く。

③ 教科書の例文(P.58上)を読み、話し言葉と書き言葉の特徴について、
経験の中で気づいたことを発表させる。

「話し言葉と書き言葉の特徴について、経験の中で気づいたことはないかな」

④ 話し言葉について書かれている部分(P.58)と
書き言葉について書かれている部分(P.59)を読ませ、
話し言葉と書き言葉の違いについて整理させる。

⑥ 次時の予告をする。

「次の時間は、『たのしみは』を学習しよう」

⑤ 相手や場面などによって気をつけることについて話し合わせる。

「違いから分かった気をつけることは何だろう」



話
し
言
葉
と
書
き
言
葉

Ｗ
15

（

）

六
年

組

名
前

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

○
話
し
言
葉
の
特
徴

○
書
き
言
葉
の
特
徴

○
相
手
や
場
面
な
ど
に
よ
っ
て
気
を
つ
け
る
こ
と



話
し
言
葉
と
書
き
言
葉

Ｗ
15

（

）

六
年

組

名
前

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
の
ち
が
い
に
つ
い
て
学
習
し
よ
う

○
話
し
言
葉
の
特
徴

・
声
の
上
げ
下
げ
、
間
の
取
り
方
な
ど
で
、
気
持
ち
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
。

・
言
い
間
違
い
を
す
ぐ
に
直
せ
る
。

・
こ
そ
あ
ど
言
葉
で
表
せ
る
。

・
敬
語
を
使
う
か
ど
う
か
、
方
言
か
共
通
語
か
な
ど
言
葉
遣
い
を
選
べ
る
。

・

え
え
と
」
の
よ
う
な
言
葉
が
は
さ
ま
れ
る
。

「
○
書
き
言
葉
の
特
徴

・
誰
が
読
ん
で
も
分
か
る
よ
う
に
共
通
語
で
書
き
、
語
順
や
構
成
を
整
え
る
。

・
主
語
を
明
ら
か
に
す
る
。

・
誤
字
が
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
内
容
を
整
理
し
て
書
き
、
見
直
し
を
す
る
。

○
相
手
や
場
面
な
ど
に
よ
っ
て
気
を
つ
け
る
こ
と

(

例)

・
大
切
な
文
書
に
つ
い
て
は
、
何
度
も
読
み
返
し
て
き
ち
ん
と
し
た
文
章
で
書
く
よ
う
に
し
た
い
。



１６
（第１時／全１時間）題 材 名 「たのしみは」

構成や書き表し方などに着目して、短歌を整えることができる。目 標

◎ 書き表し方に着目して整えることに粘り強く取り組み、これまでの学習をいかして短歌を作

ろうとする。

書くこと領 域 等 B
学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動
導 ① 題材名「たのしみは」を黒板に書く。
入
② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。5

分 「たのしみ」をテーマにした短歌を言葉を選んで作ろう
・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

展 ③ 「たのしみ」をテーマにした短歌( )を読んで、内容のだい ・ 「たのしみ」をテーマにしP.61
開 たいについて理解させる。 た短歌を読んで、作者の思い

・ それぞれ生活の中の小さな楽しみであることに気づかせる。 について考える。38
分
④ 毎日の生活の中から「たのしみ」な場面を 字程度の文章に ・ ワークシートに書く。100
書かせる。
「毎日の生活の中で、なんだか楽しくなるときや、わくわくする
とき、ほっとするときなどを文章に表してみよう」

⑤ 短歌について基本のルールを知らせる。 ・ 短歌について基本のルール
・ にあるように、五・七・五・七・七の三十一音で表し、 を知る。P.62
小さな「つ」や、のばす音 「ん」も一音と数える。、

⑥ ④で書いた文章ををもとに短歌を作らせる。 ・ ワークシートに書く。
「さっき書いた文章をもとに『たのしみは』で始まり『時』で結
ぶ短歌を作ってみよう 「様子を細かく思い出そう」」

・ ワークシートに書いた文章を読み直させ、周りの様子を細か
く思い出させる。見えるもの、聞こえる音、においなど五感を
働かせて思い出すようにさせる。

・ 使う言葉を選び、順番を決め、三十一音にさせる。
○ 机間指導を行い、個々にアドバイスをする。

⑦ 短歌を短冊に清書させる。 ・ 短歌を短冊に清書する。
「仕上がった短歌を短冊に清書しよう」
・ 短冊は市販のものが手に入ればよいが、画用紙や白い厚紙な
どを切って作ったもの、なければ に書き込むでもよい。P.63
・ 書くのにも筆ペンがあればよいが、フェルトペン、サインペ
ンなどでもよい。

⑧ 短歌を発表し合わせる。 ・ 短歌を発表し合う。
「できあがった短歌を発表し合おう」
・ 短冊を見せながら、態度、姿勢に注意させて発表させる。
・ よかったところをほめ合うようにさせたい。

⑨ 学習を振り返り、感想を述べさせる。 ・ 学習を振り返り、感想を述
「短歌を作ってみてよかったこと、苦労したことは何だろう」 べる。

終 ○ 今後の学習に生かせるように、肯定的に評価する。
末
⑩ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。2

分 「次の時間は 『文の組み立て』を学習しよう」、
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た
の
し
み
は

「
た
の
し
み
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
短
歌
を
言
葉
を
選
ん

で
作
ろ
う

○
「
た
の
し
み
は
」
で
始
ま
る
短
歌

・
生
活
の
中
の
小
さ
な
楽
し
み

○
毎
日
の
生
活
の
中
の
「
た
の
し
み
」

な
ん
だ
か
楽
し
く
な
る
、
わ
く
わ
く
す
る
こ
と
を

百
字
ぐ
ら
い
で
書
い
て
み
よ
う
。

○
短
歌
の
ル
ー
ル

・
五
・
七
・
五
・
七
・
七
の
三
十
一
音

「

」
、

、「

」

。

・
小
さ
な

つ

の
ば
す
音

ん

は
一
音
と
数
え
る

○
短
歌
作
り

周
り
の
様
子･

･
･

細
か
く
思
い
出
す

見
え
る
も
の
・
聞
こ
え
る
音
・
に
お
い
な
ど

↓

使
う
言
葉
を
選
び
、
言
葉
の
並
べ
方
を
考
え
る

↓

「
た
の
し
み
は
」
で
始
ま
り
「
時
」
で
結
ぶ
三
十
一
音
に

○
短
冊
に
清
書
し
よ
う

・
例･

え
ん
ぴ
つ
で
下
書
き
、
フ
ェ
ル
ト
ペ
ン
で
清
書

○
発
表
し
よ
う

・
態
度
、
姿
勢
に
注
意

声
の
大
き
さ
、
強
弱
の
付
け
方
、

は
っ
き
り
し
た
声
、
読
み
の
速
さ
、
間
の
取
り
方

① 題材名「たのしみは」を黒板に書く。

⑩ 次時の予告をする。

「次の時間は、『文の組み立て』を学習しよう」

⑦ 短歌を短冊に清書させる。

「仕上がった短歌を短冊に清書しよう」

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「『たのしみ』をテーマにした短歌を言葉を選んで作ろう」

③ 「たのしみ」をテーマにした短歌(P.61)を読んで、
内容のだいたいについて理解させる。

「『たのしみ』をテーマにした短歌の作者は、

どんな思いを短歌に込めたのだろう」

④ 毎日の生活の中から「たのしみ」な場面を100字程度の文章に書かせる。
「毎日の生活の中で、なんだか楽しくなるときや、わくわくするとき、

ほっとするときなどを文章に表してみよう」

⑧ 短歌を発表し合わせる。

「できあがった短歌を発表し合おう」

⑨ 学習を振り返り、感想を述べさせる。

「短歌を作ってみてよかったこと、

苦労したことは何だろう」

⑤ 短歌について基本のルールを知らせる。

「短歌には、どんなルールがあるのだろう」

⑥ ④で書いた文章ををもとに短歌を作らせる。

「さっき書いた文章をもとに『たのしみは』で始まり『時』で結ぶ短歌を作ってみよう」
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す
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･
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。
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。
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す
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例
）
わ
た
し
は
、
自
分
の
好
き
な
絵
を
ノ
ー
ト
に
か
き
た
め
て
い
ま
す
。
宿
題
も
終
わ
っ
て
自
由
な
時
間
に

好
き
な
絵
を
・
・
・

○
短
歌
作
り

・
周
り
の
様
子･

･
･

細
か
く
思
い
出
す
。
見
え
る
も
の
・
聞
こ
え
る
音
・
に
お
い
な
ど

・
使
う
言
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を
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び
、
言
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の
並
べ
方
を
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え
る
。

・

た
の
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は
」
で
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「
時
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で
結
ぶ
、
三
十
一
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に
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「

、

左
の
ら
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み
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。

例･

た
の
し
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好
き
な
イ
ラ
ス
ト

か
き
た
め
て

後
で
一
人
で

な
が
め
て
い
る
時

例･

た
の
し
み
は

好
き
な
イ
ラ
ス
ト

か
き
た
め
て

部
屋
で
こ
っ
そ
り

な
が
め
て
い
る
時

例･

た
の
し
み
は

休
み
の
日
の
午
後

イ
ラ
ス
ト
を

思
う
ぞ
ん
ぶ
ん

か
い
て
い
る
時



１７
（第１時／全１時間）題 材 名 「文の組み立て」

文の中での語句の係り方や語順について理解することができる。目 標

◎ 進んで語句の係り方や語順について理解を深め、表現の意図の応じて分かりやすく文を組み

立てていこうとする。

知識及び技能（１）言葉の特徴や使い方領 域 等

学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「文の組み立て」を黒板に書く。

入

② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。5
分 語順や主語と述語の関係について学習しよう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。声を合わせて読ませ ・ 目標を声を合わせて読む。

る。

展 ③ 教科書( 上)に示されたカードを並べ替えて文を作らせ発表 ・ ワークシートに書く。P.64
開 し合わせる。

「５つのカードを並べ替えて文を作って発表しよう」38
分 ・ 「木を 「植えた 「庭に 「ぼくは 「昨日」の５枚」 」 」 」

○ 児童の実態に応じて個別に指導する。

④ 文章中の主語と述語、修飾と被修飾の関係をとらえさせる。 ・ ワークシートに書く。

「１つの文の中に主語と述語の関係が２つ以上出てくる場合につ

いて考えてみよう」

・ 「ぼくが植えた木が育った」の文の中心は「木が育った」

・ ２つの文に分けると分かりやすくなる。

○ 主語は「～は 「～が 「～も」が多く、述語は「どうする」」 」

「どんなだ 「何だ」などが多いことを補説してもよい。」

⑤ 主語と述語の関係を確かめる。 ・ ワークシートに書く。

「 下の１について主語と述語はどれか、考えてみよう」P.65
・ 「券売機が故障した 「電車が遅れた」」

・ 「警察署が完成し 「住民は喜んだ」」

・ 「銭湯が移転した」

⑥ 主語と述語が複数ある文章を分けて書き直させる。 ・ ワークシートに書く。

「 下の２について２つの文に分けて書き直してみよう」P.65
・ 「姉がカップをくれた。そのカップはとてもかわいい 」。

・ 「有名な作家が外国の童話を訳した。その童話を読んだ山田

さんが感想を述べた 」。

○ 文を書くときには、語順や主語と述語の関係に気をつけて、

終 分かりやすく組み立てるとよいことを押さえておく。

末

⑦ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。2
分 「次の時間は 『天地の文』を学習しよう」、

指導のポイント

○ 日本語では主語が省略される場合がある

・ 「廊下を歩きながら、こう思った 」の文の述語は「思った」だが、それに対応する主語は文中に。

見当たらない。日本語の文では、このように主語が省略されている場合がよくある。とくに会話文で

は省略されることが多い。
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① 題材名「文の組み立て」を黒板に書く。

文
の
組
み
立
て

語
順
や
主
語
と
述
語
の
関
係
に
つ
い
て
学
習
し
よ
う

○
五
つ
の
カ
ー
ド
を
並
べ
替
え
て
文
を
作
ろ
う

・
ぼ
く
は
、
昨
日
、
庭
に
木
を
植
え
た
。

・
昨
日
、
ぼ
く
は
、
庭
に
木
を
植
え
た
。

・
昨
日
、
庭
に
、
ぼ
く
は
木
を
植
え
た
。

○
一
つ
の
文
の
中
に
二
つ
の
主
語
と
述
語
の
関
係

主
語

述
語

主
語

述
語

①
枝
が

の
び
、
葉
が

し
げ
る
。

主
語

述
語

主
語

述
語

②
ぼ
く
が

植
え
た

木
が

育
っ
た
。

二
文
に
分
け
る

分
か
り
や
す
く
な
る

↓

ぼ
く
が
木
を
植
え
た
。
そ
の
木
が
育
っ
た
。

○

の
１

P.65
・
券
売
機
が
故
障
し
た
う
え
に
、
電
車
が
遅
れ
た
。

・
立
派
な
警
察
署
が
完
成
し
、
住
民
は
喜
ん
だ
。

・
祖
父
が
通
う
銭
湯
が
県
庁
の
近
く
に
移
転
し
た
。

○

の
２

P.65
・
姉
が
カ
ッ
プ
を
く
れ
た
。
そ
の
カ
ッ
プ
は
と
て
も
か

わ
い
い
。

・
有
名
な
作
家
が
外
国
の
童
話
を
訳
し
た
。
そ
の
童
話

を
読
ん
だ
山
田
さ
ん
が
感
想
を
述
べ
た
。

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「語順や主語と述語の関係について学習しよう」

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

③ 教科書(P.64上)に示されたカードを並べ替えて文を作らせ発表し合わせる。
「５つのカードを並べ替えて文を作って発表しよう」

⑦ 次時の予告をする。

「次の時間は、『天地の文』を学習しよう」

⑥ 主語と述語が複数ある文章を分けて書き直させる。

「P.65下の２について２つの文に分けて書き直してみよう」

④ 文章中の主語と述語、修飾と被修飾の関係をとらえさせる。

「１つの文の中に主語と述語の関係が２つ以上出てくる場合

について考えてみよう」

⑤ 主語と述語の関係を確かめる。

「P.65下の１について主語と述語はどれか、考えてみよう」



文
の
組
み
立
て

Ｗ
17

（

）

六
年

組

名
前

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

○
五
つ
の
カ
ー
ド
を
並
べ
替
え
て
文
を
作
ろ
う

○
一
つ
の
文
の
中
に
二
つ
の
主
語
と
述
語
の
関
係

①

枝
が

の
び
、
葉
が

し
げ
る
。

②

ぼ
く
が

植
え
た

木
が

育
っ
た
。

○

の
１

主
語
と
述
語
の
関
係
を
見
つ
け
よ
う
。

P.65
・
券
売
機
が
故
障
し
た
う
え
に
、
電
車
が
遅
れ
た
。

・
立
派
な
警
察
署
が
完
成
し
、
住
民
は
喜
ん
だ
。

・
祖
父
が
通
う
銭
湯
が
県
庁
の
近
く
に
移
転
し
た
。

○

の
２

二
つ
の
文
に
分
け
て
書
き
直
し
、
同
じ
内
容
に
表
そ
う
。

P.65
・
姉
が
く
れ
た
カ
ッ
プ
は
と
て
も
か
わ
い
い
。

・
有
名
な
作
家
が
訳
し
た
外
国
の
童
話
を
読
ん
だ
山
田
さ
ん
が
感
想
を
述
べ
た
。



文
の
組
み
立
て

Ｗ
17

（

）

六
年

組

名
前

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

語
順
や
主
語
と
述
語
の
関
係
に
つ
い
て
学
習
し
よ
う

○
五
つ
の
カ
ー
ド
を
並
べ
替
え
て
文
を
作
ろ
う

ぼ
く
は
、
昨
日
、
庭
に
木
を
植
え
た
。

昨
日
、
ぼ
く
は
、
庭
に
木
を
植
え
た
。

昨
日
、
庭
に
、
ぼ
く
は
木
を
植
え
た
。

○
一
つ
の
文
の
中
に
二
つ
の
主
語
と
述
語
の
関
係

主
語

述
語

主
語

述
語

①

枝
が

の
び
、
葉
が

し
げ
る
。

主
語

述
語

主
語

述
語

②

ぼ
く
が

植
え
た

木
が

育
っ
た
。

○

の
１

主
語
と
述
語
の
関
係
を
見
つ
け
よ
う
。

P.65
・
券
売
機
が
故
障
し
た
う
え
に
、
電
車
が
遅
れ
た
。

・
立
派
な
警
察
署
が
完
成
し
、
住
民
は
喜
ん
だ
。

・
祖
父
が
通
う
銭
湯
が
県
庁
の
近
く
に
移
転
し
た
。

○

の
２

二
つ
の
文
に
分
け
て
書
き
直
し
、
同
じ
内
容
に
表
そ
う
。

P.65
・
姉
が
く
れ
た
カ
ッ
プ
は
と
て
も
か
わ
い
い
。

姉
が
カ
ッ
プ
を
く
れ
た
。
そ
の
カ
ッ
プ
は
と
て
も
か
わ
い
い
。

・
有
名
な
作
家
が
訳
し
た
外
国
の
童
話
を
読
ん
だ
山
田
さ
ん
が
感
想
を
述
べ
た
。

有
名
な
作
家
が
外
国
の
童
話
を
訳
し
た
。
そ
の
童
話
を
読
ん
だ
山
田
さ
ん
が
感
想
を
述
べ
た
。



１８
（第１時／全１時間）題 材 名 「天地の文」

近代以降の文語調の文章を音読するなどして、言葉の響きやリズムに親しむことができる。目 標

◎ 進んで文語調の文章の言葉の響きやリズムに親しみ、これまでの学習をいかして音読しよう

とする。

知識及び技能（３）我が国の言語文化領 域 等

学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「天地の文」を黒板に書く。

入

② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。5
分 「天地の文」を声に出して読もう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

展 ③ 「天地の文」を音読する。 ・ 音読を聞き、ワークシート

開 「漢字や平仮名の読み方が今と違っているところに気をつけて、 に書く。

また、どんな意味か考えながら聞こう」38
分 ○ 教科書に読み方を書き込みながら聞かせてもよい。

・ リズムよく音読する。

④ 「天地の文」のおよその意味を説明する。 ・ ワークシートに書く。

「 天地の文』にはどんなことが書かれているのだろう」『

・ の説明を読む。P.67
・ 昔の人のものの見方や感じ方を知らせる。

、 。・ 明治時代に福沢諭吉が 子ども用の習字手本として作った

・ 暮らしの基本となる決め事が書かれている。

・ 調子のよい言い回しになっている。

○ 人生はわずか５０年しかない、幼い時になまけると年をとっ

てから後悔してもしかたがないという教訓が書かれている。

⑤ 「天地の文」を音読させる。 ・ ワークシートに書き、音読

「どんなことに気をつけて音読したらよいだろう」 する。

「 天地の文』を音読しよう」『

・ 調子のよいリズムで読むようにさせる。

・ 区切って読むところは線で区切らせてもよい。

○ 初めに全員でいっしょに読ませる。次に個人で練習させる。

その後、発表させる。時間によって、グループで読む、何行か

ずつ読むなど読み方に変化を持たせるのもよい。

⑥ 筆者の思いについて考え、発表し合う。 ・ ワークシートに書く。

「筆者である福澤諭吉さんは、どんな思いでこの文章を作ったの

だろう」

・ 意見や感想を書かせ、発表し合わせる。

終 ⑦ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

末 「次の時間は 『情報と情報をつなげて伝えるとき』について学、

習しよう」2
分



板書例

天
地
の
文

「
天
地
の
文
」
を
声
に
出
し
て
読
も
う

○
「
天
地
の
文
」

・
明
治
時
代
に
福
沢
諭
吉
が
、

子
ど
も
用
の
習
字
手
本
と
し
て
作
っ
た
。

。

・
暮
ら
し
の
基
本
と
な
る
決
め
事
が
書
か
れ
て
い
る

・
調
子
の
よ
い
言
い
回
し
に
な
っ
て
い
る
。

○
書
か
れ
て
い
る
こ
と

・
東
西
南
北

・
太
陽
の
動
き

・
午
前
午
後

・
時
間

・
月
日

・
週
と
曜
日

・
季
節

・
一
年
と
百
年

・
子
ど
も
の
時
に
な
ま
け
る
な
と
い
う
教
え

○
「
天
地
の
文
」
を
音
読
し
よ
う

例
・
調
子
よ
く
読
も
う
。

元
気
よ
く
読
も
う
。

○
筆
者
の
思
い
、
感
想
な
ど

(

例)

・
今
の
う
ち
か
ら
学
習
や
運
動
を
が
ん
ば
れ
と
い

う
こ
と
だ
と
思
う
。

・
昔
の
人
も
、
今
、
自
分
た
ち
が
言
わ
れ
て
い
る
よ

う
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
た
と
思
う
と
、
親
し
み

を
感
じ
た
。

① 題材名「天地の文」を黒板に書く。

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「『天地の文』を声に出して読もう」

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

③ 「天地の文」を音読する。

「漢字や平仮名の読み方が今と違っているところに気をつけて、

また、どんな意味か考えながら聞こう」

④ 「天地の文」のおよその意味を説明する。

「『天地の文』にはどんなことが書かれているのだろう」

⑤ 「天地の文」を音読させる。

「どんなことに気をつけて音読したらよいだろう」

「『天地の文』を音読しよう」

⑦ 次時の予告をする。

「次の時間は、『情報と情報をつなげて伝えるとき』について学習しよう」

⑥ 筆者の思いについて考え、発表し合う。

「筆者である福澤諭吉さんは、どんな思いでこの文章を作ったのだろう」



天
地
の
文

Ｗ
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（

）

六
年

組

名
前

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

○
「
天
地
の
文
」

○
書
か
れ
て
い
る
こ
と

○
「
天
地
の
文
」
を
読
む
と
き
に
、
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
。

○
筆
者
で
あ
る
福
澤
諭
吉
さ
ん
は
、
ど
ん
な
思
い
で
こ
の
文
章
を
作
っ
た
の
だ
ろ
う



天
地
の
文

Ｗ
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（

）

六
年

組

名
前

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

「
天
地
の
文
」
を
声
に
出
し
て
読
も
う

○
「
天
地
の
文
」

・
明
治
時
代
に
福
沢
諭
吉
が
、
子
ど
も
用
の
習
字
手
本
と
し
て
作
っ
た
。

・
暮
ら
し
の
基
本
と
な
る
決
め
事
が
書
か
れ
て
い
る
。

・
調
子
の
よ
い
言
い
回
し
に
な
っ
て
い
る
。

○
書
か
れ
て
い
る
こ
と

・
東
西
南
北

・
太
陽
の
動
き

・
午
前
午
後

・
時
間

・
月
日

・
週
と
曜
日

・
季
節

・
一
年
と
百
年

○
子
ど
も
の
時
に
な
ま
け
る
な
と
い
う
教
え

○
「
天
地
の
文
」
を
読
む
と
き
に
、
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
。

例
・
調
子
よ
く
読
も
う
。

元
気
よ
く
読
も
う
。

○
筆
者
で
あ
る
福
澤
諭
吉
さ
ん
は
、
ど
ん
な
思
い
で
こ
の
文
章
を
作
っ
た
の
だ
ろ
う

例
・
今
の
う
ち
か
ら
学
習
や
運
動
を
が
ん
ば
れ
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

・
昔
の
人
も
、
今
、
自
分
た
ち
が
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
た
と
思
う
と
、
親
し
み
を

感
じ
た
。



１９
（第１時／全１時間）題 材 名 「情報と情報をつなげて伝える」

情報と情報との関係付けのしかた、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うこと目 標

ができる。

◎ 進んで情報と情報との関係付けのしかたについて理解を深め、学習課題に沿って分かりやす

く書いて伝えようとする。

知識及び技能（２）情報の扱い方領 域 等

学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「情報と情報をつなげて伝える」を黒板に書く。

入

② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。5
分 情報を整理して伝えることについて学習しよう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

展 ③ 情報を整理して伝えることについて考えさせる。 ・ ワークシートに書く。

開 「 を読み、情報と情報の関係にはどのようなものがあるだろP.68
う」38

分 ・ とその具体例の関係A
とその説明（定義）の関係A
複数のものと、その共通点（ ）という関係A

④ 例文を使って、情報と情報をどうつなげて伝えればよいのか考 ・ ワークシートに書く。

えさせる。

「 を読み、１の文章に①②の文章を加えてみよう」P.69
「 、 、 」また １と２の文章の共通点を見つけ まとめの段落を書こう

○ 集めた情報がどのような関係にあるのか、どのようにつなげ

ると文意が伝わるのかを考えて書かせる。

・ １の第１文の後に①の内容を加え、第２文の後に②の内容を

加える。

・ つなぐ言葉としては 「それは 「この 「具体的には」など、 」 」

・ 共通点は、環境や生物の多様性を大切にした農法という点

⑤ 書いたものを発表し合う。 ・ 発表し合う。

「書けたものを発表し合おう」

・ 発表し合って、情報と情報をつなげて伝えるときに大切なこ

とは何か考えさせる。

○ 情報と情報の関係を整理し、つなぐ言葉で分かりやすい構成

にすると伝わりやすい。

・ 「いかそう」にあるように、文章を読むときにも情報と情報

の関係に着目するとよいことを確認する。

終

末 ⑥ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

「次の時間は 『私たちにできること』を学習しよう」2 、

分

指導のポイント

○ 調べ学習などとの関連

・ 総合的な学習、社会科などで調べ学習を行い児童がまとめた資料には、書籍やインターネットなど

からの情報を丸ごとコピーしたようなものが見られる。本時で学んだことを今後の学習にいかして、

分かりやすく伝わりやすい資料づくりにつなげたい。



板書例

情
報
と
情
報
を
つ
な
げ
て
伝
え
る

情
報
を
整
理
し
て
伝
え
る
こ
と
に
つ
い
て
学
習
し
よ
う

○
情
報
と
情
報
の
関
係

・

と
そ
の
具
体
例
の
関
係

A

A

・

と
そ
の
説
明
（
定
義
）
の
関
係

A

‖

A

・
複
数
の
も
の
と
、
そ
の
共
通
点
（

）
と
い
う
関
係

A

A

○
１
の
文
章
に
①
②
の
文
章
を
加
え
る

(
例)

ブ
ラ
ジ
ル
は
、
農
業
が
さ
か
ん
な
国
で
、
ア
グ
ロ
フ
ォ

レ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
農
法
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
生
育
期
間
が
異
な
る
樹
木
や
作
物
を
・
・
・
そ

こ
に
住
む
生
物
も
多
様
に
な
る
。
こ
の
農
法
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
樹
木
や
作
物
を
育
て
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
収

穫
ま
で
数
か
月
か
か
り
、
数
年
間
収
穫
で
き
る
こ
し
ょ
う

、

。

と

収
穫
ま
で
・
・
・
材
木
と
す
る
樹
木
を
育
て
て
い
る

○
ま
と
め
の
段
落

(

例)

ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
の
農
法
は
、
ど
ち
ら
も
環
境
や
生
物

の
多
様
性
を
大
切
に
し
た
農
法
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
も
人
類
が
こ
の
地
球
で
生
き
て
い
く
上
で
、
大
切
な

こ
と
だ
と
思
う
。

① 題材名「情報と情報をつなげて伝える」を黒板に書く。

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「情報を整理して伝えることについて学習しよう」

③ 情報を整理して伝えることについて考えさせる。

「P.68を読み、情報と情報の関係にはどのようなものがあるだろう」

④ 例文を使って、情報と情報をどうつなげて伝えればよいのか考えさせる。

「P.69を読み、１の文章に①②の文章を加えてみよう」
「また、１と２の文章の共通点を見つけ、まとめの段落を書こう」

⑤ 書いたものを発表し合う。

「書けたものを発表し合おう」

⑥ 次時の予告をする。

「次の時間は、『私たちにできること』を学習しよう」



情
報
と
情
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を
つ
な
げ
て
伝
え
る

Ｗ
19

（

）

六
年

組

名
前

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

○
情
報
と
情
報
の
関
係

・

と
そ
の
具
体
例
の
関
係

A
・

と
そ
の
説
明
（
定
義
）
の
関
係

A
・
複
数
の
も
の
と
、
そ
の
共
通
点
（

）
と
い
う
関
係

A

○
１
の
文
章
に
①
②
の
文
章
を
加
え
る

○
ま
と
め
の
段
落
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（

）

六
年

組

名
前

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

情
報
を
整
理
し
て
伝
え
る
こ
と
に
つ
い
て
学
習
し
よ
う

○
情
報
と
情
報
の
関
係

・

と
そ
の
具
体
例
の
関
係

A

例
え
ば

A

に
は

が
あ
る
。

・

と
そ
の
説
明
（
定
義
）
の
関
係

A

と
は

の
こ
と
だ
。

‖

A

・
複
数
の
も
の
と
、
そ
の
共
通
点
（

）
と
い
う
関
係

A
こ
の
よ
う
に

A

こ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は

○
１
の
文
章
に
①
②
の
文
章
を
加
え
る

(

例)

ブ
ラ
ジ
ル
は
、
農
業
が
さ
か
ん
な
国
で
、
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
農
法
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い

。

、

。

、

る

こ
れ
は

生
育
期
間
が
異
な
る
樹
木
や
作
物
を
・
・
・
そ
こ
に
住
む
生
物
も
多
様
に
な
る

こ
の
農
法
で
は

い
ろ
い
ろ
な
樹
木
や
作
物
を
育
て
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
収
穫
ま
で
数
か
月
か
か
り
、
数
年
間
収
穫
で
き
る
こ

し
ょ
う
と
、
収
穫
ま
で
・
・
・
材
木
と
す
る
樹
木
を
育
て
て
い
る
。

○
ま
と
め
の
段
落

(

例)

ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
の
農
法
は
、
ど
ち
ら
も
環
境
や
生
物
の
多
様
性
を
大
切
に
し
た
農
法
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
人
類
が
こ
の
地
球
で
生
き
て
い
く
上
で
、
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
。



２０
（第１時／全５時間）題 材 名 「私たちにできること」

資源や環境を大切にするために、自分たちができることを考えることができる。目 標

◎ 資源や環境を大切にするために、身の回りで自分たちができることを進んで考える。

書くこと領 域 等 B
学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「私たちにできること」を黒板に書く。

入

② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。10
分 資源や環境を大切にするために、身の回りで自分たちが取り組め

るテーマについて考えよう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

③ 新出漢字の練習をさせる。 ・ 新出漢字「策 「忘 「模」」 」

・ 「策」は、中心線を「市」のように書き誤りやすい。 の練習をする。

・ 「忘」は、３画目は止める。

・ 「模」は、右側の形に気をつける。

・ はね・止めをきちんと押さえさせる。空中に指書きさせる。

・ 他の新出漢字は家庭学習とする。

展 ④ 学習の見通しをもたせる。 ・ 教科書を読み、学習の見通

開 「具体的な事実をもとに、資源や環境を大切にするために、身の しをもつ。

回りで自分たちができることについて提案する文章を書こう」33
分 ・ を読み、資源や環境を大切にするために、身の回りで自P.70

分たちができることについて提案する文章を書くこと、これか

ら５時間をかけて、グループごとに提案する文章を書いて発表

し合うことを知らせる。

⑤ 身の回りで自分たちが取り組めるテーマについて考えさせる。 ・ グループで話し合い、ワー

「学校の様子を見たり、環境問題に関する本を読んだりして、自 クシートに書く。

分たちが取り組めそうなテーマを探そう」

○ グループで話し合わせる。

・ 教科書では、学校でできることとあるが、状況によっては、

家庭でできることとしてもよい。

・ テーマの例…エネルギー、水、ごみ、食料 など

・ マイクロプラスチックなど、新たな問題でももよい。

⑥ 提案書を書くための資料集めについて考える。 ・ グループで話し合い、ワー

「提案書を書くための資料を集める方法を考えよう」 クシートに書く。

・ の２を読み、本、インターネット、インタビューなど、P.71
方法をグループで考えさせる。次時までに資料を集めさせる。

⑦ 資料を集める。 ・ 資料を集める。

○ すぐに取りかかることができれば、資料集めを始めさせる。

○ 次時までに家庭でできることがあれば、取り組ませる。

、 。・ 本には付箋を付け インターネットはプリントアウトさせる

終

末 ⑧ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

「次の時間は、提案書を書く準備をしよう」2
分 「資料になりそうなものをできる限り集めて持ってこよう」



板書例

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

資
源
や
環
境
を
大
切
に
す
る
た
め
に
、
身
の
回
り
で
自

分
た
ち
が
取
り
組
め
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え
よ
う

新
出
漢
字

策

中
心
線
を
「
市
」
の
よ
う
に
書
き
誤
り
や
す
い
。

…
忘

３
画
目
は
止
め
る
。

…
模

右
側
の
形
に
気
を
つ
け
る
。

…

○
具
体
的
な
事
実
を
も
と
に
、

資
源
や
環
境
を
大
切
に
す
る
た
め
に
、

身
の
回
り
で
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て

提
案
す
る
文
章
を
書
こ
う
。

○
テ
ー
マ
に
つ
い
て

例

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
、
ご
み
、
食
料

な
ど

…

○
資
料
集
め
の
方
法

本イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど

① 題材名「私たちにできること」を黒板に書く。

⑧ 次時の予告をする。

「次の時間は、提案書を書く準備をしよう」

「資料になりそうなものをできる限り集めて持ってこよう」

⑥ 提案書を書くための資料集めについて考える。

「提案書を書くための資料を集める方法を考えよう」

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「資源や環境を大切にするために、身の回りで自分たちが取り組める

テーマについて考え考えよう」

③ 新出漢字の練習をさせる。

・ 「策」は、中心線を「市」のように書き誤りやすい。

・ 「忘」は、３画目は止める。

・ 「模」は、右側の形に気をつける。

④ 学習の見通しをもたせる。

「具体的な事実をもとに、資源や環境を大切にするために、

身の回りで自分たちができることについて提案する文章を書こう」

⑦ 資料を集める。

○ すぐに取りかかることができれば、資料集めを始めさせる。

⑤ 身の回りで自分たちが取り組めるテーマについて考えさせる。

「学校の様子を見たり、環境問題に関する本を読んだりして、

自分たちが取り組めそうなテーマを探そう」



私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

Ｗ
20

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

○

新
出
漢
字
の
練
習
を
し
よ
う

下
の
ま
す
に
は
、
書
き
順
を
書
い
た
り
、
く
り
返
し
書
い
た
り
し
よ
う
。

サ
ク

ボ
ウ

わ
す(

れ
る
）

モボ

○
テ
ー
マ
に
つ
い
て

資
源
や
環
境
を
大
切
に
す
る
た
め
に
、

身
の
回
り
で
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と

○
資
料
集
め
の
方
法

策忘模



私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

Ｗ
20

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

資
源
や
環
境
を
大
切
に
す
る
た
め
に
、
身
の
回
り
で
自
分
た
ち
が
取
り
組
め
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え
よ
う

○

新
出
漢
字
の
練
習
を
し
よ
う

下
の
ま
す
に
は
、
書
き
順
を
書
い
た
り
、
く
り
返
し
書
い
た
り
し
よ
う
。

サ
ク

ボ
ウ

わ
す(

れ
る
）

モボ

○
テ
ー
マ
に
つ
い
て

資
源
や
環
境
を
大
切
に
す
る
た
め
に
、

身
の
回
り
で
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と

例･

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
の
一
つ
と
し
て
、
「
節
電
」
を
テ
ー
マ
に
す
る
。

電
気
の
消
し
忘
れ
が
あ
っ
た
か
ら
。

す
ぐ
に
で
き
そ
う
だ
か
ら
。

○
資
料
集
め
の
方
法

例･

家
に
あ
る
本
か
ら
探
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
関
係
あ
り
そ
う
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
集
め
る
。

策忘模



２１
（第２時／全５時間）題 材 名 「私たちにできること」

目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係づけたりして、伝えたいことが明確な文章の目 標

構成を考えることができる。

◎ 筋道の通った文章になるように、粘り強く文章全体の構成を考える。

書くこと領 域 等 B
学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「私たちにできること」を黒板に書く。

入

② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。5
分 提案の意図や内容が分かりやすく伝わりやすい文章の構成を考え

よう ・ 目標を声を合わせて読む。

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

展 ③ 集めてきた資料をもとに、問題点や解決策を考えさせる。 ・ グループで話し合う。

開 「提案するテーマについての現状と問題点、提案の具体的な内容 ・ ワークシートに書く。

について話し合おう」38
分 ・ グループになって、集めた資料を互いに見せたり読んだりさ

せた後、話し合いに入らせる。

○ テーマに沿った内容になるように、適宜、指導助言する。

④ 提案の意図や内容が明確な文章の構成について考えさせる。 ・ グループで話し合う。

「 を読み、提案の意図や内容が分かりやすく伝わりやすい文 ・ ワークシートに書く。P.72
章の構成について考えよう」

・ 提案のきっかけ、提案、まとめの順に書くとよい。

・ 提案の意図や内容の要旨が題名となる。

(例)テーマ「節電」

題名…節電をして、環境にやさしい学校へ

提案のきっかけ…新聞記事、学校での様子

提案…節電情報コーナーの設置、ポスター掲示

まとめ…呼びかけ

・ 提案のきっかけや内容の骨子を確認させながら文章の組み立

てを考えさせる。

○ 資料の取捨選択が大切であることを確認し、指導する。

終

末 ⑤ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

「次の時間は、提案書の下書きをしよう」2
分

指導のポイント

○ 自分なりの考えを

・ グループになって話し合う活動が主となるが、児童一人一人に考えさせることは言うまでもない。

一人一人に自分のこととして考えさせ、その上でグループでの話し合いが成立する。課題について自

分なりの感想や考えを持つことができるよう、肯定的なアドバイスを行いたい。

○ 個別指導・机間指導

・ グループでの話し合いにおいても、個別指導やグループを回っての指導、助言は大切である。児童

一人一人の考えを確かなものにしたり、深めたりさせるためのグループでの活動であるから、児童の

実態にあった言葉掛けを積極的に行い、よりよい提案書につなげたい。



板書例

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

提
案
の
意
図
や
内
容
が
分
か
り
や
す
く
伝
わ
り
や
す
い

文
章
の
構
成
を
考
え
よ
う

○
提
案
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て

・
現
状
と
問
題
点

・
提
案
の
具
体
的
な
内
容

○
提
案
の
意
図
や
内
容
が
明
確
な
文
章
の
構
成

構
成
例

…

・
提
案
の
き
っ
か
け

経
験
、
現
状
や
問
題
点

な
ど

提
案

具
体
的
な
内
容

…
提
案
が
実
現
し
た
と
き
の
効
果

な
ど

ま
と
め

の
順
に
書
く
。

・
提
案
の
意
図
や
内
容
の
要
旨
が
題
名
と
な
る
。

(
例)

テ
ー
マ
「
節
電
」

題
名

節
電
を
し
て
、
環
境
に
や
さ
し
い
学
校
へ

…

提
案
の
き
っ
か
け

新
聞
記
事
、
学
校
で
の
様
子

…

提
案

節
電
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示

…

ま
と
め

呼
び
か
け

…

① 題材名「私たちにできること」を黒板に書く。

⑤ 次時の予告をする。

「次の時間は、提案書の下書きをしよう」

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「提案の意図や内容が分かりやすく伝わりやすい文章の構成を考えよう」

③ 集めてきた資料をもとに、問題点や解決策を考えさせる。

「提案するテーマについての現状と問題点、

提案の具体的な内容について話し合おう」

④ 提案の意図や内容が明確な文章の構成について考えさせる。

「P.72を読み、提案の意図や内容が分かりやすく伝わりやすい
文章の構成について考えよう」



私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

Ｗ
21

（

）

六
年

組

名
前

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

○
提
案
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て

現
状
と
問
題
点

提
案
の
具
体
的
な
内
容

○
提
案
の
意
図
や
内
容
が
明
確
な
文
章
の
構
成
を
考
え
よ
う

【
組
み
立
て
メ
モ

（

を
参
考
に
し
よ
う
）

】

P.72

題

名

(

例)

節
電
を
し
て
、
環
境
に
や
さ
し
い
学
校
へ

①
提
案
の
き
っ
か
け

・
き
っ
か
け
と
な
っ
た
経
験

・
現
状
や
問
題
点

②
提
案

・
具
体
的
な
内
容

・
提
案
が
実
現
し
た
と
き
の
効
果

③
ま
と
め



私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

Ｗ
21

（

）

六
年

組

名
前

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

提
案
の
意
図
や
内
容
が
分
か
り
や
す
く
伝
わ
り
や
す
い

文
章
の
構
成
を
考
え
よ
う

○
提
案
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て

現
状
と
問
題
点

提
案
の
具
体
的
な
内
容

・
電
気
を
消
し
忘
れ
て
い
る
教
室
が
あ
っ
た
。

・
無
理
を
し
な
い
で
長
く
取
り
組
め
る
こ
と

・
新
聞
で
節
電
に
関
す
る
記
事
を
読
ん
だ
。

・
ス
イ
ッ
チ
を
消
し
忘
れ
な
い
取
り
組
み

・
こ
の
ま
ま
で
は

・
・
・

・
電
気
を
・
・
・

、

○
提
案
の
意
図
や
内
容
が
明
確
な
文
章
の
構
成
を
考
え
よ
う

【
組
み
立
て
メ
モ

（

を
参
考
に
し
よ
う
）

】

P.72

題

名

(

例)

節
電
を
し
て
、
環
境
に
や
さ
し
い
学
校
へ

①
提
案
の
き
っ
か
け

・
新
聞
記
事
の
こ
と

・
き
っ
か
け
と
な
っ
た
経
験

・
学
校
で
の
問
題
点

・
現
状
や
問
題
点

②
提
案

・
節
電
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

・
具
体
的
な
内
容

掲
示
物
の
内
容
、
実
現
し
た
と
き
の
効
果

・
提
案
が
実
現
し
た
と
き
の
効
果

・
教
室
の
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
の
近
く
に
ポ
ス
タ
ー
を
は
る

③
ま
と
め

・
最
後
に
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
る



２２
題 材 名 「私たちにできること」（第３時／全５時間）

目 標 事実と感想、意見とを区別して書くなどして、自分の考えが伝わるように書き方を工夫して提案

書の下書きをすることができる。

◎ 自分の考えが伝わる文章になるように、粘り強く書き方の工夫を考える。

領 域 等 B書くこと
学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「私たちにできること」を黒板に書く。

入

5 ② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

分 自分の考えが伝わるように工夫して下書きをしよう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

展 ③ 提案書の下書きを書くときに気をつけることを考えさせる。 ・ 気をつけることを知る。

開 「提案書の下書きを書くときにはどんなことに気をつけたらよい

38 だろう」

分 ・ P.71の４を読ませ、考えさせる。
・ 気をつけさせたいこと

提案の意図や内容、その効果が読み手に分かりやすいよう、

具体的に書く。

内容のまとまりごとに段落を分ける、見出しを付ける、箇

条書きにするなどして、読み手が提案の内容がとらえやすく

する。

④ 提案書の下書きを書かせる。 ・ ワークシートに書く。

「考えが伝わるよう工夫して提案書の下書きを書こう」

「内容のまとまりごと分担して書こう」

○ P.72 下の提案するときに使う言葉を読ませ参考にさせる。
○ 内容のまとまりごとに、グループ内の分担を決めさせる。

・ すでに学習した「情報と情報をつなげて伝える」で学習した

ことや P.73の下書きの例も参考にさせる。

⑤ 書き上がった下書きをグループで読み合わせ、感想を伝えたり、・ 読み合い、アドバイスし合

内容、書き方についてアドバイスさせたりする。 う。

「下書きを読み合おう」

「感想を伝えたり、内容、書き方について検討したりしよう」

終 ○ よいところを見つけて伝え合うように助言する。

末

2 ⑥ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

分 「次の時間は、清書をしよう」

指導のポイント

○ 資料の扱いについて

・ 調べ学習などで資料が見つかると、ノートなどにひたすら書き写したり、無駄にプリントアウトし

たりすることが目立つ。効率的な情報収集のしかたを指導することが大切である。使えそうな情報を

集めたら、本当に必要な情報に絞り込んでから書き写すようにさせたい。

・ 出典を明らかにしておくことで、信頼できる情報かどうかという説得力につながることになる。特

に、インターネットからの情報では意識させたい。

○ 清書用の用紙・ペンについて

・ ワークシートに下書きできるようにしてあるが、発表や掲示することを考えると、清書には画用紙

や模造紙を用意したい。サインペン、フェルトペン、マーカーペン、油性ペンなども用意したい。

P.72



板書例

私
た
ち
に
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き
る
こ
と

自
分
の
考
え
が
伝
わ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
下
書
き
を
し

よ
う

○
提
案
書
の
下
書
き
を
書
く
と
き
に
気
を
つ
け
る
こ
と

・
提
案
の
意
図
や
内
容
、
そ
の
効
果
が
読
み
手
に

分
か
り
や
す
い
よ
う
、
具
体
的
に
書
く
。

・
内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
段
落
を
分
け
た
り

見
出
し
を
付
け
た
り
、
箇
条
書
き
に
し
た
り
し
て
、

読
み
手
が
提
案
の
内
容
が
と
ら
え
や
す
く
す
る
。

○
提
案
書
の
下
書
き
を
書
こ
う

・
提
案
す
る
と
き
に
使
う
言
葉

き
っ
か
け
を
説
明
す
る

・
き
っ
か
け
は
～

・
以
上
の
こ
と
か
ら

具
体
的
に
説
明
す
る

・
例
え
ば
、
～

・
具
体
的
に
は
、
～

・
～
と
い
う
の
は
、
～

・
実
際
に
は
、
～

・
内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
分
担
し
よ
う

・
教
科
書

も
参
考
に
。

P.73

○
書
き
上
が
っ
た
ら
読
み
合
お
う

・
感
想

・
検
討
（
内
容
・
書
き
方
な
ど
）

① 題材名「私たちにできること」を黒板に書く。

⑥ 次時の予告をする。

「次の時間は、清書をしよう」

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「自分の考えが伝わるように工夫して下書きをしよう」

③ 提案書の下書きを書くときに気をつけることを考えさせる。

「提案書の下書きを書くときにはどんなことに気をつけたらよいだろう」

④ 提案書の下書きを書かせる。

「考えが伝わるよう工夫して提案書の下書きを書こう」

「内容のまとまりごと分担して書こう」

⑤ 書き上がった下書きをグループで読み合わせ、感想を伝えたり、

内容、書き方についてアドバイスさせたりする。

「下書きを読み合おう」

「感想を伝えたり、内容、書き方について検討したりしよう」
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学
習
の
め
あ
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○
提
案
書
の
下
書
き
を
書
こ
う
。
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六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

自
分
の
考
え
が
伝
わ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
下
書
き
を
し
よ
う

○
提
案
書
の
下
書
き
を
書
こ
う
。

２ 提案

（１）節電情報コーナーの設置

１階の昇降口に、節電情報コーナーを設けて、節

電に関する情報をけいじすることを提案する。「電気

を消そう」と呼びかける・・・・・



２３
（第４時／全５時間）題 材 名 「私たちにできること」

下書きをグループで検討し、自分の考えが伝わるように書き方を工夫して提案書の推敲をするこ目 標

とができる。

◎ 自分の考えが伝わる文章になるように、粘り強く書き方の工夫を考える。

書くこと領 域 等 B
学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「私たちにできること」を黒板に書く。

入

② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。5
分 分かりやすく伝わりやすい提案書になるように、下書きをグルー

プで検討して、推敲しよう。

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

展 ③ 下書きをグループで検討する。 ・ グループで検討する。

開 「 の例を読んで、内容や書き方で工夫しているところを参考P.74
にして、下書きについてグループで検討しよう」38

分 ○ の作例の内容や書き方を工夫しているところなどを参考P.74
に、検討させる。

・ 身近な出来事を取り上げている。

・ 具体的に書かれている。

・ 大きなまとまりに分けられている

。・ きっかけとなった経験と現状や問題点の段落を分けている

・ 見出しの字を大きくしている。

・ 箇条書きを効果的に使っている。 など

④ 検討した結果をもとに下書きを推敲する。 ・ 推敲する。

「清書ができるように、推敲しよう」

・ 検討の結果から、下書きに赤鉛筆で加除修正を加えるなどさ

せ、清書ができるようにさせる。

○ 推敲については、児童の実態によって分担して一人一人で行

う、複数で行う、グループ全体で行うなど、柔軟に対応する。

また、無理のない分量にさせる。

・ 読み返したり、友達に読んでもらったりして、よりよいもの

にさせる。

・ グループでの清書の分担を決める。

・ 清書の準備が整ったグループから、清書させる。

終 ・ 次時までに、家庭学習で清書をしておくようにさせる。

末

⑤ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。2
分 「次の時間は、提案書を他のグループと交流しよう」

指導のポイント

○ 下書き・推敲・清書という手順で丁寧に指導すると、相当な時間を要するので、次のような工夫もで

きる。

・ 清書用紙の台紙（画用紙や模造紙）と記入用紙を別々に用意する。

・ 台紙に鉛筆で、見出しとおおよその枠線を書き、全体のレイアウトを作成させておく。

・ それぞれの文章量がどのくらい（面積や何字分か）になるか見当をつけさせる。

・ 一つ一つの文章の面積や文字数を守って記入用紙に書かせる。

・ 書き上げた記入用紙を台紙に貼らせる。
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下
書
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グ
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検
討
し
て
、
推
敲
し
よ
う
。

○
下
書
き
を
グ
ル
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プ
で
検
討
し
よ
う

工
夫
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
参
考
に
し
た
い
と
こ
ろ

例
・
身
近
な
出
来
事
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

・
具
体
的
に
書
か
れ
て
い
る
。

・
大
き
な
ま
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ま
り
に
分
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ら
れ
て
い
る

・
き
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か
け
と
な
っ
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と
現
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や
問
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点

の
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落
を
分
け
て
い
る
。

・
見
出
し
の
字
を
大
き
く
し
て
い
る
。

・
箇
条
書
き
を
効
果
的
に
使
っ
て
い
る
。
な
ど

○
検
討
し
た
結
果
を
も
と
に
下
書
き
を
推
敲
し
よ
う

下
書
き
に
赤
鉛
筆
で

書
き
加
え
る

削
除
す
る

入
れ
替
え
る

な
ど

① 題材名「私たちにできること」を黒板に書く。

⑤ 次時の予告をする。

「次の時間は、提案書を他のグループと交流しよう」

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「分かりやすく伝わりやすい提案書になるように、

下書きをグループで検討して、推敲しよう」

③ 下書きをグループで検討する。

「P.74の例を読んで、内容や書き方で工夫しているところを参考にして、
下書きについてグループで検討しよう」

④ 検討した結果をもとに下書きを推敲する。

「清書ができるように、推敲しよう」
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。
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○
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ま
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を
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を
進
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よ
う
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・
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を
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、
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を
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。
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葉
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前
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「
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と
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を
つ
な
げ
て
伝
え
る
」
で
は
、
分
か
り
や
す
い
書
き
方
を
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ん
だ
。

○
下
書
き
に
赤
鉛
筆
で

書
き
加
え
る

削
除
す
る

入
れ
替
え
る

な
ど

○
清
書
を
し
よ
う
。
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２４
（第５時／全５時間）題 材 名 「私たちにできること」

提案書を読み合って感想を伝え合うことができる。目 標

◎ 提案書の分かりやすいところなど、よい点をを進んで見つけ、伝えようとする。

書くこと領 域 等 B
学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「私たちにできること」を黒板に書く。

入

② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。5
分 他のグループの提案書を読み合い、分かりやすいなど、よい点を

見つけ感想を伝えよう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

展 ③ 提案書を読み合う視点を考える。 ・ ワークシートに書く。

開 「 を読んで、提案書をどのように読み合ったらよいか考えよP.75
う」33

分 ○ の内容や書き方を工夫しているところなどを参考にさせP.75
る。

・ 具体的に書かれている。

・ 自分たちにもできそうだと思えた。

・ 提案の理由があって効果的だ。 など

④ 提案書を読み合って、感想を書く。 ・ ワークシートに書く。

「他のグループの提案書を読み合って、分かりやすい、説得力が

ある、まねてみたい、などの感想を書こう」

・ 時間をとって読み合わせ、ワークシートに書かせる。

○ よい点に目を向けさせ肯定的に感想を書かせるようにする。

・ 児童数やグループ数によるが、できるだけ多くの提案書を読

み合えるようにする。児童数が多い場合には、一つの提案書を

グループ全員で読むなどして、読むものがない児童がいないよ

うにしたい。

⑤ 感想を伝え合う。 ・ 発表し合う。

「感想を伝え合おう」

・ できるだけ多くのグループが感想を聞けるようにする。

○ 相手を意識させて感想を伝え合えるようにする。

終 ⑥ 学習を振り返る。 ・ ワークシートに書く。

末 「今回の学習を振り返ろう。どんなことを学習してきたかな」

・ の「ふりかえろう」をもとにする。7 P.75
分 ・ どのような言葉を使って提案を分かりやすく示したか。

・提案が具体的に伝わるように何をどのように書いたか。

・友達の書いた提案書を読んで、どんなところをまねしたいと

思ったか。

○ の「たいせつ 「いかそう」を読ませ、身につけた力をP.75 」

確認させる。

⑦ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

「次の時間は 『夏のさかり』を学習しよう」、
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案
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・
具
体
的
に
書
か
れ
て
い
る
。

・
自
分
た
ち
に
も
で
き
そ
う
だ
と
思
え
た
。

・
提
案
の
理
由
が
あ
っ
て
効
果
的
だ
。

な
ど

○
提
案
書
を
読
み
合
っ
て
、
感
想
を
書
こ
う

・
分
か
り
か
り
や
す
い

・
説
得
力
が
あ
る

・
ま
ね
て
み
た
い

な
ど

○
感
想
を
伝
え
合
お
う

○
学
習
を
振
り
返
ろ
う

① 題材名「私たちにできること」を黒板に書く。

⑥ 学習を振り返る。

「今回の学習を振り返ろう。どんなことを学習してきたかな」

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「他のグループの提案書を読み合い、

分かりやすいなど、よい点を見つけ感想を伝えよう」

③ 提案書を読み合う視点を考える。

「P.75を読んで、提案書をどのように読み合ったらよいか考えよう」

⑤ 感想を伝え合う。

「感想を伝え合おう」

⑦ 次時の予告をする。

「次の時間は、『夏のさかり』を学習しよう」

④ 提案書を読み合って、感想を書く。

「他のグループの提案書を読み合って、分かりやすい、

説得力がある、まねてみたい、などの感想を書こう」
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か
れ
て
い
る
。

・
自
分
た
ち
に
も
で
き
そ
う
だ
と
思
え
た
。

・
提
案
の
理
由
が
あ
っ
て
効
果
的
だ
。

な
ど

○
提
案
書
を
読
み
合
っ
て
、
感
想
を
書
こ
う

グ
ル
ー
プ
名

感

想

(

例)

グ
ル
ー
プ

(

例)

節
電
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
内
容
が
具
体
的
に
書
い
て
あ
っ
て
、
自
分
た
ち
に
も
で
き

A

そ
う
だ
と
思
っ
た
。

○
学
習
を
ふ
り
か
え
ろ
う

(

例)

ふ
だ
ん
は
何
げ
な
く
過
ご
し
て
い
た
け
れ
ど
、
資
源
や
環
境
を
守
る
た
め
に
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

分
か
り
や
す
く
提
案
文
を
書
く
書
き
方
が
分
か
っ
た
。



２５
（第１時／全１時間）題 材 名 「夏のさかり」

「夏」を表す言葉とそれらがもつ意味を知り、その語感、使い方に対する感覚などについて関心目 標

をもち、夏を知らせる手紙を書くことができる。

、 、 。◎ 積極的に季節を表す語彙を豊かにし 表現の意図に応じて言葉を吟味しながら 手紙を書く

知識及び技能（１）言葉の特徴や使い方領 域 等

学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「夏のさかり」を黒板に書く。

入

② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。5
分 「夏」について自分の感じることを手紙で表そう。

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

展 ③ 夏のさかり という言葉からイメージするものを発表させる ・ 夏から連想するものを考え「 」 。

開 「夏のさかり聞くと何を想像しますか」 る。

・ プール、海、ひまわり、かき氷など、思いつくものを挙げさ38
分 せ、いくつか板書する。自分で考えさせることが大切。

○ 日本の夏や地域の春をイメージさせて、考えさせる。必要に

応じて説明を加える。

④ 二十四節気や俳句や短歌から「夏」のイメージを広げさせる。 ・ ワークシートに書く。

「 」夏を表す二十四節季の言葉の解説や俳句や短歌を読んでみよう

・ 立夏…新緑や若葉 ・ 小満…草木が成長する

・ 芒種…穀物の種をまく ・ 夏至…昼が長い

・ 小暑…梅雨の終わり ・ 大暑…暑さが厳しい

・ 俳句の季語は「短夜 「くず餅 「大暑」」 」

⑤ 自分の地域で感じた「夏」を知らせる手紙を書かせる。 ・ ワークシートに書く。

「友達やお世話になった人に、身近で感じた夏を知らせる手紙を

書こう」

・ 相手を決めさせる。

・ 夏を感じる風景やイメージを考えさせる。

・ イメージに合った言葉や表現を考えさせる。

○ 地域によっては、季節や気候が異なっている場合もある。そ

の地域の状況に合わせるか、日本の夏を想像して書かせるなど

柔軟に対応する。

⑥ 書いた作品を読み合って感想を伝え合わせる。 ・ 発表し合う。

・ 語感や言葉の使い方、選び方など、表現の工夫に着目して感

想を伝え合わせる。

終 ○ よかったところを賞賛する。

末

⑦ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。2
分 「次の時間は 『私と本』の学習をしよう」、

指導のポイント

○ 夏の風景に関する言葉（夏の季語）

・ 行事…衣替え、父の日 植物…あじさい、きゅうり・ひまわり・桃 生物…あまがえる・かたつむ

り・かぶと虫、ほたる、せみ、金魚 自然…朝焼け、夕立、夕焼け、雷、梅雨 生活…汗、うちわ、

熱帯夜、プール、風鈴 食べ物…アイスクリーム、かき氷、麦茶、ラムネ



板書例

夏
の
さ
か
り

「
夏
」
に
つ
い
て
自
分
の
感
じ
る
こ
と
を
手
紙
で
表
そ

う
。

○
「
夏
の
さ
か
り
」
か
ら
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の

・
プ
ー
ル

・
海

・
ひ
ま
わ
り

・
か
き
氷

○
二
十
四
節
季
の
春
を
表
す
言
葉

・
立
夏･

･
･

新
緑
や
若
葉

・
小
満･

･
･

草
木
が
成
長
す
る

・
芒
種･

･
･

穀
物
の
種
を
ま
く

・
夏
至･

･･

昼
が
長
い

・
小
暑･

･
･

梅
雨
の
終
わ
り

・
大
暑･

･
･

暑
さ
が
厳
し
い

○
自
分
の
地
域
で
感
じ
た
「
夏
」
を
知
ら
せ
る

手
紙
を
書
こ
う
。

・
相
手
を
決
め
る
。

・
夏
を
感
じ
る
風
景
や
イ
メ
ー
ジ
を
考
え
る
。

・
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
た
言
葉
や
表
現
を
考
え
る
。

① 題材名「夏のさかり」を黒板に書く。

② 本時の目標を黒板に書く。

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

⑦ 次時の予告をする。

「次の時間は、『私と本』の学習をしよう」

③「夏のさかり」という言葉からイメージするものを発表させる。

「夏のさかり聞くと何を想像しますか」

④ 二十四節気や俳句や短歌から「夏」のイメージを広げさせる。

「夏を表す二十四節季の言葉の解説や俳句や短歌を読んでみよう」

⑥ 書いた作品を読み合って感想を伝え合わせる。

⑤ 自分の地域で感じた「夏」を知らせる手紙を書かせる。

「友達やお世話になった人に、身近で感じた夏を知らせる手紙を書こう」



夏
の
さ
か
り

Ｗ
25

（

）

六
年

組

名
前

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

○
「
夏
の
さ
か
り
」
か
ら
想
像
す
る
も
の
を
考
え
よ
う
。

・
何
を
想
像
す
る
だ
ろ
う
。

○
二
十
四
節
季
の
夏
を
表
す
言
葉

夏
を
表
す
言
葉

自
然
や
生
き
物
の
様
子

立
夏

り
っ
か

小
満

し
ょ
う
ま
ん

芒
種

ぼ
う
し
ゅ

夏
至

げ
し

小
暑

し
ょ
う
し
ょ

大
暑

た
い
し
ょ

○
自
分
の
地
域
で
感
じ
た
「
夏
」
を
知
ら
せ
る
手
紙
を
書
こ
う

・
相
手
を
決
め
る
。

・
夏
を
感
じ
る
風
景
や
イ
メ
ー
ジ
を
考
え
る
。

・
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
た
言
葉
や
表
現
を
考
え
る
。



夏
の
さ
か
り

Ｗ
25

（

）

六
年

組

名
前

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

「
夏
」
に
つ
い
て
自
分
の
感
じ
る
こ
と
を
手
紙
で
表
そ
う
。

○
「
夏
の
さ
か
り
」
か
ら
想
像
す
る
も
の
を
考
え
よ
う
。

・
何
を
想
像
す
る
だ
ろ
う
。

プ
ー
ル

海

ひ
ま
わ
り

○
二
十
四
節
季
の
夏
を
表
す
言
葉

夏
を
表
す
言
葉

自
然
や
生
き
物
の
様
子

立
夏

新
緑
や
若
葉

り
っ
か

小
満

草
木
が
成
長
す
る

し
ょ
う
ま
ん

芒
種

穀
物
の
種
を
ま
く

ぼ
う
し
ゅ

夏
至

昼
が
長
い

げ
し

小
暑

梅
雨
の
終
わ
り

し
ょ
う
し
ょ

大
暑

暑
さ
が
厳
し
い

た
い
し
ょ

○
自
分
の
地
域
で
感
じ
た
「
夏
」
を
知
ら
せ
る
手
紙
を
書
こ
う

・
相
手
を
決
め
る
。

・
夏
を
感
じ
る
風
景
や
イ
メ
ー
ジ
を
考
え
る
。

・
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
た
言
葉
や
表
現
を
考
え
る
。

(

例)

田
中
先
生
へ
へ

毎
日
と
て
も
暑
い
で
す
ね
。
先
生
は
お
元
気
で
す
か
。
ぼ
く
は
、
家
族
で
一
時
帰
国
し
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
住
ん
で
い
る
長
野
県
に
行
き
ま
し
た
。
馬
に
乗
っ
た
り
、
ホ
タ
ル
を
見
つ
け
た
り
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
二
学
期
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
二
年
七
月



２６

P79の質問項目から、自分と本との関係を考える。



P79の質問事項に答え、自分と本とのかかわりについてかいてみよう。

本を読んでいる自分について、書こう。



   わ た し と 本                                                 Ｗ 26  
                                        六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
 

 
  ◎ 自 分 と 本 と の か か わ り に つ い て 考 え よ う 。  
  ・ ど ん な と き 、 本 を 読 み た く な る か 。  
  

  ・ ど ん な 読 み 方 を し て い る か 。  
  

  ・ 本 を 選 ぶ と き 、 ま ず 、 ど こ を 見 る か 。  
  

  ・ 読 む と 、 自 分 に ど ん な 変 化 が 起 き る か 。  
  

  ・ ど の く ら い 本 を 読 ん で い る か 。  
  

  ・ ど こ で 読 む か 。  
  

  ・ ど ん な 本 が 好 き か 。  
  

  ・ ど ん な 本 が 好 き に な れ な い か 。  
  

  ・ こ れ ま で に 読 ん だ 本 の 中 で 、 い ち ば ん 心 に 残 っ て い る 本 の 題 名  
  

  ・ も う 一 度 読 ん で み た い 本 の 題 名  
  

  ・ こ れ か ら 読 み た い 本 の 題 名  
  

  ・ も し 、 本 の な い 世 界 あ っ た と し た ら  
  

  ・ 本 は な ん の た め に 存 在 し て い る の か  
  

 
 ◎ 自 分 と 本 と の か か わ り に つ い て ま と め よ う 。  
 

 

 



   わ た し と 本                                                 Ｗ 26  
                                        六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
     自 分 と 本 と の か か わ り に つ い て 考 え よ う 。

 
  ◎ 自 分 と 本 と の か か わ り に つ い て 考 え よ う 。  
  ・ ど ん な と き 、 本 を 読 み た く な る か 。  
    例 ・ 気 に な る 本 が あ っ た と き 。

  ・ ど ん な 読 み 方 を し て い る か 。  
    例 ・ じ っ く り 時 間 を か け て 読 む 。

  ・ 本 を 選 ぶ と き 、 ま ず 、 ど こ を 見 る か 。  
    例 ・ 目 次  

  ・ 読 む と 、 自 分 に ど ん な 変 化 が 起 き る か 。  
    例 ・ 気 持 ち が す っ き り す る 。  

  ・ ど の く ら い 本 を 読 ん で い る か 。  
    例 ・ 月 に 一 冊 ぐ ら い 。  

  ・ ど こ で 読 む か 。  
    例 ・ 自 分 の 部 屋 で 。  

  ・ ど ん な 本 が 好 き か 。  
    例 ・ ノ ン フ ィ ク シ ョ ン  

  ・ ど ん な 本 が 好 き に な れ な い か 。  
    例 ・ 悲 し い 内 容 の 本  

  ・ こ れ ま で に 読 ん だ 本 の 中 で 、 い ち ば ん 心 に 残 っ て い る 本 の 題 名  
    例 ・ 「 十 五 少 年 漂 流 記 」  

  ・ も う 一 度 読 ん で み た い 本 の 題 名  
    例 ・ 「 怪 盗 ル パ ン 」  

  ・ こ れ か ら 読 み た い 本 の 題 名  
    例 ・ 「 ハ リ ー ポ ッ タ ー ･･･ 」  

  ・ も し 、 本 の な い 世 界 あ っ た と し た ら  
     例 ・ パ ソ コ ン な ど で 読 む こ と が で き る か も 知 れ な い け ど 、 紙 で で き た 本 が な い と さ み

    し い し 、 図 書 館 で 本 を 探 す 楽 し み も な い 。  

  ・ 本 は な ん の た め に 存 在 し て い る の か  
     例 ・ 知 識 を 残 し て 伝 え て い く た め 。

 
 ◎ 自 分 と 本 と の か か わ り に つ い て ま と め よ う 。  

  例 ・ 本 は あ ま り 好 き で は な い け れ ど 、 本 を 書 い た 人 の 考 え に ふ れ た り 、 自 分 の 考 え を 広 め た り 

      す る た め に は 大 切 な も の な の で 、 こ れ か ら は 、 も っ と 本 を 読 む よ う に し た い 。  
 

 



２７

８３

『せんねん　まんねん』を読もう。



８３

『せんねん　まんねん』を読もう。



   森 へ                                                    Ｗ 27  
                                        六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
 

 

◎ 『 森 へ 』 を 読 ん で 、  
  ・ ど ん な と き に 読 み た く な る 作 品 か  
  ・ 読 む と 自 分 に ど ん な 変 化 が 起 き る 作 品 か  
  に つ い て 自 分 の 考 え を ま と め よ う 。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   森 へ                                                    Ｗ 27  
                                        六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
   「 森 へ 」 を 読 み 自 分 の 考 え を ま と め よ う 。  

 

◎ 『 森 へ 』 を 読 ん で 、  
  ・ ど ん な と き に 読 み た く な る 作 品 か  
  ・ 読 む と 自 分 に ど ん な 変 化 が 起 き る 作 品 か  
  に つ い て 自 分 の 考 え を ま と め よ う 。  

   例 ・ 「 森 へ 」 は 、 い そ が し い と き や イ ラ イ ラ す る と き に 読 む と 、 心 が 落 ち 着 い て き ま す 。･･･ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



２８

題　材 名「せんねんまんねん/続けてみよう」（第１時／全２時間）

目   　標　・｢せんねんまんねん」を読んで、感じたことや考えたことを発表することができる

領域等C 　読むこと

指導のポイント

○　教師の姿勢

　　詩の指向性からして、ゆったり、適度のスピードで音読してやる気持ちで、明るく

　元気に指導にあたりたい。

○　聞き方の学習の約束

　　話の聞き方、話す人の方に身体を向け、話す人の目を見る、手いたずらをしない、

　終わりまで聞く。自分の考えなどと比較しながら聞く等、必要に応じて適宜指導する。

○　「せんねん　まんねん」の表現の工夫

　　反復表現の工夫に気づかたい。繰り返すことで悠久の時の流れを表現している。





せ
ん
ね
ん

ま
ん
ね
ん

Ｗ
01

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

◇
読
ん
だ
感
想
を
書
い
て
み
よ
う
。

感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
な
ど

ど
の
部
分
か
ら
感
じ
た
り
考
え
た
り
し
た
か

ヒ
ン
ト
：
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
こ
と
、
お
ど
ろ
い
た
こ
と
、

不
思
議
だ
と
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
書
い
て
み
よ
う
。

28



せ
ん
ね
ん

ま
ん
ね
ん

記
入
見
本
例

Ｗ
01

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

｢

せ
ん
ね
ん

ま
ん
ね
ん
」
を
読
ん
で
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
発
表
し
よ
う
。

◇
読
ん
だ
感
想
を
書
い
て
み
よ
う
。

感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
な
ど

ど
の
部
分
か
ら
感
じ
た
り
考
え
た
り
し
た
か

大
昔
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

「
ま
だ
人
が
や
っ
て
来
な
か
っ
た
こ
ろ
の
」
と
あ
る
か
ら
。

弱
い
も
の
が
強
い
も
の
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ

ミ
ミ
ズ
、
ヘ
ビ
、
ワ
ニ
が
出
て
く
る
と
こ
ろ
。

て
命
の
つ
な
が
り
を
感
じ
た
。

弱
肉
強
食
の
世
界
が
続
い
て
い
る
と
思
っ
た
。

く
り
返
し
同
じ
表
現
が
出
て
き
た
と
こ
ろ
。

一
連
と
二
連
に
同
じ
表
現
が
あ
っ
て
お
も
し
ろ

一
連
と
二
連
の
ほ
と
ん
ど
の
部
分
。

い
と
思
っ
た
。
く
り
返
し
に
な
っ
て
い
る
。

ヒ
ン
ト
：
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
こ
と
、
お
ど
ろ
い
た
こ
と
、

不
思
議
だ
と
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
書
い
て
み
よ
う
。

28



２９

題　材 名「せんねんまんねん/続けてみよう」（第２時／全２時間）

目   　標　・｢せんねんまんねん」を読んで、感じたことや考えたことを発表することができる

領域等C 　読むこと

「次の時間は、『いちばん大事なものは』という対話学習

をしよう。



「次の時間は、『いちばん大事なものは』という対話学習をしよう。



せ
ん
ね
ん

ま
ん
ね
ん

Ｗ
02

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

◇
ど
の
よ
う
に
音
読
し
た
ら
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
が
伝
わ
る
だ
ろ
う
。

読
み
方
を
工
夫
を
考
え
て
み
よ
う
。

感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
な
ど

読
み
方
の
工
夫

続
け
て
み
よ
う

六
年

組

名
前
（

）

◇
小
学
校
最
後
の
一
年
間
、
次
の
中
か
ら
自
分
で
課
題
を
決
め
取
り
組
ん
で
み
よ
う
。

・
言
葉
日
記

・
読
書
日
記

・
世
界
に
一
冊
の
詩
集

・
今
日
の
出
来
事
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せ
ん
ね
ん

ま
ん
ね
ん

Ｗ
02

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

｢

せ
ん
ね
ん

ま
ん
ね
ん
」
を
読
ん
で
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
が
伝
わ
る
よ
う
に
音
読
し
よ
う
。

◇
ど
の
よ
う
に
音
読
し
た
ら
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
が
伝
わ
る
だ
ろ
う
。

読
み
方
を
工
夫
を
考
え
て
み
よ
う
。

感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
な
ど

読
み
方
の
工
夫

・
小
さ
い
も
の
が
大
き
い
も
の
に
食
べ
ら
れ
る
。

・
だ
ん
だ
ん
声
を
大
き
く
し
て
い
く

・
く
り
返
し
が
お
も
し
ろ
い

・
く
り
返
し
は
同
じ
リ
ズ
ム
、
同
じ
速
さ
で
読
む
。

続
け
て
み
よ
う

◇
小
学
校
最
後
の
一
年
間
、
次
の
中
か
ら
自
分
で
課
題
を
決
め
取
り
組
ん
で
み
よ
う
。

・
言
葉
日
記

・
読
書
日
記

一
つ
選
ん
で
○
で
囲
ま
せ
る
よ
う
に
す
る
。

・
世
界
に
一
冊
の
詩
集

・
今
日
の
出
来
事

29



３０
（第１時／全１時間）題 材 名 「いちばん大事なものは」

互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い、考えを広げたりまとめたりすることがで目 標

きる。

◎ 積極的に自分の考えを広げたりまとめたりしながら、学習の見通しをもって互いの考えを尋

ね合う。

話すこと・聞くこと領 域 等 A
学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「いちばん大事なものは」を黒板に書く。

入

② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。5
分 これからの生活で大切にしていきたいことについて考えよう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

展 ③ これからの生活の中で 大切にしていきたいことを考えさせる ・ ワークシートに書く。、 。

開 「これからの生活の中で、どんなものや考え方を大切にしていき

たいと考えますか」38
分 ・ 教科書 を読ませ、吹き出しの例を参考にさせ、自分の考P.94

えをワークシートに書かせる。

・ サッカーをすること→いっしょに遊べる友達

・ 笑うこと

④ 三人一組のグループを作らせ、考えなどを聞き合わせる。 ・ 尋ね合う。

「互いの考えがよく分かるように、考えた理由や、これまでの経

験などを尋ね合おう」

・ ワークシートに書いてあること以外のことも尋ね合わせる。

⑤ メンバーを入れ替えて、聞き合わせる。 ・ 尋ね合う。

「メンバーを入れ替えて、別のグループを作り、さっきと同じよ

うに聞き合おう」

「前のグループでどんな話が出てきたかを伝えて共有しよう」

・ メンバーの入れ替えを１～２回行う。

○ 少人数の場合には、同じグループで、違った視点からとらえ

させるようにする。

⑥ 最初のグループに戻って、自分たちの考えを交流させる。 ・ 考えを交流する。

「最初のグループに戻って、印象に残った友達の考えや、広がっ

たり深まったりした自分たちの考えを交流しよう」

○ 変わった部分について話し合わせるが、変わらなくても考え

が広がった、違う視点に気づいたということでもよい。

⑦ 交流した結果、変わったり深まったりした自分の考えをまとめ ・ ワークシートに書く。

させる。

「変わったり深まったりした自分の考えを、ワークシートに書こ

う」

・ 時間があれば、読み合って意見交換してもよい。

終

末 ⑧ 次時の予告をする。

「次の時間は 『利用案内を読もう』の学習をしよう」 ・ 次時の見通しを持つ。2 、

分



板書例

い
ち
ば
ん
大
事
な
も
の
は

こ
れ
か
ら
の
生
活
で
大
切
に
し
て
い
き
た
い
こ
と
に
つ

い
て
考
え
よ
う
。

○
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中
で
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い
こ
と

・
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
こ
と

い
っ
し
ょ
に
遊
べ
る
友
達

↓

・
笑
う
こ
と

○
三
人
一
組
の
グ
ル
ー
プ
で
考
え
な
ど
を
聞
き
合
お
う

・
考
え
た
理
由

・
こ
れ
ま
で
の
経
験

な
ど

○
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
よ
う

・
交
流
し
た
結
果
、
変
わ
っ
た
、
深
ま
っ
た

① 題材名「いちばん大事なものは」を黒板に書く。

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「これからの生活で大切にしていきたいことについて考えよう」

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

③ これからの生活の中で、大切にしていきたいことを考えさせる。

「これからの生活の中で、どんなものや考え方を大切にしていきたいと考えますか」

④ 三人一組のグループを作らせ、考えなどを聞き合わせる。

「互いの考えがよく分かるように、考えた理由や、これまでの経験などを尋ね合おう」

⑧ 次時の予告をする。 「次の時間は、『利用案内を読もう』の学習をしよう」

⑤ メンバーを入れ替えて、聞き合わせる。

「メンバーを入れ替えて、別のグループを作り、さっきと同じように聞き合おう」

⑦ 交流した結果、変わったり深まったりした自分の考えをまとめさせる。

「変わったり深まったりした自分の考えを、ワークシートに書こう」

⑥ 最初のグループに戻って、自分たちの考えを交流させる。

「最初のグループに戻って、印象に残った友達の考えや、

広がったり深まったりした自分たちの考えを交流しよう」



い
ち
ば
ん
大
事
な
も
の
は

Ｗ
30

（

）

六
年

組

名
前

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

○
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中
で
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い
こ
と

○
グ
ル
ー
プ
で
の
交
流
か
ら

○
交
流
し
た
結
果
、
変
わ
っ
た
り
深
ま
っ
た
り
し
た
自
分
の
考
え



い
ち
ば
ん
大
事
な
も
の
は

Ｗ
30

（

）

六
年

組

名
前

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

こ
れ
か
ら
の
生
活
で
大
切
に
し
て
い
き
た
い
こ
と
に
つ
い
て
考
え
よ
う

○
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中
で
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い
こ
と

(

例)

・
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
こ
と

い
っ
し
ょ
に
遊
べ
る
友
達

↓

・
笑
う
こ
と

○
グ
ル
ー
プ
で
の
交
流
か
ら

(

例)

・
い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ
だ
け
で
は

・
・
・

、

・
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
に
は

・
・
・

、

○
交
流
し
た
結
果
、
変
わ
っ
た
り
深
ま
っ
た
り
し
た
自
分
の
考
え

(

例)

・
友
達
が
大
事
と
言
っ
て
も
、
た
だ
い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ
だ
け
で
は
な
く
て

・
・
・

、



３１
（第１時／全１時間）題 材 名 「利用案内を読もう」

目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見つけることができる。目 標

◎ 身の回りのさまざまな媒体から必要な情報を見つけることに関心をもち、学習課題に沿って

効果的な読み方について交流しようとする。

読むこと領 域 等 C
学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「利用案内を読もう」を黒板に書く。

入

② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。5
分 利用案内を読んで必要なことを読み取ろう。

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

展 ③ 知りたい事柄に応じて、利用案内を読ませる。 ・ ワークシートに書く。

開 「 の資料から、 の１の利用カードを作るために必要なこP.98 P.96
とを読み取ろう」38

分 ・ 教科書 の上の資料を読み取らせる。P.98
、 、○ １では どの部分にあるか具体的に例を示して確認してから

２以降に進む。

「 の資料から、 の２の本を借りるために必要なことを読 ・ ワークシートに書く。P.98 P.97
み取ろう」

・ 中央の資料から読み取らせる。P.98

「 の資料から、 の３の利用しやすい図書館について必要P.98 P.97
なことを読み取ろう」 ・ ワークシートに書く。

・ 下の資料から読み取らせる。P.98

④ 知りたい事柄に応じて、ウエブサイトを見させる。

「 の資料から、 の４の参加したいイベントについて必要 ・ ワークシートに書く。P.99 P.97
なことを読み取り、考えよう」

・ イベントを選び、理由を考えさせる

⑤ 紙媒体の情報源とウエブサイトの違いや、活用のしかたについ ・ ワークシートに書く。

て考えさせる。

「紙のパンフレットなどと、ウエブサイトとの違いは何だろう」

・ と の資料を比較させ、違いについて考えさせる。P.98 P.99
終 ・ 可能なら、実際に図書館のウエブサイトを見させるとよい。

末

⑥ 次時の予告をする。2
分 「次の時間は 『熟語の成り立ち』の学習をしよう」 ・ 次時の見通しを持つ。、

指導のポイント

○ ＩＣＴ環境の違いに関して

・ 日本国内でも自治体や学校により、コンピュータやタブレット端末、校内ネットワークなどのＩＣ

Ｔ環境に大きな開きがある。補習授業校等においては、なおさらである。今回の学習では、教科書を

用いることで、最低限の学習はできるようになってはいる。できれば企業や家庭などの協力を得なが

、 、 。ら 実際にウエブサイトを利用しながら学習を進めたり 利用した経験をもちよって学習を進めたい

授業時間内に閲覧できない場合でも、あらかじめウエブサイトをプリントアウトしておき、授業の資

料とするなどの工夫をしたい。



板書例

利
用
案
内
を
読
も
う

利
用
案
内
を
読
ん
で
必
要
な
こ
と
を
読
み
取
ろ
う
。

○
１

利
用
カ
ー
ド
を
作
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

・
利
用
申
込
書
に
記
入
、
住
所
と
氏
名
が
確
認
で
き
る

証
明
書
と
い
っ
し
ょ
に
カ
ウ
ン
タ
ー
に
持
参
。

・
作
れ
る
の
は
、
市
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
の
み

○
２

本
を
借
り
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

・
借
り
ら
れ
る
資
料
の
数
と
期
間

本
や
雑
誌
は
合
計
二
十
冊
ま
で

Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
中
央
図
書
館
・
東
図
書
館
は

四
点
ま
で
、
西
図
書
館
は
二
点
ま
で

貸
出
期
間
は
二
週
間

・
借
り
た
い
本
が
見
当
た
ら
な
い
場
合

「
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
申
込
用
紙
」

電
話
や
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
で
も
申
し
込
め
る
。

○
３

利
用
し
や
す
い
図
書
館

・
西
わ
か
ば
駅
の
そ
ば
に
住
ん
で
い
る
人･

･
･

西
図
書
館

・
遅
い
時
間
ま
で
仕
事
を
し
て
い
る
人･

･
･

中
央
図
書
館

・
車
で
図
書
館
に
行
き
た
い
人･

･
･

東
図
書
館

○
紙
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
と
、
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
と
の
違
い

・
紙
は
、(

例)

持
ち
運
べ
る
。
信
頼
性
が
高
い
。
記
憶

に
残
り
や
す
い
。

・
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
は
、(

例)

一
目
で
分
か
る
、
リ
ン
ク

が
は
っ
て
あ
る
。
新
し
い
情
報
が
あ
る
。

① 題材名「利用案内を読もう」を黒板に書く。

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「利用案内を読んで必用なことを読み取ろう。」

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

③ 知りたい事柄に応じて、利用案内を読ませる。

「P.98の資料から、P.96の１の利用カードを作るために必要なことを読み取ろう」
「P.98の資料から、P.97の２の本を借りるために必要なことを読み取ろう」
「P.98の資料から、P.97の３の利用しやすい図書館について必要なことを読み取ろう」

④ 知りたい事柄に応じて、ウエブサイトを見させる。

「P.99の資料から、P.97の４の参加したいイベントについて
必要なことを読み取り、考えよう」

⑥ 次時の予告をする。

「次の時間は、『熟語の成り立ち』の学習をしよう」

⑤ 紙媒体の情報源とウエブサイトの違いや、

活用のしかたについて考えさせる。

「紙のパンフレットなどと、ウエブサイトとの違いは何だろう」



利
用
案
内
を
読
も
う

Ｗ
31

（

）

六
年

組

名
前

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

○
１

利
用
カ
ー
ド
を
作
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

○
２

本
を
借
り
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

・
借
り
ら
れ
る
資
料
の
数

・
借
り
ら
れ
る
期
間

・
借
り
た
い
本
が
見
当
た
ら
な
い
場
合

○
３

利
用
し
や
す
い
図
書
館

西
わ
か
ば
駅
の
そ
ば
に
住
ん
で
い
る
人

遅
い
時
間
ま
で
仕
事
を
し
て
い
る
人

車
で
図
書
館
に
行
き
た
い
人

○
４

参
加
し
た
い
イ
ベ
ン
ト

理
由

○
紙
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
と
、
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
と
の
違
い

紙
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
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用
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内
を
読
も
う

Ｗ
31

（

）

六
年

組

名
前

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

利
用
案
内
を
読
ん
で
必
要
な
こ
と
を
読
み
取
ろ
う
。

○
１

利
用
カ
ー
ド
を
作
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

・
利
用
申
込
書
に
記
入
、
住
所
と
氏
名
が
確
認
で
き
る
証
明
書
と
い
っ
し
ょ
に
カ
ウ
ン
タ
ー
に
持
参
。

・
作
れ
る
の
は
、
市
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
の
み

○
２

本
を
借
り
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

・
借
り
ら
れ
る
資
料
の
数

・
本
や
雑
誌
は
、
合
計
二
十
冊
ま
で
。

・
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
中
央
図
書
館
・
東
図
書
館
は
四
点
ま
で
、
西
図
書
館
は
二
点
ま
で

・
借
り
ら
れ
る
期
間

・
二
週
間

・
借
り
た
い
本
が
見
当
た
ら
な
い
場
合

・

予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
申
込
用
紙
」
に
記
入
し
て
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
む
。

「
・
電
話
や
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
で
も
申
し
込
め
る
。

○
３

利
用
し
や
す
い
図
書
館

西
わ
か
ば
駅
の
そ
ば
に
住
ん
で
い
る
人

西
図
書
館

遅
い
時
間
ま
で
仕
事
を
し
て
い
る
人

中
央
図
書
館

車
で
図
書
館
に
行
き
た
い
人

東
図
書
館

○
４

参
加
し
た
い
イ
ベ
ン
ト

(

例)

工
作
教
室

理
由

も
の
を
作
る
こ
と
が
好
き
だ
か
ら
。

○
紙
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
と
、
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
と
の
違
い

紙
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

(

例)

持
ち
運
べ
る
。
信
頼
性
が
高
い
。
記
憶
に
残
り
や
す
い
。

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト

(

例)

一
目
で
分
か
る
、
リ
ン
ク
が
は
っ
て
あ
る
。
新
し
い
情
報
が
あ
る
。





宇
宙

次の漢字の広場を予告する。







３３
題 材 名 「漢字の広場②」（第１時／全１時間）

目 標 第５学年までに配当されている漢字を読、正しく文の中で使うことができる。

◎ 第５学年までに配当されている漢字を積極的に使い、学習課題に沿って、出来事を説明する

文章を書こうとする。

領 域 等 知識及び技能（１）言葉の特徴や使い方

学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「漢字の広場②」を黒板に書く。

入

5 ② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

分 絵の中の言葉を使って、人々の行動を文章に書こう。

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

展 ③ 教科書の絵を見て、遊園地の人々の行動を想像させる。 ・ 遊園地の人々の行動を想像

開 「教科書 P.102の絵を見て、遊園地の人々の行動を想像しよう」 する。

38 ・ 絵とそこに示されている言葉を結び付けながら、遊園地の様

分 子を想像させる。

○ 正しい読み方と意味を確認しながら学習を進める。

・ 思いついた児童に発表させる。

④ 教科書にある言葉を使って、遊園地での人々の行動を文章に書

かせる。 ・ ワークシートに書く。

「教科書 P.102の絵に示された言葉を使って、文章を書こう」
・ できるだけたくさんの文章を書かせるようにする。

・ 同音異義語に注意させる。

○ なかなか書けない児童には、簡単な文例を示し、主語や様子

を表す言葉を付け加えるようにさせる。

文例：男の子が断る。→男の子は、お化け屋敷に入ることを

きっぱりと断る。

⑤ 書いた文章を読み直させる。 ・ 書けた文章を読み直す。

「書いたら『読み直しのポイント』に沿って読み直そう」

○ 読み直しのポイント

① 提示された漢字を正しく書いているか。

② 送り仮名が正しいか。

③ 提示された言葉の意味をとらえ、適切に使って文章を書い

ているか。

・ 書いた文章を読み直し、間違いがあったら直させる。

○ 時間を区切り、できるところまで読み直させる。余裕のある

児童には、違う文章を考えさせる。

⑥ 書けた文章を発表させる。 ・ 発表し合う。

「書いた文章を読み合おう。よいところを見つけて教え合おう」

・ 全体かグループで発表し合わせ、互いのよさを認め合うよう

にさせる。

○ よいところは積極的に賞賛する。

終

末 ⑦ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

2 「次の時間は、『やまなし』の学習をしよう」

分



板書例

漢
字
の
広
場
②

絵
の
中
の
言
葉
を
使
っ
て
、
人
々
の
行
動
を
文
章
に
書

こ
う
。

○
教
科
書
に
あ
る
言
葉
を
使
っ
て
、

遊
園
地
で
の
人
々
の
行
動
を
文
章
に
書
こ
う
。

例
・
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
貸
し
出
し
を
利
用
す
る
。

・
略
図
で
確
か
め
る
。

・
園
内
の
規
則
を
画
び
ょ
う
で
留
め
る
。

・
容
器
に
入
っ
て
い
る
お
か
し
の
数
を
比
べ
る
。

・
遊
具
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
子
を
支
え
る
。

・
似
顔
絵
を
か
い
て
も
ら
う
。

・
広
場
で
仮
面
の
シ
ョ
ー
を
見
る
。

・
順
序
よ
く
並
ぶ
。

・
花
を
増
や
す
手
品
を
見
る
。

（
児
童
が
発
表
し
た
作
っ
て
文
章
を
書
く
）

○
『
読
み
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
』
に
沿
っ
て
読
み
直
そ
う

①

提
示
さ
れ
た
漢
字
を
正
し
く
書
い
て
い
る
か
。

②

送
り
仮
名
が
正
し
い
か
。

③

提
示
さ
れ
た
言
葉
の
意
味
を
と
ら
え
、
適
切
に

使
っ
て
文
章
を
書
い
て
い
る
か
。

○
発
表
し
合
お
う

⑦ 次時の予告をする。

「次の時間は、『やまなし』の学習をしよう」

① 題材名「漢字の広場②」を黒板に書く。

② 本時の目標を黒板に書く。

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

③ 教科書の絵を見て、遊園地の人々の行動を想像させる。

「教科書P.102の絵を見て、遊園地の人々の行動を想像しよう」

⑥ 書けた文章を発表させる。

「書いた文章を読み合おう。よいところを見つけて教え合おう」

④ 教科書にある言葉を使って、遊園地での人々の行動を文章に書かせる。

「教科書P.102の絵に示された言葉を使って、文章を書こう」

⑤ 書いた文章を読み直させる。

「書いたら『読み直しのポイント』に沿って読み直そう」



漢
字
の
広
場
②

Ｗ
33

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

○
教
科
書
に
あ
る
言
葉
を
使
っ
て
、
遊
園
地
で
の
人
々
の
行
動
を
文
章
に
書
こ
う
。

例
・
「
銅
像
の
前
で
、
記
念
写
真
を
と
っ
て
い
ま
す
。
」

○
『
読
み
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
』
に
沿
っ
て
読
み
直
そ
う

①

提
示
さ
れ
た
漢
字
を
正
し
く
書
い
て
い
る
か
。

②

送
り
仮
名
が
正
し
い
か
。

③

提
示
さ
れ
た
言
葉
の
意
味
を
と
ら
え
、
適
切
に
使
っ
て
文
章
を
書
い
て
い
る
か
。



漢
字
の
広
場
②

Ｗ
33

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

絵
の
中
の
言
葉
を
使
っ
て
、
人
々
の
行
動
を
文
章
に
書
こ
う
。

○
教
科
書
に
あ
る
言
葉
を
使
っ
て
、
遊
園
地
で
の
人
々
の
行
動
を
文
章
に
書
こ
う
。

例
・
「
銅
像
の
前
で
、
記
念
写
真
を
と
っ
て
い
ま
す
。
」

(

例)

・
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
貸
し
出
し
を
利
用
す
る
。

・
略
図
で
確
か
め
る
。

・
園
内
の
規
則
を
画
び
ょ
う
で
留
め
る
。

・
容
器
に
入
っ
て
い
る
お
か
し
の
数
を
比
べ
る
。

・
遊
具
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
子
を
支
え
る
。

・
似
顔
絵
を
か
い
て
も
ら
う
。

・
広
場
で
仮
面
の
シ
ョ
ー
を
見
る
。

・
順
序
よ
く
並
ぶ
。

・
花
を
増
や
す
手
品
を
見
る
。

・
玉
を
減
ら
す
手
品
を
見
て
、
お
ど
ろ
く
。

・
酸
味
の
強
い
ジ
ュ
ー
ス
を
残
す
。

・
余
っ
た
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を
友
達
に
あ
げ
る
。

・
祖
父
が
孫
に
手
を
ふ
る
。

・
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
る
に
は
、
条
件
が
あ
る
。

・
乗
っ
て
よ
い
と
許
可
が
お
り
た
。

○
『
読
み
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
』
に
沿
っ
て
読
み
直
そ
う

①

提
示
さ
れ
た
漢
字
を
正
し
く
書
い
て
い
る
か
。

②

送
り
仮
名
が
正
し
い
か
。

③

提
示
さ
れ
た
言
葉
の
意
味
を
と
ら
え
、
適
切
に
使
っ
て
文
章
を
書
い
て
い
る
か
。



４２
題 材 名 「やまなし」（第１時／全２時間）

目 標 ・ 「五月」に描かれた情景を叙述に即して想像しながら読むことができる。

領 域 等 C 読むこと

学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「やまなし」を黒板に書く。

入

10 ② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

分 五月の谷川の情景や出来事を読み取ろう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

③ 新出漢字の練習をさせる。 ・ 新出漢字「縮」「優」の練

・ 「縮」は、訓読みの仮名は「ちぢ」。 習をする。

・ 「優」は、細部を正確に。

・ 他の新出漢字は家庭学習とする。

展 ④ 全文を音読して、感想を発表させる。 ・ 全文を音読して、感想を発

開 「印象に残った表現や内容、疑問に思うことなどを発表しよう」 表し合う。

33 ・ 音読ＣＤを利用してもよい。

分

⑤ 「五月」の谷川の情景を表現している部分に傍線を引かせる。 ・ 「五月」の谷川の情景を表

「P.106 の１行目までに描かれている谷川の情景を表す部分に傍 現している部分に傍線を引く。

線を引きなさい」

・ 傍線部分を発表させるとき、川面・川底・その間という三層

に分けさせると、より立体的な画面が想像できる。板書も三層

で図示するとよい。

⑥ かわせみの出現によって起こった出来事を見たかにの兄弟の思 ・ かわせみの出現によって起

いを想像し合わせる。 こった出来事を見たかにの兄

「P.106 の２～ 11 行目までに描かれている、かにの兄弟が目にし 弟の思いを想像し合う。

た出来事を確かめよう」

・ 次の言葉を押さえる。

「青光りの」「ぎらぎらする鉄砲だま」

「コンパスのように黒くとがっている」「にわかに」

「いきなり飛びこむ」「それっきり」

「かにの兄弟はどんな思いで見ただろうか。また、その後の思い

はどうだっただろうか」

・ 予期せぬ出来事への驚き、恐怖（パニック）、魚の身に何や

らよくないことが起こったということは分かる、自分たちも恐

ろしい目に遭うのではという恐怖や不安などが子どもたちの言

葉で表現できればよい。

終 ⑦ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

末 「次の時間は、『十二月』の情景について、『五月』と比べながら

2 読み取ろう」

分

「P108の2

「P108の3～12

「寸」

「寸」

toshi
テキスト ボックス
3 4



板書例

や
ま
な
し

五
月
の
谷
川
の
情
景
や
出
来
事
を
読
み
取
ろ
う

新
出
漢
字

縮･
･
･

訓
読
み
の
仮
名
は
「
ち
ぢ
」。

優･
･
･

細
部
を
正
確
に
。

◎
「
五
月
」
の
谷
川
の
情
景

◎
か
わ
せ
み
の
出
現

○
目
に
し
た
も
の

青
光
り
の
、
ぎ
ら
ぎ
ら
す
る
鉄
砲
だ
ま
、

コ
ン
パ
ス
の
よ
う
に
黒
く
と
が
っ
て
い
る
、

に
わ
か
に
、
い
き
な
り
飛
び
こ
む
、
そ
れ
っ
き
り

○
ど
ん
な
思
い

・
予
期
せ
ぬ
出
来
事
へ
の
驚
き
恐
怖
（
パ
ニ
ッ
ク
）

・
魚
の
身
に
何
や
ら
よ
く
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
い

う
こ
と
は
分
か
る

・
自
分
た
ち
も
恐
ろ
し
い
目
に
遭
う
の
で
は
と
い
う
恐

怖
や
不
安

川面 なめらかな天井

つぶつぶ暗いあわ

黄金の光り

まっすぐなかげの棒

銀色の腹をひるがえして

一ぴきの魚

波から来る光のあみ

白い岩

川底 二ひきのかにの子ども

① 題材名「やまなし」を黒板に書く。

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「五月の谷川の情景や出来事を読み取ろう」

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

③ 新出漢字の練習をさせる。

・ 「縮」は、訓読みの仮名は「ちぢ」。

・ 「優」は、細部を正確に。

④ 全文を音読して、感想を発表させる。

「印象に残った表現や内容、疑問に思うことなどを発表しよう」

⑦ 次時の予告をする。

「次の時間は、『十二月』の情景について、

『五月』と比べながら読み取ろう」

⑥ かわせみの出現によって起こった出来事を見た

かにの兄弟の思いを想像し合わせる。

「P.106の２～11行目までに描かれている、

かにの兄弟が目にした出来事を確かめよう」

⑤ 「五月」の谷川の情景を表現している部分に傍線を引かせる。

「P.106の１行目までに描かれている谷川の情景を表す部分に

傍線を引きなさい」

「P108の2

「P108の3～12

寸

「寸」



や
ま
な
し

Ｗ
34

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

○

新
出
漢
字
の
練
習
を
し
よ
う
。
下
の
ま
す
に
は
、
書
き
順
を
書
い
た
り
、
く
り
返
し
書
い
た
り
し
よ
う
。

◎
初
め
の
感
想

◎
か
わ
せ
み
の
出
現

○
か
に
の
子
ど
も
が
目
に
し
た
も
の
は
？

○
か
に
の
子
ど
も
は
ど
ん
な
思
い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。



や
ま
な
し

記
入
見
本
例

Ｗ
34

六
年

組

名
前
（

）

今
日
の
学
習
の
め
あ
て

五
月
の
谷
川
の
情
景
や
出
来
事
を
読
み
取
ろ
う
。

○

新
出
漢
字
の
練
習
を
し
よ
う
。
下
の
ま
す
に
は
、
書
き
順
を
書
い
た
り
、
く
り
返
し
書
い
た
り
し
よ
う
。

ジ
ュ
ク

ち
ぢ
（
む
）

ス
ン

◎
初
め
の
感
想

例
・
美
し
い
川
底
の
様
子
が
想
像
で
き
た
。
「
ク
ラ
ム
ボ
ン
」
と
は
何
だ
ろ
う
。

◎
か
わ
せ
み
の
出
現

○
か
に
の
子
ど
も
が
目
に
し
た
も
の
は
？

青
光
り
の

ぎ
ら
ぎ
ら
す
る
鉄
砲
だ
ま

、コ
ン
パ
ス
の
よ
う
に
黒
く
と
が
っ
て
い
る

に
わ
か
に

い
き
な
り
飛
び
こ
む

そ
れ
っ
き
り
・
・
・

○
か
に
の
子
ど
も
は
ど
ん
な
思
い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

例
・
予
期
せ
ぬ
出
来
事
へ
の
驚
き
恐
怖
（
パ
ニ
ッ
ク
）

・
魚
の
身
に
何
や
ら
よ
く
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
分
か
る

・
自
分
た
ち
も
恐
ろ
し
い
目
に
遭
う
の
で
は
と
い
う
恐
怖
や
不
安

縮寸



４３
題 材 名 「やまなし」（第２時／全２時間）

目 標 ・ 「十二月」に描かれた情景を五月と比較しながら読むことができる。

領 域 等 C 読むこと

学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「やまなし」を黒板に書く。

入

5 ② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

分 十二月の谷川の情景を五月と比べながら読み取ろう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

展 ③ 「十二月」の谷川の情景を表現している部分に傍線を引かせる。 ・ 「十二月」の谷川の情景を

開 「『十二月』を読み、情景を表す部分に傍線を引きなさい」 表現している部分に傍線を引

33 ・ 傍線部分を発表させるときは、前時のように三層に分けて発 く。

分 表させる

④ 「五月」と「十二月」の情景や内容を対比させて読み取らせる。 ・ 「五月」と「十二月」の情

「『五月』と『十二月』の情景や内容を比べてみよう」 景や内容を対比させて読み取

「『五月』は○○だけれど、『十二月』は○○だというものを見つ り、発表し合う。

ければよい

・ できるだけ子ども自身で考えられればよいが、難しいような

らば個別指導で助言する。

・ 指導のポイント参照。

⑤ なぜ「やまなし」という題名を付けたのか考えさせる。 ・ なぜ「やまなし」という題

「なぜ『やまなし』という題名にしたのだろう」 名を付けたのか考える。

・ 対比ながらまとめる。

・ 作者の読者に受け止めてほしい思いが「十二月」の「やまな

し」に込められている。

終 ⑥ 全文を音読せさる。 ・ 全文を音読する。

末 「情景や雰囲気を頭に思い描きながら、全文を通読しよう」

7 ・ 柔らかさ、明るさ、スピード感、恐怖、静けさ、穏やかさな

分 どを声で表現することを考えさせる。

⑦ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

「次の時間は、『イーハトーヴの夢』について学習しよう」

指導のポイント

○ 「五月」と「十二月」の対比の観点

・ 日光（昼）の世界と月光（夜）の世界

・ 春の若やぐ世界と冬の落ち着きの世界

・ 幼いかにの兄弟と少し成長した兄弟

・ 柔らかな光の世界と鉱物や鋭い光の世界

・ 動的でめまぐるしい世界と静寂の世界

・ 恐怖をもたらし、命を奪うものと恵みをもたらすもの

（「かわせみ」と「やまなし」という水中に飛び込んできたもの同士の対比）

・ 恐怖の世界と平和な世界

toshi
テキスト ボックス
3 5



板書例

や
ま
な
し

十
二
月
の
谷
川
の
情
景
を
五
月
と
比
べ
な
が
ら
読
み
取

ろ
う

◎
「
十
二
月
」
の
谷
川
の
情
景

◎
「
五
月
」
と
「
十
二
月
」
を
比
べ
て
み
よ
う

五

月

十

二

月

例

例

日
光
（
昼
）
の
世
界

月
光
（
夜
）
の
世
界

春
の
若
や
ぐ
世
界

冬
の
落
ち
着
き
の
世
界

幼
い
か
に
の
兄
弟

少
し
成
長
し
た
兄
弟

柔
ら
か
な
光
の
世
界

鉱
物
や
鋭
い
光
の
世
界

動
的
で
め
ま
ぐ
る
し
い
世
界

恐
怖
を
も
た
ら
し
、
命
を
う

静
か
な
の
世
界

ば
う
も
の

恵
み
を
も
た
ら
す
も
の

「
か
わ
せ
み
」

「
や
ま
な
し
」

恐
怖
の
世
界

平
和
な
世
界

川面 波が青白い火を燃やし

ラムネのびんの月光

白いやわらかな丸石

水晶のつぶや金雲母

川底

① 題材名「やまなし」を黒板に書く。

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「 十二月の谷川の情景を五月と比べながら読み取ろう」

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

③ 「十二月」の谷川の情景を表現している部分に傍線を引かせる。

「『十二月』を読み、情景を表す部分に傍線を引きなさい」

④ 「五月」と「十二月」の情景や内容を対比させて読み取らせる。

「『五月』と『十二月』の情景や内容を比べてみよう」

⑦ 次時の予告をする。

「次の時間は、『イーハトーヴの夢』について学習しよう」

⑤ なぜ「やまなし」という題名を付けたのか考えさせる。

「なぜ『やまなし』という題名にしたのだろう」
⑥ 全文を音読せさる。

「情景や雰囲気を頭に思い描きながら、

全文を通読しよう」



   や ま な し ②                                                       Ｗ 35  
                       六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
 

 

◎ 「 五 月 」 と 「 十 二 月 」 を 比 べ て み よ う  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  



   や ま な し ②                                                     Ｗ 35  
                           六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
   十 二 月 の 谷 川 の 情 景 を 五 月 と 比 べ な が ら 読 み 取 ろ う 。  

 

◎ 「 五 月 」 と 「 十 二 月 」 を 比 べ て み よ う  

五     月  十  二  月  
 例 ・ 日 光 （ 昼 ） の 世 界  例 ・ 月 光 （ 夜 ） の 世 界  

青 く 暗 く 鋼 の よ う  水 晶 の つ ぶ や 金 雲 母 の か け ら  

光 の 黄 金 の あ み  ラ ム ネ の び ん の 月 光  

春 の 若 や ぐ 世 界  冬 の 落 ち 着 き の 世 界  

幼 い か に の 兄 弟  少 し 成 長 し た 兄 弟  

柔 ら か な 光 の 世 界  鉱 物 や 鋭 い 光 の 世 界  

動 的 で め ま ぐ る し い 世 界  静 か な の 世 界  

恐 怖 を も た ら し 、 命 を う ば う も の 「 か わ せ み 」  恵 み を も た ら す も の 「 や ま な し 」  

恐 怖 の 世 界  平 和 な 世 界  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 



４４
題 材 名 「イーハトーヴの夢」（第１時／全２時間）

目 標 ・ 文章の内容を的確に押さえながら、描かれた人物像をとらえることができる。

領 域 等 C 読むこと

学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「イーハトーヴの夢」を黒板に書く。

入

5 ② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

分 宮沢賢治の生き方、考え方を読み取ろう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

展 ③ 「イーハトーヴの夢」を範読する。 ・ 「イーハトーヴの夢」を聞

開 「宮沢賢治とはどんな人か、人柄や考え方が分かるところに線を く。

38 引きながら聞こう」

分 ・ 子どもたちの読み取りがしやすいようにできるだけゆっくり

読む。

④ 賢治とはどんな人か、分かったことを発表させる。 ・ 賢治とはどんな人か、分か

「賢治の人柄や考え方で読み取れたことを発表しよう」 ったことを発表する。

・ 簡単な年譜にしてまとめると、子どもたちにも分かりやすい。

⑤ 賢治への共感や疑問点を書かせる。 ・ 賢治への共感や疑問点を書

「賢治の人柄や考えをまとめてみて、賢治に対してどんな思いを く。

持ったかな」

「いいなあ、すばらしいなあと思うことやどうしてなんだろうと

いう疑問など、感じたままに書いてみよう」

・ 賢治の共感や感動できる点、賢治の考え方や生き方への疑問

など自由に書かせたい。

・ 机間指導により、個別の内容を読み取る。

・ 時間内にできなければ、家庭学習の課題にする。

終 ⑥ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

末 「次の時間は、みんなの思いを発表し合おう」

2

分

指導のポイント

○ 宮沢賢治の年譜について

・ 板書例につけた表は、およその流れを確認するために詳しく書いてある。実際の板書は、内容を簡

略化したものでよい。

toshi
テキスト ボックス
3 5



板書例

イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
の
夢

宮
沢
賢
治
の
生
き
方
、
考
え
方
を
読
み
取
ろ
う

◎
宮
沢
賢
治
は
ど
ん
な
人
だ
ろ
う

い
つ
ご
ろ

出

来

事

小
六
の
こ
ろ

・
丸
顔
で
色
白
。
お
と
な
し
い
。

・
一
人
遊
び
が
好
き
。
近
く
の
野
山

で
石
集
め
。

中
学
の
こ
ろ

・
自
然
災
害
に
よ
る
農
民
の
苦
し
み

を
見
て
「
農
作
物
の
被
害
を
減
ら

し
、
人
々
が
安
心
し
て
田
畑
を
耕

せ
る
よ
う
に
一
生
を
さ
さ
げ
た
い
」

→
「
最
新
の
農
業
技
術
を
学
ぼ
う
」

→
農
林
学
校
入
学

農
林
学
校
卒
業

・
学
者
へ
の
さ
そ
い
を
断
り
、
農
学

校
の
先
生
に
。

農
学
校
の
先
生

・
苦
し
い
農
作
業
の
中
に
楽
し
さ
を
。

と
し
て

工
夫
に
喜
び
を
。
未
来
に
希
望
を
。

・
生
徒
に
「
い
ね
の
心
が
分
か
る
人

間
に
な
れ
」

・
自
然
に
勝
つ
た
め
に
は
力
を
合
わ

せ
る
←
や
さ
し
い
心
の
通
い
合
い

・
や
さ
し
さ
を
育
て
る
た
め
に
、
た

く
さ
ん
の
詩
や
童
話
を
書
く
。

農
学
校
を
や
め
る

「
自
分
で
耕
し
な
が
ら
人
と
話
さ
な

け
れ
ば
」

◎
賢
治
へ
の
共
感
や
疑
問
点

・

① 題材名「イーハトーヴの夢」を黒板に書く。

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「宮沢賢治の生き方、考え方を読み取ろう」

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

③ 「イーハトーヴの夢」を範読する。

「宮沢賢治とはどんな人か、人柄や考え方が

分かるところに線を引きながら聞こう」

④ 賢治とはどんな人か、分かったことを発表させる。

「賢治の人柄や考え方で読み取れたことを発表しよう」

⑥ 次時の予告をする。

「次の時間は、みんなの思いを発表し合おう」

⑤ 賢治への共感や疑問点を書かせる。

「賢治の人柄や考えをまとめてみて、賢治に対してどんな思いを持ったかな」

「いいなあ、すばらしいなあと思うことやどうしてなんだろうという疑問など、

感じたままに書いてみよう」



   イ ー ハ ト ー ヴ の 夢 ①                                         Ｗ 36  
                           六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
 

 

◎ 宮 沢 賢 治 は ど ん な 人 だ ろ う  
 

い つ ご ろ  出  来  事

  

 
 ◎ 賢 治 へ の 共 感 や 疑 問 点  
 

 

 

 



   イ ー ハ ト ー ヴ の 夢 ①                                          Ｗ 36  
                           六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
      宮 沢 賢 治 の 生 き 方 、 考 え 方 を 読 み 取 ろ う  

 

◎ 宮 沢 賢 治 は ど ん な 人 だ ろ う  
 

い つ ご ろ  出  来  事

小 六 の こ ろ  ・ 丸 顔 で 色 白 。 お と な し い 。  

・ 一 人 遊 び が 好 き 。 近 く の 野 山 で 石 集 め 。  

中 学 の こ ろ  ・ 自 然 災 害 に よ る 農 民 の 苦 し み を 見 て 「 農 作 物 の 被 害 を 減 ら し 、 人 々 が 安

 心 し て 田 畑 を 耕 せ る よ う に 一 生 を さ さ げ た い 」  
 → 「 最 新 の 農 業 技 術 を 学 ぼ う 」→ 農 林 学 校 入 学  

農 林 学 校 卒 業  ・ 学 者 へ の さ そ い を 断 り 、 農 学 校 の 先 生 に 。  

農 学 校 の 先 生 と し て  ・ 苦 し い 農 作 業 の 中 に 楽 し さ を 。 工 夫 に 喜 び を 。 未 来 に 希 望 を 。  

・ 生 徒 に 「 い ね の 心 が 分 か る 人 間 に な れ 」  

・ 自 然 に 勝 つ た め に は 力 を 合 わ せ る← や さ し い 心 の 通 い 合 い  

・ や さ し さ を 育 て る た め に 、 た く さ ん の 詩 や 童 話 を 書 く 。  

農 学 校 を や め る  「 自 分 で 耕 し な が ら 人 と 話 さ な け れ ば 」  

 
 ◎ 賢 治 へ の 共 感 や 疑 問 点  
 

 

 

 

 



４５
題 材 名 「イーハトーヴの夢」（第２時／全２時間）

目 標 ・ 宮沢賢治への思いを発表し合って、考えを深めることができる。

領 域 等 C 読むこと

学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「イーハトーヴの夢」を黒板に書く。

入

5 ② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

分 宮沢賢治の生き方、考え方を読み取ろう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

展 ③ 「イーハトーヴの夢」全文を音読させる。 ・ 全文を音読する。

開 「読みたい人はいないかな」

38 ・ 音読希望者に挙手させて読ませる。いない場合は指名して読

分 ませる。

④ 賢治の生き方や考え方についての自分の考えを発表させる。 ・ 賢治の生き方や考え方につ

「前の時間に各自で書いた賢治への思いや疑問を発表しよう」 いての自分の考えを発表する。

「たくさんのすばらしい思いや疑問の発表ができたね」

「○○さんの疑問について、みなさんの考えを言ってみよう」

⑤ 賢治の理想を確かめ、各自の考えを書きまとめさせる。 ・ 賢治の理想を確かめ、各自

「賢治の理想とする世界はどんな世界だったのだろうか」 の考えを書きまとめる。

・ 人間がみな人間らしい生き方ができる社会

・ 人間も動物も植物も、たがいに心が通じ合うような世界

・ P.119 の「賢治がイーハトーヴの物語を通して追い求めた理

想」という叙述に気づかせる。

「賢治の考えた理想の世界について、自分はどう考えるかを書い

てみよう」

・ 子どもたちに改めて問いかける。

⑥ 各自の考えを発表する。 ・ 各自の考えを発表する。

「何人かの人に発表してもらおう」

・ 時間の許す限り多くの子どもに発表させる。

終 ⑦ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

末 「次の時間は、宮沢賢治について学習しよう」

2

分

指導のポイント

○ 家庭学習にしたワークシートについて

・ 前時、時間の都合で「賢治への思いや疑問」を家庭学習の課題とした場合は、登校直後にいったん

ワークシートを回収して、さっと目を通しておくと指導に生かすことができる。

○ 挙手と指名

・ 何人か挙手した場合でも、挙手した児童を優先しつつも指名計画により順序立てて指名する。多く

の児童に発言の機会を与える。指名する場合も、学習の流れに合ったものを取り上げるようにしたい。

P.120

「次の時間は、『言葉の変化』について学習しよう」

toshi
テキスト ボックス
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板書例

イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
の
夢

宮
沢
賢
治
へ
の
思
い
を
発
表
し
あ
っ
て
、
考
え
を
深
め
合

お
う

◎
賢
治
の
生
き
方
や
考
え
方
に
つ
い
て

・
（
児
童
の
考
え
を
書
い
て
い
く
）

◎
賢
治
の
理
想
の
世
界
と
は

の
９
行
目
「
賢
治
が
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
の
物
語
を

P.119

通
し
て
追
い
求
め
た
理
想
」

・
人
間
が
み
な
人
間
ら
し
い
生
き
方
が
で
き
る
社
会

・
人
間
も
動
物
も
植
物
も
、
た
が
い
に
心
が
通
じ
合
う

よ
う
な
世
界

① 題材名「イーハトーヴの夢」を黒板に書く。

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「宮沢賢治への思いを発表しあって、考えを深め合おう」

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

③ 「イーハトーヴの夢」全文を音読させる。

「読みたい人はいないかな」

④ 賢治の生き方や考え方についての自分の考えを発表させる。

「前の時間に各自で書いた賢治への思いや疑問を発表しよう」

「たくさんのすばらしい思いや疑問の発表ができたね」

「○○さんの疑問について、みなさんの考えを言ってみよう」

⑦ 次時の予告をする。

「次の時間は、宮沢賢治について学習しよう」

⑤ 賢治の理想を確かめ、各自の考えを書きまとめさせる。

「賢治の理想とする世界はどんな世界だったのだろうか」

「賢治の考えた理想の世界について、自分はどう考えるかを書いてみよう」

⑥ 各自の考えを発表する。

「何人かの人に発表してもらおう」

P120

「次の時間は、『言葉の変化』について学習しよう」



   イ ー ハ ト ー ヴ の 夢 ②                                          Ｗ 37  
                        六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
 

 
 ◎ 賢 治 の 理 想 の 世 界 と は ど ん な 世 界 だ ろ う  
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 ◎ 賢 治 の 理 想 の 世 界 に つ い て 、 あ な た は ど う 考 え ま す か 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   イ ー ハ ト ー ヴ の 夢 ②                                         Ｗ 37  
                         六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
   宮 沢 賢 治 へ の 思 い を 発 表 し あ っ て 、 考 え を 深 め 合 お う 。  

 
 ◎ 賢 治 の 理 想 の 世 界 と は ど ん な 世 界 だ ろ う  
 

P.
11

9
の ９ 行 目 「 賢 治 が イ ー ハ ト ー ヴ の 物 語 を 通 し て 追 い 求 め た 理 想 」  

     ・ 人 間 が み な 人 間 ら し い 生 き 方 が で き る 社 会  

    ・ 人 間 も 動 物 も 植 物 も 、 た が い に 心 が 通 じ 合 う よ う な 世 界  

 

 

 
 
 
 
 
 ◎ 賢 治 の 理 想 の 世 界 に つ い て 、 あ な た は ど う 考 え ま す か 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 



３８ 

題 材 名  「言葉の変化」（第１時／全１時間） 

目  標  語句の由来などに関心をもつとともに、時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違い

に気づくことができる。 
      ◎時代や世代による言葉のちがいについて理解を深め、学習課題に沿って変化した言葉につい

て調べようとしている。 

領 域 等  知識及び技能 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

 

① 題材名「言葉の変化」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

・本文を音読する。 

 時代により変化した言葉につ

いて、その意味を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・世代によってちがう言い方を 
さがし、ワークシートに書く 
 

 

 

 

・さがした言葉を発表する。 

 

 

 

・誰にでもわかりやすい言葉に

ついて考え、発表する。 

 

・次時の見通しをもつ 

 言葉の変化について調べよう  

   

③ 本文を音読する。 
  教師が範読し、その後、児童に音読をさせる 
  ○例としてあげられている言葉について、具体的な文章をもと

に説明を加える。 

①すさまじきもの、昼吠ゆる犬（枕草子） 

   興覚めするもの、昼に吠える犬（現代語訳） 

     ↕ 

   大型台風が上陸し、すさまじい暴風雨にみまわれた。 

 

  ②あわれなるもの。孝ある人の子（枕草子） 

   感心なもの。孝行心のある子ども（現代語訳） 

     ↕ 

   赤ん坊は、力のないあわれな声で泣き続けた。 

 
④ 「ノート」「マフラー」のように「スプーン」「キッチン」 
  「シーツ」「スーツ」「コート」についても、違ういい方はな 
  いか探させる。 

○まずは、一人で探し、その後、グループで確認し合う。 
 また、国語辞典や類語辞典等があれば活用させる。 

 
⑤ 探した言葉を交流し、確認する。 
  ○それぞれの言葉について違う言い方を発表させるが、あまり 

出ないようであれば、教師が補足する。 
 

⑥ 「いかそう」を読み、誰にでもわかりやすい言葉はどういうも

のかを確認する。 
 
⑦次時の予告をする。 

 「次の時間は、『秋深し』を学習します。」 

指導のポイント 

 ○学習の進め方に関して 
 ・時代による言葉のちがいについては、子どもたちの力だけでは理解をし、言葉探しをするのは難しいと 

思われるので、本文の例と教師の補足によって学習を進める。 

  ・世代による言葉のちがいについては、父・母と使っている言葉に違いはないか比較することや、子ども 
によっては祖父・祖母との会話を想起させることで、思い当たる言葉はないかという具合に、実際の経 
験の中から探させる。 



板書例 
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④「ノート」や「マフラー」を例示し、「スプーン」「キッチン」

「シーツ」「スーツ」「コート」についてもちがう言い方がないか

探させる。父簿や祖父母等の会話を想起させ、これら以外の言葉で

も思い当たるものがあれば紹介させる。 

⑦ 次時の予告をする。 
「次の時間は、『秋深し』を学習します。」 

⑤子どもから出され

た言葉を書き上げ、

確認していく。 

⑥誰にでも分かりやす

い言葉とはどんな言葉

かを考えさせ、子ども

の意見を黒板に書き上

げていく。 

①題材名「言葉の変化」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「言葉の変化について調べよう」  

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

③教師が全文を読む。児童にも音読させる。 

 「時代による言葉の変化」については教師が補足説明を入れる。 

＊すさまじきもの、昼吠ゆる犬（枕草子）≪興覚めするもの、昼に吠える犬（現代語訳）≫ 

     ↕ 

大型台風が上陸し、すさまじい暴風雨にみまわれた  

＊あわれなるもの。孝ある人の子（枕草子）≪感心なもの。孝行心のある子ども（現代語訳）≫ 

   ↕ 

 赤ん坊は、力のないあわれな声で泣き続けた。 
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時代による言葉のちがい 世代による言葉のちがい 
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３９ 

題 材 名  「秋深し」（第１時／全１時間） 

目  標  語句と語句との関係について理解し、語彙を豊かにするとともに、語感や言葉の使い方に対す

る感覚を意識して、語や語句を使うことができる。 
      ◎語句と語句との関係、語句の構成や変化について理解し、語彙を豊かにしている。また、語

感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、語や語句を使っている。 

領 域 等  知識及び技能 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

 

① 題材名「秋深し」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

・秋を示す言葉の部分を音読す

る。 

 

 

・解説の部分から言葉の意味を

確かめる。 

 

 

 

 

・教科書に取り上げられている

短歌や俳句を声に出して読み

大まかな意味を知る。 

 

 

 

 
 
 
 
 
・二十四節気を示す言葉を知る 
 

 

 

 

・次時の見通しをもつ 

 秋を示す言葉を知ろう  

   

③ 秋を示す言葉（立秋・処暑・白露・秋分・寒露・霜降）の部分

を音読させる。教師が範読し、その後、児童に音読をさせても

よい 
   
④ 秋を示す言葉の意味を教科書の解説をもとに確かめさせる。 

○解説で説明されていることや、使われている言葉の中にわか

らないものがある場合、子どもたちの中に説明できる子がい

れば説明させ、いなければ教師が補足する。また、準備がで

きていれば辞書等を活用する。 
 
⑤ 教科書の短歌や俳句を読み、大まかな意味を捉えさせる。 
  ○意味については教師が解説する。 
  ・夕暮れ時の風なんて、いつでも吹いているものだけど、立秋

の今日、吹いている風は涼しいものだなぁ。 
  ・庭には朝露が一面に降りている。葉を落とした茨に近寄って

見ると、鋭いとげの一つ一つに白露がきらきらと光っている 

・鶏頭＝ヒユ科の一年生植物。夏から秋にかけ、赤・桃色・黄

色などの花穂ができる。形状がニワトリの鶏冠（とさか）に

似ていることからこの名がついた。花期は 6月から 9月頃 

 
⑥ 二十四節気を示す言葉についても紹介する。 
  ・時間があれば辞書などを活用して調べさせるとよいが、簡単

 に教師が説明をするだけでもよい。 
 
 
⑦次時の予告をする。 

 「次の時間は『みんなで楽しく過ごすために』を学習します。」 

指導のポイント 

 ○語彙を豊かにし、語感や言葉の使い方を意識させるために 
 ・音読を大切にし、教師の範読や教師のあとを追う追いかけ読み等、何度も繰り返し音読することで、言

葉の響きに触れさせる。 
 ・言葉の意味の説明を加えるときは、季節や情景をイメージさせるようにする。言葉の持つイメージを大 

切にしながら語感を身に付けさせたい。 



板書例 
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⑤秋の短歌・俳句については、意味は大まかに捉えさせる程度とし、繰

り返し音読させることで、言葉のリズムや響き、語感を感じ取らせる

ことを大切にしたい。 

⑦次時の予告をする。 
「次の時間は、『みんなで楽しく過ごすために』を学習します。」 

⑥二十四節気を読み上げていき、子どもたちにも読ませていく。 

①題材名「秋深し」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「秋を示す言葉を知ろう」  

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

③本文を読ませる。 

④秋を示す言葉の意味を解説から確認させる。解説だけでは難しい場合は、わかる子どもに補

足説明させる。いなければ教師が補足説明する。 
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秋を示す言葉 秋の短歌・俳句 
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秋を示す言葉 秋の短歌・俳句 



４０ 

題 材 名  「みんなで楽しく過ごすために」（第１時／全２時間） 

目  標  目的や条件を明確にしながら、話し合いの準備を進めることができる。 

      ◎言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあることに気付いている。 

       互いの立場を明確にしながら計画的に話し合い、自分の考えを広げたりまとめたりしている。 

領 域 等  知識及び技能  Ａ話すこと・聞くこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

 

① 題材名「みんなで楽しく過ごすために」を黒板に書く。 

 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

 

・本文を音読する。 
 話し合いの計画を立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本文を音読する。 

自分の考えをワークシートに

書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・次時の見通しをもつ 

 目的や条件をはっきりさせ、話し合いの準備をしよう  

   
 

③ 教科書P132－133を音読させ、話し合いの計画を立てさせる。 
  ○①議題をもとに、目的や条件を確認させる。 

・議題については、学校の状況や子どもたちの状況に合わせて

設定してもよい（教科書の例は、1年生との交流遊び）。 

また、目的や条件を明確にしておく。 

（自分たちが楽しむのでなく、1年生を楽しませよう 等） 

○②進行計画を立てさせる。     ↕ 

・グループにし、役割分担や、教科書の進め方の例を参考に進

行計画を立てさせる。 

 

 

④ 教科書P134L1～10を音読させ、自分の考えをまとめさせる。 

  ○③教科書の例を参考に、自分の考えを整理し、「主張」「理 

由」「根拠」を明確にさせてワークシートにまとめさせる。 

 
 
⑤ 次時の予告をする。 

 「次の時間は、今、準備したことをもとに、実際に話し合いをし

ます。」 

 

 

指導のポイント 

 ○話し合いを成功させるために 
 ・議題をもとに話し合いの目的や条件を明確にしておく。ただ漫然と話し合いをさせると話し合いが迷走 

しかねない。また、実際の話し合いがうまく進まなかったときに、立ち戻る拠りどころとして目的や条 
件をワークシートに明記しておく。 

 ・より有意義な話し合いとなるよう、自分の考えを整理し、主張・理由・根拠を明確にさせる。場当たり 
的な発言でなく、しっかりと準備をし、考えを述べられるようにする。自分の考えを整理する際には、

ワークシートを活用するとよい。 

 



板書例 
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④P134 L1～10を読ませ、自分の考えをまとめさせる。 

 ・話し合いを成功させるためには、自分の考えを整理し、主張や理由、根拠を明確にすることが

大切であるということを押さえる。 

 ・ワークシートを活用し、主張・理由・根拠を整理させる。 

⑤ 次時の予告をする。 
「次の時間は、実際に話し合いをします。」 

①題材名「みんなで楽しく過ごすために」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「目的や条件をはっきりさせ、話し合いの準備をしよう」  

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

③P132－133を読ませ、目的や条件を明確にし、話し合いの計画を立てさ

せる。 

＊議題をもとに、話し合いの目的や条件を明確にしておく。 

目的や条件をワークシートに明記しておけば、実際の話し合いがうまく

進まないときも、立ち戻る拠りどころにできる。 

＊教科書の進め方の例を参考に、グループで話し合いの計画を立てさせる。 
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４１ 

題 材 名  「みんなで楽しく過ごすために」（第２時／全２時間） 

目  標  計画をもとに話し合い、考えを広げたりまとめたりすることができる。 

      ◎言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあることに気付いている。 

       互いの立場を明確にしながら計画的に話し合い、自分の考えを広げたりまとめたりしている。 

領 域 等  知識及び技能  Ａ話すこと・聞くこと 

 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

 

① 題材名「みんなで楽しく過ごすために」を黒板に書く。 

 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

 

・本文を音読し、話し合いのポ

イントを確認する。 

 

 

 

 

 

 

・計画をもとにグループで話し

合いをする。 

 

 

 

 

・話し合いの結果と、話し合っ

た感想を発表する。 

 

 

 

 

 

・次時の見通しをもつ 

 計画をもとに話し合いをしよう  

   
 

③ 教科書P134L11－P136を音読させ、話し合いで大切にするポイ

ントを確認させる。 
  ○教科書にあげられている以下のことに気をつけながら話し合

いが進められるよう押さえる。 

・何を決めようとしているのか（話し合いの目的） 

   ・歩み寄れる点は（共通点と異なる点） 

   ・解決すべき点は（利点と問題天） 

・考えを広げる話し合いとまとめる話し合い。 

 

④ グループで話し合いを進めさせる。 

  ○話し合い中は、机間巡視をする。話し合いが滞っているグル

ープには、前時のワークシートに記入した「話し合いの目的

や条件」に立ち戻らせたり、本時の前半で確認した話し合い

のポイントに立ち戻ったり等の助言をする。 

 

⑤ 話し合いの結果報告と、感想を交流させる。 

  ○目的に応じて話し合うことや、計画的に話し合うことの大切

さを振り返らせたい。 

 

 

 
 
⑥ 次時の予告をする。 

 「次の時間は、『伝えにくいことを伝える』を学習します。」 

 

指導のポイント 

 ○話し合いを進めるにあたって 
  ・期間指導を行いながら、話し合いが滞っているグループには、前時に確認した「目的・条件」や、本 

時前半で確認した「話し合いのポイント」等をもう一度確認させてから話し合いを再開するよう助言 
する。 

 ○話し合いの振り返りでは 
  ・話し合いを有意義なものにするためには、目的を持っていることや、計画・準備をしておくことが大 

切であるということに気づかせたい。そして、そのことを今後の話し合い活動に活かしていきたいと 
いう意欲につなげたい。 
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な
ど 

⑤話し合った結果と、話し合いをおこなった感想を発表させ交流する。 

 ・感想を出させる中で、「目的をもって話し合うこと」や「話し合いをするには計画や準備が大

切である」ということを押さえたい。 

⑥次時の予告をする。 
「次の時間は、『伝えにくいことを伝える』を学習します。」 

①題材名「みんなで楽しく過ごすために」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「計画をもとに話し合いをしよう」  

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

③P134L11－P136を読ませ、話し合いで大切にするポイントを確かめさせる。 

 教科書の本文からあげさせればよいので、ここで時間をかけ過ぎない。 

  ・何を決めようとしているのか（話し合いの目的） 

  ・歩み寄れる点は（共通点と異なる点） 

  ・解決すべき点は（利点と問題天） 

  ・目的に応じて考えを広げる話し合いとまとめる話し合いを使い分ける 

④計画をもとに

話し合いをさ

せる。 
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４２ 

題 材 名  「伝えにくいことを伝える」（第１時／全１時間） 

目  標  伝えにくいことを伝えるときには、どのような伝え方をすればよいか考えることができる。 

      ◎言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあることに気付いている。 

領 域 等  知識及び技能 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

 

① 題材名「伝えにくいことを伝える」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

・本文を音読する。 

 

・３通りの伝え方について考え

る。 

 

 

・どのような口調や表情で言え

ばよいか考え、発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二人一組になって自分の考え

や事情を伝えるやりとりをす

る。 

 

・話し合った結果や感想を発表

し、交流する。 

 

 

・次時の見通しをもつ 

 伝えにくいことを伝えるとき、どのように伝えればよいか考え

よう。 

 

   
③ 教科書P138上段を読ませ、本時の学習場面をつかませる。 
 
④ 教科書P138下段を読ませ、３通りの伝え方について話し合いを 

させる 
・それぞれの言い方が、相手にどんな印象を与えるか意見を出

させる。 

 

⑤ 教科書P139上段を読ませ、「伝えにくいことを伝える」ときは

どのような表情や口調で伝えるとよいのか考えさせる。 

  ・上段前半の部分で大切なところを押さえる。 

   ＊正確に伝わり、冷静に受け止めてもらえるよう、言葉や表

現を選ぶ。 

   ＊表情や口調などを考える。 

   ＊相手の主張を聞くことも大切。 

  ○これらの点を押さえた上で、「表情や口調はどうすればよい 

か」を考え、発表させる。すぐに意見が出ないようであれば 

隣同士で話し合わせてから発表させてもよい。 

 

⑥ 教科書P139下段を読ませ、二人一組で自分の考えや事情を伝え 

るやりとりをさせる。 

 

 

⑦ 話し合った結果や感想を全体で交流させる。 

 

 
 
⑧ 次時の予告をする。 

 「次の時間は、『漢字の広場③』を学習します。」 
 

指導のポイント 

 ○よりよい解決に向けて話し合いができるために 
 ・本時⑤のところでは、「伝えにくいこと」を伝えるには、 
   ＊正確に伝わり、冷静に受け止めてもらえるよう、言葉や表現を選ぶ。 

   ＊表情や口調などを考える。 

   ＊相手の主張を聞くことも大切。 

  これらのことをしっかりと押さえた上で、その時の口調や表情についても考えさせたい。 



板書例 
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⑥教科書P139下段を読ませ、二人一組で自分の考えや事情を伝えるやりとりをさせる。４つある中の１ 

つをペアごとに、順に割り当ててさせる。時間に余裕があれば、二つ目、三つ目とさせてもよい。 

⑧次時の予告をする。「次の時間は、『漢字の広場③』を学習します。 

①題材名「伝えにくいことを伝える」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「伝えにくいことを伝えるとき、どのように伝えればいいか考えよう。」 

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

③教科書P138上段を音読読ませ、本時の学習場面をつかませる。 

④P138の下段を読ませ、本文の３通りの言い方について相手がどう感じるか考えさせる。 

 ・児童から出た言葉を端的に板書し、全体へ広める。 

⑤教科書P139上段を読ませ、本文にある以下の点は押さえる。 

＊正確に伝わり、冷静に受け止めてもらえるよう、言葉や表現を選ぶ。 

   ＊表情や口調などを考える。 

   ＊相手の主張を聞くことも大切。 

 そして、表情や口調はどうすればよいか考えさせ、発表させる。児童の意見は教師が端的にま

とめ板書していく。 

⑦話し合った結果や感想を発表させ、全体で交流させる。 
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４３ 

題 材 名  「漢字の広場③」（第１時／全１時間） 

目  標  教科書のイラストを見てストーリーを考え、5 年生で学習した漢字を用いて物語を書き表すこ 
とができる。 

      ◎第 5 学年までに配当されている漢字を書き、文や文章の中で使っている。 

領 域 等  知識及び技能 
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

 

① 題材名「漢字の広場③」を黒板に書く。 

 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

・教師の範読を聞く。教師の範

読後、声を合わせて読む。 

 

・イラストからストーリーにつ

いて気づいたことや感じたこ

とを発表する。 

 
 

 

 

 

・イラストのストーリーを考え

文章で書き表す 

 

 

 

 

 

 

・書いた文章を友だちと紹介し

合う。 

 

 

 

 

 

 

・次時の見通しを持つ。 

 イラストを見てストーリーを考え、文章に書き表そう  

   
③ P140に出てくる漢字を教師が範読し、児童に一斉読みをさせる 
 
 
④ P181のイラストから気づいたことや感じたことを交流させ、ス

トーリーのイメージが膨らむようにさせる。 
  ・本時の学習活動への導入のための意見交流なので、時間はか 

ける必要はない。児童に気づいたことや感じたことを自由に 

出させることで、イメージを持ちづらい子どもへのヒントと 

したい。 

   

 
⑤ イラストから考えたストーリーを文章に書かせる。 
  ・クラスの人数や子どもの漢字の能力に応じ、ペアやグループ

で書かせたり、場面ごとに分担して書かせたりしてもよい。 
  ・考えさせた後、クラス全体に紹介できるような発表用の短冊

とペンを用意しておき、出来上がった文章を書かせておくと

よい。 
  
 
⑥ 書いた文章を交流させる。 
  ・ただ読み上げさせるだけなく、黒板に書かせたり、発表用の

短冊に書いたものを貼りだしたりさせることで、よりクラス

全体に広めやすくする。 
  ※順番に黒板に書かせていると時間もかかるので、前もって発

表用の短冊を用意しておくほうが時間の効率がよい。 
 
 
⑦次時の予告をする。 

  ・「次の時間は、『鳥獣戯画を読む』を学習します。」 
 

指導のポイント 

 ○漢字の定着を図るために 
 ・授業の中で、漢字を読む作業、書く作業の時間をしっかりと確保する。作業を繰り返すことで定着を 

図りたい。そのために、学習活動①～④は効率的に短時間で済ませ、⑤・⑥の学習活動に重点を置く 
学習展開にする。 
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①題材名「漢字の広場③」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「イラストを見てストーリーを考え、文章に書き表そう」  

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

⑦次時の予告をする。「次の時間は、『鳥獣戯画を読む』を学習します。」 

③P140に出てくる漢字を教師が範読する。その後、児童に一斉読みをさせる。 

⑥書いた文章を交流させる。 
 ※ただ読み上げさせるのでなく、短冊に書いて貼りだしたり、黒板に書かせたりして、全体に広める。 

④P181のイラストから気づいたことや感じたことを自由に交流させる。文章づくり

をすると時のヒントにさせる。 
（例）まほう使いの女の子が、鳥から手紙（招待状）をもらった。 
   まほう使いの女の子がスティックを振ると、船が現れた。 
文章を考えさせるための導入なので、ここではそれほど時間はかけない。 

⑤考えたストーリーを文章に書かせる。児童の人数や漢字の能力に応じ、適宜、ペアやグループで取 
り組ませてもよい。 

 ※可能であれば発表用の短冊を準備しておき、考えたものを書かせておくと、発表・交流のとき、効

率的に進めることができる。 
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４４ 

題 材 名  「『鳥獣戯画』を読む」①（第１時／全５時間） 

目  標  「『鳥獣戯画』を読む」を読み、筆者がすばらしいと感じていることを読み取ることができる。 

領 域 名    C 読むこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

 

導

入

５ 

分 

① 題材名「『鳥獣戯画』を読む」を黒板に書く。 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

・本時の目標を知る。 

 

・声を合わせて目標を読む。 

 『鳥獣戯画』で筆者がすばらしいと感じていることは何だろう  

・ワークシートを配付し、書き込ませる。 

 ・声を合わせて読ませる。 

 

 

 

 

展

開

35

分 

 

 

 

③  P.143 の絵を見て何の絵か想像させる。 

「P.143 の絵は何の絵だろう」 

・うさぎと蛙の絵であるということや、実際には起こらないこ 

とだということに気づかせたい。 

④ 「『鳥獣戯画』を読む」を読み、『鳥獣戯画』で筆者がすばらしい

と感じていることを考えさせる。 

⑤ 「筆者は『鳥獣戯画』の何がすばらしいと感じていたのだろう」 

・筆運び、観察、漫画・アニメの祖、線、筆さばき、蛙のポー

ズと表情、１２世紀に生み出されたこと、自由闊達のものな

ど。 

 

・P.143 の絵を見て何の絵か想像

する. 

 

 

・『鳥獣戯画』を読む」を読み、

『鳥獣戯画』で筆者がすばらし

いと感じていることを考える。

 

 

 

終 

5 

分 

⑥  次時の予告をする。 

「次の時間は、筆者の絵に対する評価について学習しよう」 

⑦ 宿題（音読・漢字）を確認する。 

・次時の見通しを持つ。 

 

 

 

指導のポイント 

○ 家庭学習にしたワークシートについて 

・前時、時間の都合で「賢治への思いや疑問」を家庭学習の課題とした場合は、登校直後にいったんワークシー

トを回収して、さっと目を通しておくと指導に生かすことができる。 

○ 挙手と指名 

・何人か挙手した場合でも、挙手した児童を優先しつつも指名計画により順序立てて指名する。多くの児童に発

言の機会を与える。指名する場合も、学習の流れに合ったものを取り上げるようにしたい。 
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『
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画
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筆
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い
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こ
と
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だ
ろ
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〇
『
鳥
獣
戯
画
』
で
筆
者
が
す
ば
ら
し
い
と
感
じ
て
い
る 

 
 

こ
と
は
何
だ
ろ
う
。 

  

例
・
筆
運
び 

 
 
 

観
察 

 
 
 

漫
画
・
ア
ニ
メ
の
祖 

 
 
 

線 

 
 
 

筆
さ
ば
き 

 
 
 

帰
る
の
ポ
ー
ズ
と
表
情 

 
 
 

十
二
世
紀
に
生
み
出
さ
れ
た
こ
と 

 
 
 

自
由
闊
達
な
も
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
ど 

 

新
出
漢
字 

  

巻
・
・
・
字
形
「
己
」
の
部
分
に
注
意 

 

激
・
・
・
中
央
の
「
白
」
と
「
方
」
を
付
け
る
。 

① 題材名を黒板に書く。 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

・「『鳥獣戯画』で筆者が素晴らしいと感じていることは何だろう。」 

・ワークシートを配布し、書きこませる。 

⑥ 次時の予告をする。 

⑤筆者がすばらしいと感じていることについて、お互いの意見を交流する。 

④ 筆者がすばらしいと感じていることを考えさせる。 

③P.143 の絵を見て何の絵か想像させる。 

「P.143 の絵は何の絵だろう。」 

宝
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。
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◎
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何
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。
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の

人
類
の
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５０
題 材 名 「『鳥獣戯画』を読む」（第２時／全５時間）

目 標 ・ 『鳥獣戯画』の絵について筆者の評価を読み取り、それに対する自分の考えや感想を持つ

ことができる。

領 域 等 C 読むこと

学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「『鳥獣戯画』を読む」を黒板に書く。

入

5 ② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

分 筆者の『鳥獣戯画』の絵の評価に対する自分の考えを持とう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

展 ③ 「『鳥獣戯画』を読む」を読み、絵と文章を照らし合わせなが ・ 「『鳥獣戯画』を読む」を

開 ら、「絵」について書いてあることを読み取らせる。 読み、絵と文章を照らし合わ

38 「筆者は、絵全体の中で、どの部分を取り上げているだろうか」 せながら、「絵」について書

分 「わかるところに線を引こう」 いてあることを読み取る。

・ 墨一色、抑揚のある線と濃淡だけ、のびのびと見事な筆運び

・ ただの空想ではなく、ちゃんと動物を観察した上で、骨格も、

手足も、毛並みも、ほぼ正確にしっかりと描いている

・ 大きさがちがうはずの兎と蛙が相撲をとっている。

・ 兎を投げ飛ばした蛙の口から線が出ている

・ もんどりうって転がった兎の、背中や右足の線

・ 投げられたのに目も口も笑っている など

④ 筆者の『鳥獣戯画』の絵の評価について読み取らせる。 ・ 筆者の『鳥獣戯画』の絵の

「取り上げた対象の何に着目して、どのようによいと考えている 評価について読み取る。

のだろう」

・ 筆運び→生き生きと躍動している

・ 観察→本当の兎や蛙たちが今ひょいと立って遊び始めのだと

しか思えない

・ 大きさ→たしかに漫画みたいだ。

・ 口からの線→まるで漫画のふき出しと同じようなことを、こ

んな昔からやっている

・ 背中や右足の線→絵が止まっていない。動きがある。

・ 目も口も→ほんのちょっとした筆さばきで、見事にそれを表

現している。 など

⑤ 筆者の評価に対する自分の考えや感想を持たせる。 ・ 筆者の評価に対する自分の

「筆者がよいと感じることに対して、自分の考えや感想を書いて 考えや感想を持つ。

みよう」

・ 筆者の感じ方に共感する部分やそうでない部分を書かせる。

終 ⑥ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

末 「次の時間は、筆者が何をどのように評価しているのかについて

2 学習しよう」

分

toshi
テキスト ボックス
4 5
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絵
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、
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る
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の
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。
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な
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ら
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っ

・
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ま
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た
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、
背
中
や
右
足
の

動
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。
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に
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書
こ
う
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① 題材名「『鳥獣戯画』を読む」を黒板に書く。

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「筆者の『鳥獣戯画』の絵の評価に対する自分の考えを持とう」

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

③ 「『鳥獣戯画』を読む」を読み、絵と文章を照らし合わせながら、

「絵」について書いてあることを読み取らせる。

「筆者は、絵全体の中で、どの部分を取り上げているだろうか」

「わかるところに線を引こう」

④ 筆者の『鳥獣戯画』の絵の評価について読み取らせる。

「取り上げた対象の何に着目して、どのようによいと考えているのだろう」

⑥ 次時の予告をする。

「次の時間は、筆者が何をどのように評価しているのかについて学習しよう」

⑤ 筆者の評価に対する自分の考えや感想を持たせる。

「筆者がよいと感じることに対して、自分の考えや感想を書いてみよう」



   『 鳥 獣 戯 画 』 を 読 む ②                                        Ｗ 45  
                           六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
 

 
 ◎ 絵 と 文 章 を 照 ら し 合 わ せ な が ら 、 「 絵 」 に つ い て 書 い て あ る こ と を 読 み 取 ろ う 。  
  取 り 上 げ た 対 象 の 何 に 着 目 し て 、 ど の よ う に よ い と 考 え て い る の だ ろ う 。   
    着 目 し て い る 部 分     筆 者 の 評 価

  

 
 ◎ 筆 者 の 評 価 に 対 す る 自 分 の 考 え や 感 想 を 書 こ う 。  
 

 

 

 



   『 鳥 獣 戯 画 』 を 読 む ②                                      Ｗ 45  
                         六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
   筆 者 の 『 鳥 獣 戯 画 』 の 絵 の 評 価 に 対 す る 自 分 の 考 え を 持 と う 。  

 
 ◎ 絵 と 文 章 を 照 ら し 合 わ せ な が ら 、 「 絵 」 に つ い て 書 い て あ る こ と を 読 み 取 ろ う 。  
  取 り 上 げ た 対 象 の 何 に 着 目 し て 、 ど の よ う に よ い と 考 え て い る の だ ろ う 。   
    着 目 し て い る 部 分     筆 者 の 評 価

・ 墨 一 色 、 抑 揚 の あ る 線 と 濃 淡 だ け 、 の び の び と

 見 事 な 筆 運 び  

・ 生 き 生 き と 躍 動 し て い る  

・ た だ の 空 想 で は な く 、 ち ゃ ん と 動 物 を 観 察 し

 た 上 で 、 骨 格 も 、 手 足 も 、 毛 並 み も 、 ほ ぼ 正  

確 に し っ か り と 描 い て い る  

・ 本 当 の 兎 や 蛙 た ち が 今 ひ ょ い と 立 っ て 遊  

び 始 め の だ と し か 思 え な い  

・ 大 き さ が ち が う は ず の 兎 と 蛙 が 相 撲 を と っ て  

い る 。  

・ た し か に 漫 画 み た い だ 。  

・ 兎 を 投 げ 飛 ば し た 蛙 の 口 か ら 線 が 出 て い る  ・ ま る で 漫 画 の ふ き 出 し と 同 じ よ う な こ と  

を 、 こ ん な 昔 か ら  

・ も ん ど り う っ て 転 が っ た 兎 の 、 背 中 や 右 足 の 線 ・ 絵 が 止 ま っ て い な い 。 動 き が あ る 。  

・ 投 げ ら れ た の に 目 も 口 も 笑 っ て い る  ・ ほ ん の ち ょ っ と し た 筆 さ ば き で 、 見 事 に  

そ れ を 表 現 し て い る 。  

 
 ◎ 筆 者 の 評 価 に 対 す る 自 分 の 考 え や 感 想 を 書 こ う 。  

  例 ・ 漫 画 も テ レ ビ も な い 昔 に 、 墨 と 筆 で 動 き の あ る 絵 を 表 現 し た と こ ろ は 、 筆 者 と 同 意 見 で 場 

       ら し い と 思 う 。 現 代 で も 高 く 評 価 さ れ て い る の も よ く わ か る 。  

 

 

 



５１
題 材 名 「『鳥獣戯画』を読む」（第３時／全５時間）

目 標 ・ 絵巻物について筆者の評価を読み取り、それに対する自分の考えや感想を持つことができ

る。

領 域 等 C 読むこと

学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「『鳥獣戯画』を読む」を黒板に書く。

入

5 ② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

分 筆者の絵巻物の評価に対する自分の考えを持とう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

展 ③ 「『鳥獣戯画』を読む」を読み、筆者が「絵巻物」について書 ・ 「『鳥獣戯画』を読む」を

開 いていることを読み取らせる。 読み、「絵巻物」について書

38 「筆者は、絵巻物についてどのようなものだと書いているだろう いてあることを読み取る。

分 か。わかるところに線を引こう」

・ 下の文章に気づかせたい。線を引かせた後で、ワークシート

にまとめる。

・ 『鳥獣戯画』は、漫画だけでなくアニメの祖でもあるの

だ。

・ 実際に絵巻物を手にとって、右から左へと巻きながら見

ていけば、取っ組み合っていた蛙が兎を投げ飛ばしたよう

に感じられる。

・ 絵巻の絵は、くり広げるにつれて、右から左へと時間が

流れていく。

・ １枚の絵だからといって、ある一瞬をとらえているので

はなく、次々と時間が流れていることがわかるだろう。

④ 筆者の絵巻物に対する評価について読み取らせる。 ・ 筆者の絵巻物に対する評価

「筆者は、絵巻物をどのようによいと考えているのだろう」 について読み取る。

「書いてあることからまとめよう」

・ 本文中の絵巻物に対する評価に関する文章を選び、その要旨

をまとめるようにさせる。下の文章をまとめるとよい。

・ 十二世紀という大昔に、まるで漫画やアニメのような、

こんなに楽しく、とびきりモダンな絵巻物が生み出された

とは、なんとすてきでおどろくべきことだろう。

・ 世界を見渡しても、これほど自由闊達なものはどこにも

見つかっていない。

・ 『鳥獣戯画』は、だから、国宝であるだけでなく、人類

の宝なのだ。

⑤ 筆者の評価に対する自分の考えや感想を持たせる。 ・ 筆者の評価に対する自分の

「筆者がよいと感じることに対して、自分の考えや感想を書いて 考えや感想を持つ。

みよう」

・ 筆者の感じ方に共感する部分やそうでない部分を書かせる。

終

末 ⑥ 次時の予告をする。

2 「次の時間は、『鳥獣戯画』の表現や構成の工夫について学習し ・ 次時の見通しを持つ。

分 よう」

toshi
テキスト ボックス
4 6



板書例

『
鳥
獣
戯
画
』
を
読
む

筆
者
の
絵
巻
物
の
評
価
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
持
と
う

◎
絵
巻
物
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
こ
と
を
読
み
取
ろ
う
。

例
・
『
鳥
獣
戯
画
』
は
、
漫
画
だ
け
で
な
く
ア
ニ
メ
の
祖
で
も

あ
る
の
だ
。

・
実
際
に
絵
巻
物
を
手
に
と
っ
て
、
右
か
ら
左
へ
と
巻
き

な
が
ら
見
て
い
け
ば
、
取
っ
組
み
合
っ
て
い
た
蛙
が
兎

を
投
げ
飛
ば
し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

・
絵
巻
の
絵
は
、
く
り
広
げ
る
に
つ
れ
て
、
右
か
ら
左
へ

と
時
間
が
流
れ
て
い
く
。

・
１
枚
の
絵
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
あ
る
一
瞬
を
と
ら
え
て

い
る
の
で
は
な
く
、
次
々
と
時
間
が
流
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

◎
筆
者
は
、
絵
巻
物
を
ど
の
よ
う
に
よ
い
と
考
え
て
い
る
の

だ
ろ
う
。

例
・
十
二
世
紀
と
い
う
大
昔
に
、
ま
る
で
漫
画
や
ア
ニ
メ
の

よ
う
な
、
こ
ん
な
に
楽
し
く
、
と
び
き
り
モ
ダ
ン
な
絵

巻
物
が
生
み
出
さ
れ
た
と
は
、
な
ん
と
す
て
き
で
お
ど

ろ
く
べ
き
こ
と
だ
ろ
う
。

・
世
界
を
見
渡
し
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
自
由
闊
達
な
も
の
は

ど
こ
に
も
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

・
『
鳥
獣
戯
画
』
は
、
だ
か
ら
、
国
宝
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

人
類
の
宝
な
の
だ
。

◎
筆
者
の
評
価
に
対
す
る
自
分
の
考
え
や
感
想
を
書
こ
う
。

① 題材名「『鳥獣戯画』を読む」を黒板に書く。

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「筆者の絵巻物の評価に対する自分の考えを持とう」

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

③ 「『鳥獣戯画』を読む」を読み、筆者が「絵巻物」について

書いていることを読み取らせる。

「筆者は、絵巻物についてどのようなものだと書いているだろうか」

「わかるところに線を引こう」

④ 筆者の絵巻物に対する評価について読み取らせる。

「筆者は、絵巻物をどのようによいと考えているのだろう」

「書いてあることからまとめよう」

⑥ 次時の予告をする。

「次の時間は、『鳥獣戯画』の表現や構成の工夫について学習しよう」

⑤ 筆者の評価に対する自分の考えや感想を持たせる。

「筆者がよいと感じることに対して、自分の考えや感想を書いてみよう」



   『 鳥 獣 戯 画 』 を 読 む ③                                      Ｗ 46  
                         六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
 

 
 ◎ 筆 者 が 「 絵 巻 物 」 に つ い て 書 い て い る こ と を 読 み 取 ら せ る 。 筆 者 は 、 絵 巻 物 に つ い て ど の よ う  
   な も の だ と 書 い て い る だ ろ う 。  
 

 

 

 

 

 

 

 
 ◎ 筆 者 は 、 絵 巻 物 を ど の よ う に よ い と 考 え て い る の だ ろ う 。 書 い て あ る こ と か ら ま と め よ う 。  
 

 

 

 

 

 
 
 ◎ 筆 者 の 評 価 に 対 す る 自 分 の 考 え や 感 想 を 書 こ う 。  
 

 

 

 



   『 鳥 獣 戯 画 』 を 読 む ③                                       Ｗ 46  
                       六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
   筆 者 の 絵 巻 物 の 評 価 に 対 す る 自 分 の 考 え を 持 と う 。  

 
 ◎ 筆 者 が 「 絵 巻 物 」 に つ い て 書 い て い る こ と を 読 み 取 ら せ る 。 筆 者 は 、 絵 巻 物 に つ い て ど の よ う  
   な も の だ と 書 い て い る だ ろ う 。  

 例 ・ 『 鳥 獣 戯 画 』 は 、 漫 画 だ け で な く ア ニ メ の 祖 で も あ る の だ 。  

  ・ 実 際 に 絵 巻 物 を 手 に と っ て 、 右 か ら 左 へ と 巻 き な が ら 見 て い け ば 、 取 っ 組 み 合 っ て い た 蛙  

     が 兎 を 投 げ 飛 ば し た よ う に 感 じ ら れ る 。  

   ・ 絵 巻 の 絵 は 、 く り 広 げ る に つ れ て 、 右 か ら 左 へ と 時 間 が 流 れ て い く 。  

  ・ 一 枚 の 絵 だ か ら と い っ て 、 あ る 一 瞬 を と ら え て い る の で は な く 、 次 々 と 時 間 が 流 れ て い る  

   こ と が わ か る だ ろ う 。  

 

 
 ◎ 筆 者 は 、 絵 巻 物 を ど の よ う に よ い と 考 え て い る の だ ろ う 。 書 い て あ る こ と か ら ま と め よ う 。  

   例 ・ 十 二 世 紀 と い う 大 昔 に 、 ま る で 漫 画 や ア ニ メ の よ う な 楽 し く と び き り モ ダ ン な 絵 巻 物 が  

    生 み 出 さ れ た と は 、 な ん と す て き で お ど ろ く べ き こ と だ ろ う 。 世 界 を 見 渡 し て も 、 こ れ  

       ほ ど 自 由 闊 達 な も の は ど こ に も 見 つ か っ て い な い 。 『 鳥 獣 戯 画 』 は 、 国 宝 で あ る だ け で な 

       く 、 人 類 の 宝 な の だ 。  

 

 
 
 ◎ 筆 者 の 評 価 に 対 す る 自 分 の 考 え や 感 想 を 書 こ う 。  

   例 ・ 絵 巻 物 の 考 え 方 が 、 絵 本 、 写 し 絵 、 紙 芝 居 、 漫 画 、 ア ニ メ ー シ ョ ン へ と つ な が っ て い っ  

      た こ と は す ご い と 思 い ま し た 。 『 鳥 獣 戯 画 』 が 人 類 の 宝 と い う こ と に 同 感 で す 。  

 

 

 



５２
題 材 名 「『鳥獣戯画』を読む」（第４時／全５時間）

目 標 ・ 筆者の表現や構成の工夫点について考えることができる。

領 域 等 C 読むこと

学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「『鳥獣戯画』を読む」を黒板に書く。

入

5 ② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

分 『鳥獣戯画』の表現や構成の工夫について学習しよう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

展 ③ 「『鳥獣戯画』を読む」を読み、筆者の書き出しの工夫につい ・ 「『鳥獣戯画』を読む」を

開 て読み取らせる。 読み、筆者の書き出しの工夫

38 「書き出しにはどのような工夫があるだろうか」 について読み取る。

分 ・ 「はっけよい、のこった」「墨一色」「どうだい」など、読み

手の関心を引いたり、話しかけられているように感じるような

書き出しにしている。

④ 筆者の文末表現の工夫について読み取らせる。 ・ 筆者の文末表現の工夫につ

「文末を『返し技。』『かわず掛け』とすることでどんな効果があ いて読み取る。

るのだろう」

・ スピード感が出る。まるで実況中継のような印象になる。

⑤ 筆者の絵の出し方の工夫について読み取らせる。 ・ 筆者の絵の出し方の工夫に

「つながっている絵を２ページに分けて出しり、もう一回出した ついて読み取る。

りしたのはなぜだろう」

・ 分けて出したり、つなげて出したり、比べて見せたりするこ

とで、筆者がわかりやすく説明をしている。

⑥ 筆者の例の取り上げ方の工夫について読み取らせる。 ・ 筆者の例の取り上げ方の工

「絵巻物の説明をするとき、漫画やアニメのことを出したのはな 夫について読み取る。

ぜだろう」

・ 絵巻物が漫画やアニメにつながっていること、漫画やアニメ

は子どもにとって身近なものという２点に気づかせたい。

終 ⑦ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

末 「次の時間は、新しく知ったこと、見方が広がったと思うことを

2 まとめよう」

分

指導のポイント

○ 指導にあたって

・ 筆者は、意図的に大げさな表現を用いたり、ページを意識した挿絵の配置など大胆な構成で、わか

りやすく児童の印象に残るよう工夫をしている。それらを生かし、指導者も児童の印象に残るような

表情や話し方の工夫をしたい。

○ 工夫のまとめかた

・ ４つの工夫を取り上げているが、それぞれ児童に考えを発表させてから、それら児童の言葉をつか

って黒板にまとめたい。指導案では、例を挙げておくが、この通りにまとめる必要はない。

toshi
テキスト ボックス
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板書例

『
鳥
獣
戯
画
』
を
読
む

『
鳥
獣
戯
画
』
の
表
現
や
構
成
の
工
夫
に
つ
い
て
学
習
し

よ
う

◎
書
き
出
し
の
工
夫

「
は
っ
け
よ
い
、
の
こ
っ
た
」

「
墨
一
色
」

「
ど
う
だ
い
」
な
ど

・
読
み
手
の
関
心
を
引
い
た
り
、
話
し
か
け
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
る
よ
う
な
書
き
出
し
に
し
て
い
る
。

◎
文
末
表
現
の
工
夫

『
返
し
技
。
』『
か
わ
ず
掛
け
』

・
ス
ピ
ー
ド
感
が
出
る
。
ま
る
で
実
況
中
継
の
よ
う
な
印

象
に
な
る
。

◎
絵
の
出
し
方
の
工
夫

・
わ
か
り
や
す
い
説
明
に
な
っ
て
い
る
。

◎
筆
者
の
例
の
取
り
上
げ
方
の
工
夫

・
漫
画
や
ア
ニ
メ
の
こ
と
を
出
し
た
の
は
、

絵
巻
物
が
漫
画
や
ア
ニ
メ
に
つ
な
が
っ
て
い
る

漫
画
や
ア
ニ
メ
は
子
ど
も
に
と
っ
て
身
近
な
も
の

① 題材名「『鳥獣戯画』を読む」を黒板に書く。

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「『鳥獣戯画』の表現や構成の工夫について学習しよう」

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

③ 「『鳥獣戯画』を読む」を読み、

筆者の書き出しの工夫について読み取らせる。

「書き出しにはどのような工夫があるだろうか」

④ 筆者の文末表現の工夫について読み取らせる。

「文末を『返し技。』『かわず掛け』とすることでどん

な効果があるのだろう」

⑦ 次時の予告をする。

「次の時間は、新しく知ったこと、見方が広がったと思うことをまとめよう」

⑥ 筆者の例の取り上げ方の工夫について読み取らせる。

「絵巻物の説明をするとき、

漫画やアニメのことを出したのはなぜだろう」

⑤ 筆者の絵の出し方の工夫について読み取らせる。

「つながっている絵を２ページに分けて出しり、

もう一回出したりしたのはなぜだろう」



   『 鳥 獣 戯 画 』 を 読 む ④                                       Ｗ 47  
                          六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
 

 
 ◎ 書 き 出 し に は ど の よ う な 工 夫 が あ る だ ろ う か 。  
 

 

 

 

 

◎ 文 末 を 『 返 し 技 。 』 『 か わ ず 掛 け 』 と す る こ と で ど ん な 効 果 が あ る の だ ろ う 。  
 

 

 

 

 

◎ つ な が っ て い る 絵 を 二 ペ ー ジ に 分 け て 出 し り 、 も う 一 回 出 し た り し た の は な ぜ だ ろ う 。  
 

 

 

 

 

◎ 絵 巻 物 の 説 明 を す る と き 、 漫 画 や ア ニ メ の こ と を 出 し た の は な ぜ だ ろ う 。  
 

 

 

 



   『 鳥 獣 戯 画 』 を 読 む ④                                      Ｗ 47  
                          六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
   『 鳥 獣 戯 画 』 の 表 現 や 構 成 の 工 夫 に つ い て 学 習 し よ う 。  

 
 ◎ 書 き 出 し に は ど の よ う な 工 夫 が あ る だ ろ う か 。  

  例 ・ 「 は っ け よ い 、 の こ っ た 」 「 墨 一 色 」 「 ど う だ い 」 な ど 、 読 み 手 の 関 心 を 引 い た り 、 話 し か 

      け ら れ て い る よ う に 感 じ る よ う な 書 き 出 し に し て い る 。  

 

 

 

◎ 文 末 を 『 返 し 技 。 』 『 か わ ず 掛 け 』 と す る こ と で ど ん な 効 果 が あ る の だ ろ う 。  

  例 ・ ス ピ ー ド 感 が 出 る 。 ま る で 実 況 中 継 の よ う な 印 象 に な る 。  

 

 

 

 

◎ つ な が っ て い る 絵 を 二 ペ ー ジ に 分 け て 出 し り 、 も う 一 回 出 し た り し た の は な ぜ だ ろ う 。  

  例 ・ わ か り や す い 説 明 に な っ て い る 。  

 

 

 

 

◎ 絵 巻 物 の 説 明 を す る と き 、 漫 画 や ア ニ メ の こ と を 出 し た の は な ぜ だ ろ う 。  

  例 ・ 漫 画 や ア ニ メ の こ と を 出 し た の は 、 絵 巻 物 が 漫 画 や ア ニ メ に つ な が っ て い る 。  

      漫 画 や ア ニ メ は 子 ど も に と っ て 身 近 な も の 。  

 

 

 



４８ 

題 材 名  「『鳥獣戯画』を読む」⑤（第４時／全５時間） 

目  標  文章を読んで考えたことを発表し合い、自分の考えを広げたり深めたりすることができる。 

領 域 名    C 読むこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

５ 

分 

① 題材名「『鳥獣戯画』を読む」を黒板に書く。 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

・本時の目標を知る。 

 

・声を合わせて目標を読む。 

 新しく知ったこと、見方が広がったと思うことについて自分の考

えをまとめて発表し合おう 

 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。 

 

 

 

 

展

開

35

分 

 

 

 

③ 『鳥獣戯画』を読んで、考えたことをまとめさせる。 

「『鳥獣戯画』を読んで、新しく知ったこと、見方が広がったと 

思うことについて自分の考えをまとめよう」 

「次のどれかを中心にまとめよう」 

・取り上げている「絵」について 

・十二世紀の「絵巻物」について 

・筆者の思いや見方、考え方について 

・筆者の文章の書き方について 

④ まとめたことを発表し合わせる。 

「まとめたことを発表し合おう」 

・なるべく多くの児童に発表させる。 

・よい書き方、表現などがあったら賞賛する。 

⑤ 学習を振り返り、感想を述べさせる。 

「『鳥獣戯画』を読むを学習して自分の考えは広がったり深まった

りしたかな」 

・今後の学習に生かせるように、肯定的に評価するようにした

い。 

・『鳥獣戯画』を読んで、考えた

ことをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

・まとめたことを発表し合う。 

 

 

 

・学習を振り返り、感想を述べる

。 

 

 

 

終 

5 

分 

⑥  次時の予告をする。 

次の時間は、「調べた情報の用い方／日本文化を発信しよう。」

⑦ 宿題（音読・漢字）を確認する。 

・次時の見通しを持つ。 

 

 

 

指導のポイント 

○ 本時の指導について 

・本時は、『鳥獣戯画』を読んで新しく知ったこと、見方が広がったと思うことについて自分の考えをまとめさせ

る。教科書にある次の４つのテーマ、「取り上げている『絵』について」、「十二世紀の『絵巻物』について」、

「筆者の思いや見方、考え方について」、「筆者の文章の書き方について」のどれかを選ばせて書かせる。これ

らは、前時までに学習してきたことと重なっている。前時までに取り組んだワークシートで学習を振り返らせ、

自分の考えを自分なりの言葉で書かせたい。文章をまとめることに抵抗がある児童には、前時までのワークシ

ートに書いたものを再構成させる、加筆させるなどして書かせる。また、新しく知ったこと、見方が広がった

と思うことにこだわらず、「『鳥獣戯画』を読んで」の感想文でもよい。児童の実態に応じて指導し、自分の考

えを書くことに苦手意識や抵抗感を持たせないようにしたい。 

 



板 書 例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 

『
鳥
獣
戯
画
』
を
読
む 

  

新
し
く
知
っ
た
こ
と
、
見
方
が
広
が
っ
た
と
思
う
こ
と
に
つ
い

て
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
発
表
し
合
お
う 

  

〇
『
鳥
獣
戯
画
』
を
読
ん
で
、
新
し
く
知
っ
た
こ
と
、
見
方
が
広

が
っ
た
と
思
う
こ
と 

 

・
取
り
上
げ
て
い
る
「
絵
」
に
つ
い
て 

 

・
十
二
世
紀
の
「
絵
巻
物
」
に
つ
い
て 

 

・
筆
者
の
思
い
や
見
方
、
考
え
方
に
つ
い
て 

 

・
筆
者
の
文
章
の
書
き
方
に
つ
い
て 

  
〇
ま
と
め
た
こ
と
を
発
表
し
合
わ
せ
る
。 

  

（
児
童
が
発
表
し
た
内
容
を
書
く
） 

  

〇
学
習
を
振
り
返
ろ
う 

① 題材名を黒板に書く。 

② 本時の目標を児童に知らせる。 
・「新しく知ったこと、見方が広がったと思うことについて自分の

考えをまとめて発表し合おう。」 
・ワークシートを配布し、書きこませる。 

⑥ 次時の予告をする。 

③『鳥獣戯画』を読んで、考えたことをまとめさせる。 

「『鳥獣戯画』を読んで、新しく知ったこと、見方が広がったと思うことにつ

いて自分の考えをまとめよう。」 

⑤学習を振り返り、感想を述べさせる。 
「『鳥獣戯画』を読む学習を通して、自分の考えは広がったり深まったりしましたか。」 

④ まとめたことを発表し合わせる。 



   『 鳥 獣 戯 画 』 を 読 む ⑤                                    Ｗ 48  
                          六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
 

 

◎ 『 鳥 獣 戯 画 』 を 読 ん で 、 新 し く 知 っ た こ と 、 見 方 が 広 が っ た と 思 う こ と に つ い て 自 分 の 考 え を ま 

 と め よ う 。 次 の ど れ か を 中 心 に ま と め よ う .  

  ・ 取 り 上 げ て い る 「 絵 」 に つ い て     ・ 筆 者 の 思 い や 見 方 、 考 え 方 に つ い て  
 ・ 十 二 世 紀 の 「 絵 巻 物 」 に つ い て     ・ 筆 者 の 文 章 の 書 き 方 に つ い て  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 「 『 鳥 獣 戯 画 』 を 読 む 」 の 学 習 を ふ り 返 ろ う 。  
 

 

 

 



   『 鳥 獣 戯 画 』 を 読 む ⑤                                      Ｗ 48  
                          六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
  新 し く 知 っ た こ と 、 見 方 が 広 が っ た と 思 う こ と に つ い て 自 分 の 考 え を ま と め て 発 表 し 合 お う 。 

 

◎ 『 鳥 獣 戯 画 』 を 読 ん で 、 新 し く 知 っ た こ と 、 見 方 が 広 が っ た と 思 う こ と に つ い て 自 分 の 考 え を ま 

 と め よ う 。 次 の ど れ か を 中 心 に ま と め よ う .  

  ・ 取 り 上 げ て い る 「 絵 」 に つ い て     ・ 筆 者 の 思 い や 見 方 、 考 え 方 に つ い て  
 ・ 十 二 世 紀 の 「 絵 巻 物 」 に つ い て     ・ 筆 者 の 文 章 の 書 き 方 に つ い て  

 

 

  例 ・ わ た し は 、 十 二 世 紀 の 絵 巻 物 に つ い て 、 今 の 漫 画 や ア ニ メ の 祖 と 書 か れ て い た こ と に 同 

      感 で す 。 ま だ 雑 誌 や テ レ ビ も な い は る か 昔 に 、 動 き の あ る 絵 巻 物 が 作 ら れ た と い う の は 、 

      画 期 的 な こ と だ と 思 い ま す 。 こ ん な に レ ベ ル の 高 い も の だ と は 思 い も し ま せ ん で し た 。･･ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 「 『 鳥 獣 戯 画 』 を 読 む 」 の 学 習 を ふ り 返 ろ う 。  

  例 ・ 『 鳥 獣 戯 画 』 の 学 習 を と お し て 、 十 二 世 紀 と い う 昔 に 、 日 本 に は す ば ら し い 文 化 が あ っ 

      た の だ と い う こ と を 知 り ま し た 。 そ れ が 、 現 代 の 世 界 に 通 じ る 日 本 の ア ニ メ に つ な が っ て 

      い る の だ と 思 い ま す 。 ・ ・ ・ ・  

 

 
 



４９ 

題 材 名  「調べた情報の用い方／日本文化を発信しよう」（第１時／全１時間） 

目  標  伝えたいことに合わせた文章の構成や絵、写真の使い方の工夫について知ることができる。 
      ◎目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けたり、論の進め方

について考えたりしている。 

領 域 等  Ｃ 読むこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

 

① 題材名「調べた情報の用い方／日本文化を発信しよう」を黒板 
に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

・教科書P152を読み、調べた情

報を用いる方法について知る 

 

 

 

 

 

 

 

 

・P153-157を読み、読み手に伝

わるような文章の構成や絵、

写真の使い方の工夫を知る。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・次時の見通しを持つ。 

 伝えたいことに合わせた文章構成や絵、写真の使い方を知ろう  

   
③ P152を読ませ、「調べた情報の用い方」について確認させる。 
  ・教師が範読したのち、音読をさせるとよい。 
  ・以下の点を押さえる 

＊引用・・・引用部分と他を区別する。元の文章をそのま

ま使う。出典を示す。 
＊出典・・・調べた本などの筆者・書名・発行年・出版社

を示す。 
＊著作権・・著作物を使うときは許可が必要 

 
 
④ P153-157「日本文化を発信しよう」を読み、読み手に伝わるよ

うな文章の構成や絵、写真の使い方の工夫を確認させる。 
  ・教師が範読し、児童に音読をさせるとよい。 

  ・児童に読ませる際、番号ごとにパンフレット作成例を一つひ

とつ押さえていくと、時間をかけすぎず効率よく進められる

  ①題材を決め、構想を練る 

     ②調べる 

     ③構成を考える 

     ④絵や写真の割り付けを決め、下書きを書く 

     ⑤清書をする 

  ○教科書の「パンフレットの構成の例」、「文章構成の例」、 

   「ページの割り付けの例」、「下書きの例」、「紙面の例」

など、具体的な例を示しながら確認させていく。 

  ・P157の「たいせつ」のところで、パンフレット等を作るとき

に大切なポイントを押さえる。 

 
⑤次時の予告をする。 

  ・「次の時間は、『古典芸能の世界――演じて伝える』を学習

します。」 
 

指導のポイント 

 ○読み手に伝わる文章構成と絵、写真の使い方の工夫について 
 ・本来は、児童に実際にパンフレットづくりをさせることを通して、読み手に伝わる文章構成や絵、写 

真の使い方を気づかせていきたいが、そこまで時間を割くことが難しいので、教科書のパンフレット 
づくりを例にあげ、その作成方法を読むことで、確認させる。 
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④
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を
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の
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け
の
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・
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書
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す
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の
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板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

①題材名「調べた情報の用い方／日本文化を発信しよう」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「伝えたいことに合わせた文章構成や絵、写真の使い方を知ろう」  

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

⑤次時の予告をする。「次の時間は、『古典芸能の世界――演じて伝える』を学習します。」 

③P152を読ませ、「調べた情報の用い方」について確認させる。 
  ・教師が範読したのち、音読をさせるとよい。 
  ・以下の３点を押さえる 

＊引用  ＊出典  ＊著作権 

④ P153-157「日本文化を発信しよう」を読み、読み手に伝わるような文章の構成や絵、写真の使い方

の工夫を確認させる。 
  ・番号ごとに読み、一つひとつ以下のことを押さえていくと、効率よく進められる 

  ①題材を決め、構想を練る 

     ②調べる 

     ③構成を考える・・・・パンフレット構成の例・文章構成の例 

     ④絵や写真の割り付けを決め、下書きを書く・・・・ページの割り付けの例・下書きの例 

     ⑤清書をする・・・・紙面の例 

  ・たいせつのところで、パンフレット作りで大切なポイントを押さえる。 



たいせつ 

  ⑤   ④   ③  ②  ① 

パンフレットの作り方の例 

引 

用 

調べた情報の用い方 
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５０ 

題 材 名  「古典芸能の世界――演じて伝える」（第１時／全１時間） 

目  標  古典芸能についての理解を深めることができる。 
      ◎古典について解説した文章を読んだり作品の内容の大体を知ったりすることを通して、昔の

人のものの見方や感じ方について知識を得ている。 

領 域 等  知識及び技能 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

 

 

 

① 題材名「古典芸能の世界――演じて伝える」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

・本文を音読する 
 

 

・古典芸能について知り、ワー

クシートにそれぞれの特徴を

まとめていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・紹介された古典芸能について

、もっと知りたいことや見て

みたいと思ったものを発表し

交流する。 

 

・次時の見通しを持つ。 

 古典芸能について知ろう  

   

③ 本文を音読させる。 
  教師が範読し、その後に、児童に音読をさせてもよい。 
   
④ 教科書に紹介されている古典芸能についての理解を深めさせる 
  ○狂言……室町時代からの喜劇。２・３人でせいりふやしぐさ

を中心に演じられる。何もない舞台で演じられるた

め、観客は様子を想像して楽しむ。 
   能………室町時代からの悲劇。登場人物の他、歌や楽器も登

場する。能面を用い、観客はそこから登場人物の気

持ちを想像して楽しむ。能の間に狂言が演じられる

ことが多い。 
   歌舞伎…江戸時代に誕生し、音楽やおどり、せいりふやしぐ

さを合わせた演劇。独特の演出や演技がある。 
   人形浄瑠璃…江戸時代に生まれた。せりふや様子を語る「太

夫」、伴奏の「三味線」、人形をあやつる「人形づ

かい」によって演じられる。 
  ・児童の理解をより深めるために、写真・DVD等の資料を準備

できるとさらによい。  
・時間に余裕があるようであれば、音読後、まずは各自が一人 

読みをしながらワークシートにまとめ、そして、全体で確認

してもよい。 
 
⑤ さらに知りたいことや見てみたいと思ったものなどを交流させ

る。 
   
 
   
⑥ 次時の予告をする。 

  ・「次の時間は、『カンジー博士の漢字学習の秘伝』を学習し

ます。」 
 

指導のポイント 

 ○より理解を深めるために 
 ・教科書の本文や写真を単に見たり、読んだりするだけでなく、イメージが膨らむよう教師が解説を加え 

えられるとよい。 
 ・書籍や写真、DVD やデジタル資料などを用意できるとさらによい。 
  



板書例 
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⑥次時の予告をする。 
「次の時間は、『カンジー博士の漢字学習の秘伝』を学習します。」 

⑤さらに知りたいことや、見てみたいと思ったものを交流させる。 

 ・子どもの発言を端的にまとめ、黒板に書いてあげると、より全体に広がりやすい。 

①題材名「古典芸能の世界――演じて伝える」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「古典芸能について知ろう。」  

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

③本文を音読させる。 

④教科書に紹介されている古典芸能のそれぞれの特徴をワークシートにまとめさせる。 

・狂言………室町時代からの喜劇。２・３人でせいりふやしぐさを中心に演じられる。何もない舞台で演じ 
られるため、観客は様子を想像して楽しむ。 

能…………室町時代からの悲劇。登場人物の他、歌や楽器も登場する。能面を用い、顔の向きで表情を変 
え、観客はそこから人物の気持ちを想像して楽しむ。能の間に狂言が演じられることが多い。 

 歌舞伎……江戸時代に誕生し、音楽やおどり、せいりふやしぐさを合わせた演劇。独特の演出や演技があ 
る。 

 人形浄瑠璃……江戸時代に生まれた。せりふや様子を語る「太夫」、伴奏の「三味線」、人形をあやつる 
「人形づかい」によって演じられる。 
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５１ 

題 材 名  「カンジー博士の漢字学習の秘伝」（第１時／全１時間） 

目  標  漢字学習についての秘伝を知り、自分自身の漢字学習にいかすことができる。 
      ◎第 6学年までに配当されている漢字を読み、文や文章の中で使っている。 

領 域 等  知識及び技能 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

 

 

 

① 題材名「カンジー博士の漢字学習の秘伝」を黒板に書く。 

 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

 

 

・本文を音読する 
 

 

 

 

・漢字学習の秘伝について知り

ワークシートにまとめていく

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習したことをもとに問題を

解く。 

 

 

 

 

 

 

・次時の見通しを持つ。 

 漢字学習の秘伝を知ろう  

   
 

 

③ 本文を音読させる。 
  教師が範読し、その後に、児童に音読をさせる。 
   

 

 
④ 教科書に紹介されている漢字学習の秘伝についての理解を深め

させる 
  ①複雑な形や見慣れない形の漢字は、「線の数」「点の有無」 
   「つき出すか、つき出さないか」などに注意する。 
  ②複数の音訓をもつ漢字は、読み方ごとに熟語や例文を作る。 
  ③漢字を学習するときには、送り仮名も一緒に書く。 
  ・秘伝について一つひとつ読み進め、具体的な例を取り上げな 

がら確認していく。 
 
 
 
⑤ P161下段の問題を解かせる。 
  ・確認した秘伝を用いながら問題を解いていくようにアドバイ

スする。 
  ・時間があれば、これらの秘伝を使って、自分が苦手とする漢

字の学習（練習）をさせるとよい。 
   
 
 
⑥ 次時の予告をする。 

  ・「次の時間は、『漢字の広場④』を学習します。」 
 

 

指導のポイント 

 ○自分が苦手とする漢字を知り、これからの漢字学習にいかすために 
 ・教科書の秘伝を一つひとつ取り上げていく中で、該当する漢字を具体的に示し、自分が苦手とする漢字 

は何かを振り返らせるとよい。 
・自分が苦手と気づいた漢字について、教科書に示されている方法（秘伝）を使って漢字学習（練習）を

させるとよい。 
 



板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

博
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の
漢
字
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漢
字
学
習
の
秘
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を
知
ろ
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漢
字
学
習
の
秘
伝 

 
 
 

①
複
雑
な
形
や
見
慣
れ
な
い
形
の
漢
字 

の

の

き
出
し
の
有 

な
ど
に
注
意

 
 
 
 

②
複
数
の
音
訓
を
も
つ
漢
字 

読
み
方
ご
と
に
熟
語
や
例
文
を
作

 
 
 
 

③
漢
字
学
習
で
は 

送
り
仮
名
も
一
緒
に
書

 

   

問
題
を
解
い
て
み
よ
う 

  

⑥次時の予告をする。 
「次の時間は、『カンジー博士の漢字学習の秘伝』を学習します。」 

⑤ P161下段の問題を解かせる。 
  ・確認した秘伝を用いながら問題を解いていくようにアドバイスする。 
  ※必ず答え合せ（確認）もする。 
  ・時間があれば、これらの秘伝を使って、自分が苦手とする漢字の学習（練習）をさせるとよい。 

①題材名「カンジー博士の漢字学習の秘伝」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「漢字学習の秘伝を知ろう。」  

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

③本文を範読し、その後児童に音読させる。 

④教科書に紹介されている漢字学習の秘伝についての理解を深めさせる 
  ①複雑な形や見慣れない形の漢字は、「線の数」「点の有無」「突き出すか、つき出さないか」など 

に注意する。 
  ②複数の音訓をもつ漢字は、読み方ごとに熟語や例文を作る。 
  ③漢字を学習するときには、送り仮名も一緒に書く。 
  ・秘伝について一つひとつ読み進め、具体的な例を取り上げながら確認していく。 
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５２ 

題 材 名  「漢字の広場④」（第１時／全１時間） 

目  標  教科書のイラストを見て、テレビ局での様子や会話を想像し、5 年生で学習した漢字を用いて 
文章に書き表すことができる。 

      ◎第 5学年までに配当されている漢字を書き、文や文章の中で使っている。 

領 域 等  知識及び技能 
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

 

 

 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

 

① 題材名「漢字の広場④」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

・教師の範読を聞く。教師の範

読後、声を合わせて読む。 

 

・イラストからテレビ局の様子

について気づいたことや感じ

たことを発表する。 

 
 

 

 

・イラストから考えたテレビ局

の様子や想像した会話を家の

人に分かりやすく伝える文章

で書き表す 

 

 

 

 

 

・書いた文章を友だちと紹介し

合う。 

 

 

 

 

 

・次時の見通しを持つ。 

 イラストを見てテレビ局の様子や会話を想像し、家の人に分か

りやすく伝える文章を書こう 

 

   
③ P162に出てくる漢字を教師が範読し、児童に一斉読みをさせる 
 
 
④ P162のイラストから気づいたことや感じたことを交流させ、テ

レビ局の様子のイメージが膨らむようにさせる。 
  ・本時の学習活動への導入のための意見交流なので、時間はか 

ける必要はない。児童に気づいたことや感じたことを自由に 

出させることで、イメージを持ちづらい子どもへのヒントと 

したい。 

   

⑤ イラストから考えたテレビ局の様子や想像した会話を家の人に

分かりやすく伝える文章に書かせる。 
  ・クラスの人数や子どもの漢字の能力に応じ、ペアやグループ

で書かせたり、スタジオごとに分担して書かせたりしてもよ

い。 
  ・考えさせた後、クラス全体に紹介できるような発表用の短冊

とペンを用意しておき、出来上がった文章を書かせておくと

よい。 
  
⑥ 書いた文章を交流させる。 
  ・ただ読み上げさせるだけなく、黒板に書かせたり、発表用の

短冊に書いたものを貼りだしたりさせることで、よりクラス

全体に広めやすくする。 
  ※順番に黒板に書かせていると時間もかかるので、前もって発

表用の短冊を用意しておくほうが時間の効率がよい。 
 
⑦次時の予告をする。 

  ・「次の時間は、『狂言・柿山伏について』を学習します。」 
 

 

指導のポイント 

 ○漢字の定着を図るために 
 ・授業の中で、漢字を読む作業、書く作業の時間をしっかりと確保する。作業を繰り返すことで定着を 

図りたい。そのために、学習活動①～④は効率的に短時間で済ませ、⑤・⑥の学習活動に重点を置く 
学習展開にする。 
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字
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児
童
が
考
え
た
文
章 

         
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

①題材名「漢字の広場④」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「イラストを見てテレビ局の様子や会話を想像し、家の人に分かりやすく伝

える文章を書こう」  

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

⑦次時の予告をする。「次の時間は、『狂言・柿山伏について』を学習します。」 

③P162に出てくる漢字を教師が範読する。その後、児童に一斉読みをさせる。 

⑥書いた文章を交流させる。 
 ※ただ読み上げさせるのでなく、短冊に書いて貼りだしたり、黒板に書かせたりして、全体に広める。 

④P162のイラストから気づいたことや感じたことを自由に交流させる。文章づくりを

すると時のヒントにさせる。 
（例）第4スタジオではクイズ番組が行われていて、女の人がクイズに正解している。 
文章を考えさせるための導入なので、ここではそれほど時間はかけない。 

⑤考えたスタジオの様子や想像した会話を文章に書かせる。児童の人数や漢字の能力に応じ、適宜、ペ 
アやグループで取り組ませてもよい。家の人に分かりやすく伝える文章を書くということを押さえて 
おく。 

 ※可能であれば発表用の短冊を準備しておき、考えたものを書かせておくと、発表・交流のとき、効

率的に進めることができる。 
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５３ 

題 材 名 「狂言・柿山伏／柿山伏について」①（第１時／全４時間） 

目  標 「柿山伏」を聞き、狂言独特の言葉遣いや言い回しについて現代の言葉遣いと比較することができる。 

領 域 名   C 読むこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

 

導

入

5 

分 

 

① 題材名「狂言・柿山伏／柿山伏について」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

・本時の目標を知り、ワークシー

トに書く 

・声を合わせて目標を読む。 

 柿山伏を聞き、狂言について知ろう  

・ワークシートを配付し、書き込ませる。 

 ・声を合わせて読ませる。 

 

 

展

開

35

分 

 

 

③ 「柿山伏」を範読する。 

「『柿山伏』を聞いてみよう。どんなお話か想像しながら聞こう。 

  

思ったことや気づいたことなどをワークシートに書いておこう」 

・「柿山伏」のビデオテープ・ＤＶＤ等があるとよい。ＣＤ・ 

カセットテープでも。 

 

④ 「柿山伏」を聞いての感想などを発表させる。 

「どんなお話しだったかな。思ったことや気づいたことなども発 

表しよう」 

・狂言独特の言葉遣いや言い回しについて，現代の言葉遣いや 

言い回しと比較させたい。 

・およそのあらすじは、空腹のあまり、他人の柿の木に登って勝 

手に柿を食べてしまった山伏が、その持ち主にこらしめられ

る話。 

・想像したり、感想などを書い

たりする。 

 

 

 

 

 

 

 

・感想を発表し合う。 

 

終

末

5

分 

⑤ 次時の見通しを持つ。 

次の時間は,『柿山伏』を読み深めよう。 

⑥ 新出漢字の練習をさせる。 

・「己」・「届」・「困」 

・はね・止めをきちんと押さえさせる。空中に指書きさせる。 

・他の新出漢字は家庭学習とする 

・次時の見通しをもつ。 

 

・新出漢字「己」「届」「困」

の練習をする。 

指導のポイント 
○ 範読について 
・「柿山伏」のビデオテープ・ＤＶＤ等があるとイメージをつかませるのによい。ＣＤ・カセットテープでも有効

である。ない場合には、あらかじめインターネット動画サイト等で視聴しておき、範読ができるようにしてお

きたい。 
 
 

 



板 書 例 
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困 

① 題材名を黒板に書く。 

② 本時の目標を児童に知らせる。 
・「『柿山伏』を聞き、狂言について知ろう。」 
・ワークシートを配布し、書きこませる。 

⑥ 次時の予告をする。 

⑤新出漢字の練習をさせる。 
・「射」・「看」・「背」 

④ 「柿山伏」を聞いての感想などを発表させる。 
「どんなお話だったかな。思ったことや気づいたことなども発表しよう。」 

③「柿山伏」を範読する。 
「『柿山伏』を聞いてみよう。どんなお話か想像しながら聞こう。思ったこと

や気づいたことなどをワークシートに書いておこう。」 

・「己」「届」「困」
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。
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。
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柿
山
伏
」
を
聞
き
、
狂
言
に
つ
い
て
知
ろ
う

○

新
出
漢
字
の
練
習
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た
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。
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の
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ン

こ
ま
（
る
）

◎
「
柿
山
伏
」
を
聞
い
て
の
感
想
を
書
こ
う
。
（
思
っ
た
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
な
ど
を
書
い
て
み
よ
う
。
）

例･

「
柿
山
伏
」
を
聞
い
て
、
言
葉
の
リ
ズ
ム
が
今
と
は
全
然
ち
が
っ
て
い
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

動
物
の
鳴
き
声
は
、
今
と
同
じ
よ
う
だ
っ
た
。

己届困



２３
題 材 名 「伝えられてきたもの」（第２時／全４時間）

目 標 ・ 「柿山伏」のあらすじを知り、狂言が伝えようとしていることや昔の人のものの見方や感

じ方を知ることができる。

領 域 等 C 読むこと

学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「柿山伏」を黒板に書く。

入

5 ② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

分 「柿山伏」のあらすじを知り、狂言が伝えようとしていることを

考えよう ・ 目標を声を合わせて読む。

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

展 ③ P.70 ～ 71 の「柿山伏について」を読み、狂言「柿山伏」の内 ・ 「柿山伏について」を読み、

開 容を理解させる。 狂言「柿山伏」の内容を理解

38 「『柿山伏について』を読み、『柿山伏』のおよその内容を知ろう。 する。

分 また、筆者が述べる、狂言の描くものも読み取ろう」

・ あらすじの紹介が第２・第３段落の第１文に書かれている。

子どもに傍線を引かせ、ワークシートに書かせて確認させる。

あらすじ

空腹のあまり、他人の柿の木に登って勝手に柿を食べてしまっ ・

た山伏が、その持ち主にこらしめられる話。柿の持ち主にからか

われているとも知らない山伏は、ごまかそうと、柿の持ち主から

言われるままに、木の上で、必死になってからす・とび・さるの

まねをする。そして…

④ 「柿山伏」を範読し、内容を確認させる。 ・ 「柿山伏」の範読を聞き、

「『柿山伏』のお話が伝えたいこと訴えたいことは何だろう」 伝えたいこと訴えたいことを

・ 「柿山伏について」や狂言の描いているもの（指導のポイン 考える。

ト）を参考に、狂言が伝えようとしていることに気づかせたい。

⑤ 昔の人のものの見方や感じ方について考えさせる。 ・ 昔の人のものの見方や感じ

「昔の人は柿を勝手に食べることに対して、どのように考えたの 方について考える。

だろう」

終 ⑥ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

末 「次の時間は、『柿山伏』の音読の練習をしよう」

2

分

指導のポイント

○ 狂言が描いているもの

・ だれの身にも起こり、だれもが経験しそうな出来事

・ 自分の失敗や罪を隠そうとする人間の姿

・ 互いの賢さや愚かさを理解し合えば、みなが仲よく楽しく生きられるというメッセージ

・ 狂言の時代背景は、現代と異なる事情もある。

toshi
テキスト ボックス
5 4



板書例

柿
山
伏

「
柿
山
伏
」
の
あ
ら
す
じ
を
知
り
、
狂
言
が
伝
え
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
よ
う

◎
あ
ら
す
じ

空
腹
の
あ
ま
り
、
他
人
の
柿
の
木
に
登
っ
て
勝
手
に
柿

を
食
べ
て
し
ま
っ
た
山
伏
が
、
そ
の
持
ち
主
に
こ
ら
し
め

ら
れ
る
話
。

柿
の
持
ち
主
に
か
ら
か
わ
れ
て
い
る
と
も
知
ら
な
い
山

伏
は
、
ご
ま
か
そ
う
と
、
柿
の
持
ち
主
か
ら
言
わ
れ
る
ま

ま
に
、
木
の
上
で
、
必
死
に
な
っ
て
か
ら
す
・
と
び
・
さ

る
の
ま
ね
を
す
る
。
そ
し
て
…

◎
伝
え
た
い
こ
と
訴
え
た
い
こ
と

例･

人
間
は
か
し
こ
さ
も
お
ろ
か
さ
も
、
み
な
、
同
じ

よ
う
に
も
っ
て
い
る
。

・
そ
れ
を
理
解
し
て
い
れ
ば
、
だ
れ
も
み
な
、
ゆ
っ

た
り
と
広
い
心
を
も
っ
て
、
い
た
わ
り
合
い
な
が

ら
、
仲
よ
く
楽
し
く
生
き
て
い
け
る
。

⑥ 次時の予告をする。

「次の時間は、『柿山伏』の音読の練習をしよう」

① 題材名「柿山伏」を黒板に書く。

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「『柿山伏』のあらすじを知り、狂言が伝えようとしていることを考えよう」

③ P.70～71の「柿山伏について」を読み、

狂言「柿山伏」の内容を理解させる。

「『柿山伏について』を読み、『柿山伏』のおよその内容を知ろう。

また、筆者が述べる、狂言の描くものも読み取ろう」

④ 「柿山伏」を範読し、内容を確認させる。

「『柿山伏』のお話が伝えたいこと訴えたいことは何だろう」

⑤ 昔の人のものの見方や感じ方について考えさせる。

「昔の人は柿を勝手に食べることに対して、どのように考えたのだろう」



   柿 山 伏 ②                                                             Ｗ 54  
                                        六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
 

 

◎ あ ら す じ  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 伝 え た い こ と 訴 え た い こ と  
 

 

 

 

 

 

 



   柿 山 伏 ②                                                             Ｗ 54  
                                        六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
   「 柿 山 伏 」 の あ ら す じ を 知 り 、 狂 言 が 伝 え よ う と し て い る こ と を 考 え よ う  

 

◎ あ ら す じ  

   空 腹 の あ ま り 、 他 人 の 柿 の 木 に 登 っ て 勝 手 に 柿 を 食 べ て し ま っ た 山 伏 が 、 そ の 持 ち 主 に こ ら  

し め ら れ る 話 。  

 柿 の 持 ち 主 に か ら か わ れ て い る と も 知 ら な い 山 伏 は 、 ご ま か そ う と 、 柿 の 持 ち 主 か ら 言 わ れ る 

ま ま に 、 木 の 上 で 、 必 死 に な っ て か ら す ・ と び ・ さ る の ま ね を す る 。 そ し て… 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 伝 え た い こ と 訴 え た い こ と  

   例 ･ 人 間 は か し こ さ も お ろ か さ も 、 み な 、 同 じ よ う に も っ て い る 。  

     ・ そ れ を 理 解 し て い れ ば 、 だ れ も み な 、 ゆ っ た り と 広 い 心 を も っ て 、 い た わ り 合 い な が ら 、 

      仲 よ く 楽 し く 生 き て い け る  。  

 

 

 

 

 



５５ 

題 材 名 「狂言・柿山伏／柿山伏について」③（第３時／全４時間） 

目  標 自分の思いが伝わるように「柿山伏」の音読の練習をすることができる。 

領 域 名   C 読むこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

 

導

入

5 

分 

 

① 題材名「狂言・柿山伏／柿山伏について」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

・本時の目標を知り、ワークシー

トに書く 

・声を合わせて目標を読む。 

 自分の思いが伝わるように「柿山伏」を音読しよう。  

・ワークシートを配付し、書き込ませる。 

 ・声を合わせて読ませる。 

 

 

展

開

35

分 

 

 

③  「柿山伏」を範読する。 

「『柿山伏』を読んでみよう。まず、読みを聞いて、どのように読ん

だらよいか考えよう」 

・どのように読んだら思いが伝わるか考えさせる。 

 

④ 「柿山伏」の一部を読む練習をさせる。 

「P.167 上段 11 行目 柿主『やい、やい、やい、やい。』から、

P.172 上段６行目『急いでもどろう』まで」 

・読みの範囲を指定する。また、ペアを組ませ、山伏と柿主を 

分担させる。 

・音読する際には、思いを込めることのほかに、はっきり、大 

げさに、聞き取りやすくという観点も示す。 

⑤ 「柿山伏」の全文を読む練習をさせる。 

「『柿山伏』の全文を読む練習をしよう」 

・読みの範囲を指定する。また、ペアを組ませ、山伏と柿主を 

分担させる。 

 

⑥ 好きな場面を選ばせ、音読の練習をさせる。 

「好きな場面を選んで音読の練習をしよう」 

・好きな場面は、２人組で選ばせる。人数によっては４人組でも

よい。 

・「柿山伏」を範読を聞き、読

み方を考える。 

 

 

・「柿山伏」の一部を読む練①

 習をする。 

 

 

 

 

 

 

・「柿山伏」の全文を読む練習

をする 

 

 

 

・好きな場面を選び音読の練習

をする。 

終

5

分 

⑦ 次時の見通しを持つ。 

次の時間は, 、『柿山伏』の音読発表会をしよう。 

 

・次時の見通しをもつ。 

 

 

 

指導のポイント 

○ 「柿山伏」音読の指導 

・柿主の（笑って）の部分は「は、は、は、は」の声を入れさせる。それ以外の動作はしない。 

・現代の演劇とは違うので、「せりふは大げさに、はっきり聞こえやすく」をめあてとする。 

 



板 書 例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 

柿
山
伏 

  

自
分
の
思
い
が
伝
わ
る
よ
う
に
「
柿
山
伏
」
を
音
読
し
よ
う 

  

〇
ど
の
よ
う
に
読
ん
だ
ら
よ
い
か 

 

例
：
お
お
げ
さ
に
、
は
っ
き
り
と
読
む
。 

 
 
 

・
柿
主
は
、
お
こ
っ
て
い
る
様
子
や
か
ら
か
っ
て
い
る
様

子
が
伝
わ
る
よ
う
に
読
む
。 

 
 
 

・
山
伏
は
正
体
が
ば
れ
な
い
よ
う
に
必
死
な
様
子
が
伝
わ

る
よ
う
に
読
む
。 

  
 

思
い
を
こ
め
て
読
も
う 

 
 

は
っ
き
り
、
お
お
げ
さ
に
、
聞
き
取
り
や
す
く
読
も
う 

  

〇
音
読
の
練
習
を
し
よ
う
。 

 

・
「
や
い
、
や
い
、
や
い
、
や
い
。
」
か
ら 

 
 

「
急
い
で
も
ど
う
ろ
う
」 

 

・
全
文 

 

〇
好
き
な
場
面
を
選
ん
で
練
習
し
よ
う
。 

① 題材名を黒板に書く。 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

・「自分の思いが伝わるように「柿山伏」を音読しよう。」 

・ワークシートを配布し、書きこませる。 

③ 「柿山伏」を範読する。 

「『柿山伏』を読んでみよう。まず、読みを聞いて、どのようによんだらよいか

考えよう。」 

⑥ 次時の予告をする。 

⑥好きな場面を選ばせ、音読の練習をさせる。 

⑤「柿山伏」の全文を読む練習をさせる。 

④ 「柿山伏」の一部を読む練習をさせる。 

P.167 上段 11 行目 柿主『やい、やい、やい、やい。』から、 

P.172 上段６行目 『急いでもどろう』まで。」 



   柿 山 伏 ③                                                             Ｗ 55  
                                        六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
 

 
 
 
 ◎ ど の よ う に 読 ん だ ら よ い だ ろ う  
 

 

 

 

 

 

 
 
 ◎ 音 読 の 練 習 を し よ う  
 
 

 
 
 ◎ 好 き な 場 面 を 選 ん で 練 習 し よ う 。 ど の 場 面 を 音 読 し よ う か 。  
 

 



   柿 山 伏 ③                                                              Ｗ 55  
                                        六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
  自 分 の 思 い が 伝 わ る よ う に 「 柿 山 伏 」 を 音 読 し よ う 。  

 
 
 
 ◎ ど の よ う に 読 ん だ ら よ い だ ろ う  

   例 ･ お お げ さ に 、 は っ き り と 読 む 。  

    ・ 柿 主 は 、 お こ っ て い る 様 子 や か ら か っ て い る 様 子 が 伝 わ る よ う に 読 む  

       ・ 山 伏 は 正 体 が ば れ な い よ う に 必 死 な 様 子 が 伝 わ る よ う に 読 む 。  

 

 

 

 
 
 ◎ 音 読 の 練 習 を し よ う  
 
   思 い を 込 め て 読 も う  
  は っ き り 、 大 げ さ に 、 聞 き 取 り や す く 読 も う  

 
 
 ◎ 好 き な 場 面 を 選 ん で 練 習 し よ う 。 ど の 場 面 を 音 読 し よ う か 。  

   山 伏 が 、 柿 の 持 ち 主 に か ら か わ れ る 場 面  

 
 
 
 



５６ 

題 材 名 「狂言・柿山伏／柿山伏について」④（第４時／全４時間） 

目  標 「柿山伏」の音読発表会をし、感想を交流することができる。 

領 域 名   C 読むこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

 

導

入

5 

分 

 

① 題材名「狂言・柿山伏／柿山伏について」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

・本時の目標を知り、ワークシー

トに書く 

・声を合わせて目標を読む。 

 「柿山伏」の音読発表会をしよう。  

・ワークシートを配付し、書き込ませる。 

 ・声を合わせて読ませる。 

 

 

展

開

35

分 

 

 

③ 「柿山伏」の音読発表をする。 

「２グループずつ組になり、お互いに発表し合おう」 

 ・できるだけ各グループの間隔が開けられるように配置したい。

・感想を交流させる。 

・評価の観点は、 

ア 思いが伝わってきたか 

イ セリフがはっきりして、大げさで、聞き取りやすかったか

に絞って相互評価させる。 

 

④ 群読に挑戦させる。 

「山伏役の人全員、柿主役の人全員、一斉に声を合わせて読んで 

みよう」 

・セリフの一部（動物のまねをする部分等）を全員読みし、他 

のセリフを分担読みするなど、群読の工夫をさせるとよい。 

⑤ 学習を振り返り、感想を発表させる。 

「（狂言を見たり、）狂言を音読してみてどんな感想を持ったか 

発表しよう」  

 

・「柿山伏」の音読発表をして

感想を交流し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

・群読に挑戦する。 

 

 

 

 

・「柿山伏」の学習を振り返る 

終

5

分 

④ 次時の見通しを持つ。 

次の時間は, 、『大切にしたい言葉』の学習をします。 

・次時の見通しをもつ。 

 

 

 

指導のポイント 

○ 音読のポイント 

・姿勢は、背筋を伸ばし、聞き手の方に体を向ける。 

・口は、言葉がはっきり聞こえるようにしっかり動かす。 

・声の大きさを調節する。教室全体なのか、グループの中なのか、２人組なのか。 

・声の速さは、早口にならないように意識してゆっくりと。 

・声の強さは、場面や伝えたい内容によって工夫する。 

 



展 開 例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

柿
山
伏 

  

「
柿
山
伏
」
の
音
読
発
表
会
を
し
よ
う
。 

  

〇
音
読
発
表
会 

 

・
方
法
・
例 

 

二
グ
ル
ー
プ
ず
組
に
な
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

お
互
い
に
発
表
し
合
う 

 

・
め
あ
て
・
思
い
が
伝
わ
る
よ
う
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

セ
リ
フ
を
は
っ
き
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

大
げ
さ
に
、
聞
き
取
り
や
す
く 

  
〇
群
読
に
ち
ょ
う
せ
ん 

 

・
み
ん
な
で
声
を
合
わ
せ
て 

  

〇
学
習
を
ふ
り
返
ろ
う 

 

① 題材名を黒板に書く。 

② 本時の目標を児童に知らせる。 
・「『柿山伏の音読発表会をしよう』。」 
・ワークシートを配布し、書きこませる。 

③ 「柿山伏」の音読発表をする。 
「２グループずつ組になり、お互いに発表しあおう。」 

⑥ 次時の予告をする。 

⑤ 学習を振り返り、感想を発表させる。 
「（狂言を見たり）狂言を音読してみて、どんな感想を持ったか、発表しよ

う。」 

④ 群読に挑戦させる。 
「山伏役の人全員、柿主役の人全員、一斉に声を合わせて読んでみよう。」 



   柿 山 伏 ③                                                             Ｗ 55  
                                        六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
 

 
 
 
 ◎ ど の よ う に 読 ん だ ら よ い だ ろ う  
 

 

 

 

 

 

 
 
 ◎ 音 読 の 練 習 を し よ う  
 
 

 
 
 ◎ 好 き な 場 面 を 選 ん で 練 習 し よ う 。 ど の 場 面 を 音 読 し よ う か 。  
 

 



   柿 山 伏 ③                                                              Ｗ 55  
                                        六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
  自 分 の 思 い が 伝 わ る よ う に 「 柿 山 伏 」 を 音 読 し よ う 。  

 
 
 
 ◎ ど の よ う に 読 ん だ ら よ い だ ろ う  

   例 ･ お お げ さ に 、 は っ き り と 読 む 。  

    ・ 柿 主 は 、 お こ っ て い る 様 子 や か ら か っ て い る 様 子 が 伝 わ る よ う に 読 む  

       ・ 山 伏 は 正 体 が ば れ な い よ う に 必 死 な 様 子 が 伝 わ る よ う に 読 む 。  

 

 

 

 
 
 ◎ 音 読 の 練 習 を し よ う  
 
   思 い を 込 め て 読 も う  
  は っ き り 、 大 げ さ に 、 聞 き 取 り や す く 読 も う  

 
 
 ◎ 好 き な 場 面 を 選 ん で 練 習 し よ う 。 ど の 場 面 を 音 読 し よ う か 。  

   山 伏 が 、 柿 の 持 ち 主 に か ら か わ れ る 場 面  

 
 
 
 



５７ 

題 材 名  「大切にしたい言葉」（第１時／全３時間） 

目  標  文章の構成を考えることができる。 
      ◎目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感想、意見とを区

別して書いたりするなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫している。 

領 域 等  Ｂ 書くこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

① 題材名「大切にしたい言葉」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

・本文を音読する 
 

 

・座右の銘にしたい言葉を選ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文章の構成を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・次時の見通しを持つ。 

 文章の構成を考えよう。  

   

③ 教科書P176‐177を読ませる。 
  教師が範読し、その後に、児童に音読をさせてもよい。 
   
④ 座右の銘にしたい言葉を自分の経験と結び付けて選ばせる。 
  ・『座右の銘』とはどういうものなのか補足説明をしておく。 
    ➡自分の心を律するための「格言」、常に自身の心に留め

ておき、何かあったときの戒めにしたり、道標としたり

するもの。 
  ・自分の好きな言葉でよいが、自分の経験と結びつくものであ 

ることを押さえる。また、決めるのに苦労する子どもも考え 
られるので、あらかじめ、ことわざ辞典や名言集などの資料 
を用意しておけるとよい。 

  ・短時間でよいので、隣の子ども同士ペアで、座右の銘とそれ 
に結びつく経験を紹介させ合う。 

 
⑤ 文章の構成を考えさせる。 
  ○P177の「組み立てメモの例」を参考に、文章の構成を考えさ

せる。 
  ・文章の構成（組み立て）をしっかりさせることで、わかりや

すい文章になり、伝えたいことが明確になるということを押

さえる。 
  ・文字数は、400～800程度、子どもの実情に合わせ決める。 
 
（※時間に余裕があるようであれば、下書きを始めさせてもよい） 
   
⑥ 次時の予告をする。 

  ・「次の時間は、今日考えた構成をもとに文章を書きます。」 
 

 

指導のポイント 

 ○伝えたいことを明確にして書かかせるために 
 ・座右の銘選びをいい加減にさせてしまうと、書く内容が薄っぺらいものになったり、内容のない文章に 

なったりしがちなので、自分の経験に結びつく座右の銘を選ぶということをしっかりと押さえておきた 
い。 
ばせる。 

 ・①初め（選んだ座右の銘について）、②中（結びつく経験）、③終わり（今後どのようにしたいか）とい 
  う文章構成を意識させ、それぞれの内容に書きたいことをメモに書いておく。 
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板書例 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥次時の予告をする。「次の時間は、考えた構成メモをもとに文章を書きます。」 

⑤文章の構成を考えさせる。 

 ・P177の「組み立てメモの例」を参考に、「初め」「中」「終わり」の構成を意識して、書く内容を

考え、ワークシートにメモをさせる。構成をしっかりと考えることで、伝えたい内容が明確で

わかりやすい文章になるということを意識させながら、構成メモを書かせる。 

 ・文字数は、400～800字（原稿用紙1枚～2枚）程度で、子どもの実態に合わせ決めてよい。 

①題材名「大切にしたい言葉」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「文章の構成を考えよう。」  

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

③本文P176－177を読ませ 

④座右の銘を選ばせる。 

選ばせるときに以下のことを押さえる。 

・座右の銘とは………自分の心を律するための「格言」、常に自身の心に留

めておき、何かあったときの戒めにしたり、道標とし

たりするもの。 
・自分の経験に結びつけて考える。 

（※）時間に余裕があるようであれば、次時に行う下書きを始めさせてもよい。） 
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５８ 

題 材 名  「大切にしたい言葉」（第２時／全３時間） 

目  標  構成メモをもとに文章を書くことができる。 
      ◎目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感想、意見とを区

別して書いたりするなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫している。 

領 域 等  Ｂ 書くこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

① 題材名「大切にしたい言葉」を黒板に書く。 

 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

 

・下書き後の推敲のポイントを

確認しておく。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・メモをもとに文章の下書きを

する。 

 

 

 

・友だちと下書きを読み合い、

文書の推敲をする。 

 

 

・推敲をもとに、下書きを完成

させる。 

 

・次時の見通しを持つ。 

 構成メモをもとに文章を書こう  

 
   

③ P178「③下書きをし、読み合って推敲しよう。」を読ませる。 
  ○推敲をするときのポイントを押さえておく。 

    ・読みにくいところや、分かりにくいところはないか。 

    ・くわしく書くとよいところと、簡単に書くとよいところ

はどこか。 

    ・考えたことや感じたことにぴったりの言葉か。 

  ○本文中の例文を取り上げ、具体的にどのように推敲している 

のかということを指し示す。 

   また、あらかじめ推敲のポイントを押さえてから下書きを書 

かせることで、下書き後の推敲に手間取らなくて済む。 
 
④ 構成メモをもとに、推敲のポイントに気をつけさせながら下書 

きを書かせる。 
   

 

 
⑤ 文章を推敲させる。 
  ・隣り同士のペアや、グループで下書きの読み合いをさせ、文

 章の推敲をさせる。 
 
⑥ 推敲をもとに、下書きを仕上げさせる。 
   
 
⑦ 次時の予告をする。 

  ・「次の時間は、今書いた文章を発表します。」 
 

指導のポイント 

 ○より効率的に文章を仕上げさせるために 
  下書きを始める前に、P178「③下書きをし、読み合って推敲しよう」を読んで以下のポイントを確認さ 

せる。 
   ・読みにくいところや、分かりにくいところはないか。 
   ・くわしく書くとよいところと、簡単に書くとよいところはどこか。 
   ・考えたことや感じたことにぴったりの言葉かどうか。 
  下書きを書かせる時間や推敲をさせる時間にそれほど多くの時間を割けない中で、よりよい文章をより

効率的に書かせるために、これらのポイントを意識して下書きを書かせるとよい。 
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⑦次時の予告をする。「次の時間は、今書いた文章を発表します。」 

⑤ペアやグループで読み合いをさせ、文章を推敲させる。 

 ・６年生なので、４人程度のグループ内で読み合って推敲させると、意

見にも広がりが見られよいが、人数が多いとかえって手間取ることが

予想されるようであれば、ペアでさせるのでもよい。 

①題材名「大切にしたい言葉」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「構成メモをもとに文章を書こう」 

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

 

③教科書P178「③下書きをし、読み合って推敲しよう。」を読ませ、推敲時のポ

イントを押さえておく。 

   ・読みにくいところや、分かりにくいところはないか。 

   ・くわしく書くとよいところと、簡単に書くとよいところはどこか。 

   ・考えたことや感じたことにぴったりの言葉かどうか。 

 本文中の推敲文例を取り上げ、具体的にポイントを指し示す。 

⑥推敲をもとに、下書きを仕上げさせる。 

④構成メモをもとに、推敲のポイントに気をつけさせながら下書きを書かせ

る。 



５８ 

大
切
に
し
た
い
言
葉
② 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

今
日
の
め
あ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 

                                    

推
敲
の
ポ
イ
ン
ト 

＊
読
み
に
く
い

分
か
り
に
く

 

＊
く
わ
し
く
書

簡

単
に
書

 

＊
考
え
た
こ
と
や
感

た
り
の
言
葉

 



構
成

文
章

書

 

  

児
童

下
書

 

 
※
推
敲
時

赤

入

 

５８ 

大
切
に
し
た
い
言
葉
② 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

今
日
の
め
あ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 

                                    

推
敲
の
ポ
イ
ン
ト 

＊
読
み
に
く
い

分
か
り
に
く

 

＊
く
わ
し
く
書

簡

単
に
書

 

＊
考
え
た
こ
と
や
感

た
り
の
言
葉

 



５９ 

題 材 名  「大切にしたい言葉」（第３時／全３時間） 

目  標  書いた文章を読み合って、心を動かされた内容や表現を伝え合うことができる。 
      ◎目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感想、意見とを区

別して書いたりするなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫している。 

領 域 等  Ｂ 書くこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

① 題材名「大切にしたい言葉」を黒板に書く。 

 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

 

・本文を音読する 
 

 

 

 

・書いた文章を友だちと読み合

い、感想を伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

・本文「大切」のところを読み 

 学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

・次時の見通しを持つ。 

 文章を読み合って、心を動かされた内容や表現を伝え合おう  

 
   

③ P180「⑤読み合って、感想を伝えよう。」を読ませる。 
  ・読み合って、心を動かされた表現について交流するというこ

とを押さえる。 
 

   
④ 書いた文章を読み合い、感想を交流させる。 
  ・クラスの人数が少ないようであれば、クラス全体で行い、人

数が多く時間が足りなくなることが予想されるようであれば

適度な人数にグループ分けをしてもよい。 
     ↓ 
  ・グループで交流させた場合は、最後に全体の場でどんな感想

が出たのか紹介させる。 
 
 
⑤ P180「たいせつ」のところを読ませ、単元の振り返りをさせる 
  ・自分の経験とその時の気持ちが伝わるようにくわしく書くと

ころはどこか考える。 
  ・自分が考えたことや感じたことにふさわしい言葉を選んで書

く。 
  ・経験をもとに何かを伝えるときには、経験と伝えたいことの

結びつきを考え、言葉を選ぶ。 
 
 
⑥次時の予告をする。 

  ・「次の時間は、『漢字の広場⑤』を学習します。」 
 

 

指導のポイント 

 ○単元の学習を振り返らせる 
 書いた文章を読み合い、感想を交流する中で、教科書 P180「たいせつ」に書かれていることを押さえる。 

   ・自分の経験とその時の気持ちが伝わるようにくわしく書くところはどこか考える。 
   ・自分が考えたことや感じたことにふさわしい言葉を選んで書く。 

  ・経験をもとに何かを伝えるときには、経験と伝えたいことの結びつきを考え、言葉を選ぶ。 
 今後、文章を書くときにこれらのことを活かしていけるようにさせたい。 
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⑥次時の予告をする。「次の時間は、『漢字の広場⑤』を学習します。」 

④書いた文章を読み合い、感想を交流させる。 

 ・クラスの人数によって、全員で読み合うのが時間的

にも難しいようであれば、適度な人数のグループに

分けて読み合わさせてもよい。 

 ・児童から出された感想を簡潔にまとめ、板書するこ

とで全体に広めるとよい。 

①題材名「大切にしたい言葉」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「文章を読み合って、心を動かされた内容や表現を伝え合おう。」  

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

③本文P180「⑤読み合って、感想を伝えよう。」を読ませる。 
 ・読み合った後、心を動かされた表現について交流するということを押さえる。 
 

⑤P180「たいせつ」のところを読ま 
せ単元の振り返りをさせる 

 大切なことを板書し、児童には、 
ワークシートに記入させる。 
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６０ 

題 材 名  「漢字の広場⑤」（第１時／全１時間） 

目  標  教科書のイラストに出てくる商店街の様子を、5 年生で学習した漢字を用いて書き表すことが

できる。 
      ◎第 5 学年までに配当されている漢字を書き、文や文章の中で使っている。 

領 域 等  知識及び技能 
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

 

 

 

 

 

 

展

開

30

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10

分 

① 題材名「漢字の広場⑤」を黒板に書く。 

 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

 

・教師の範読を聞く。教師の範

読後、声を合わせて読む。 

 

・イラストから商店街の様子に

ついて気づいたことや感じた

ことを発表する。 

 

 

 

 

 

・イラストの商店街やお店の様

子を文章で書き表す 

 

 

 

 

 

 

・書いた文章を友だちと紹介し

合う。 

 

 

 

 

 

 

・次時の見通しを持つ。 

 商店街の通りやお店の様子を文章に書き表そう  

 

   

③ P181に出てくる漢字を教師が範読し、児童に一斉読みをさせる 

 

 

④ P181のイラストから気づいたことや感じたことを交流させ、商

店街のイメージが膨らむようにさせる。 

  ・本時の学習活動への導入のための意見交流なので、時間はか

ける必要はない。児童に気づいたことや感じたことを自由に

出させることで、イメージを持ちづらい子どもへのヒントと

したい。 

   

 

⑤ 商店街やお店の様子を文章に書かせる。 

  ・クラスの人数や子どもの漢字の能力に応じ、ペアやグループ

で書かせたり、店ごとに分担して書かせたりしてもよい。 

  ・考えさせた後、クラス全体に紹介できるような発表用の短冊

とペンを用意しておき、出来上がった文章を書かせておくと

よい。 

  

 

⑥ 書いた文章を交流させる。 

  ・ただ読み上げさせるだけなく、黒板に書かせたり、発表用の

短冊に書いたものを貼りだしたりさせることで、よりクラス

全体に広めやすくする。 

  ※順番に黒板に書かせていると時間もかかるので、前もって発

表用の短冊を用意しておくほうが時間の効率がよい。 

 

 

⑦次時の予告をする。 

  ・「次の時間は、『冬のおとずれ』を学習します。」 

指導のポイント 

 ○漢字の定着を図るために 
 ・授業の中で、漢字を読む作業、書く作業の時間をしっかりと確保する。作業を繰り返すことで定着を 

図りたい。そのために、学習活動①～④は効率的に短時間で済ませ、⑤・⑥の学習活動に重点を置く 
学習展開にする。 
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書
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考
え
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文
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板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦次時の予告をする。「次の時間は、『冬のおとずれ』を学習します。」 

①題材名「漢字の広場⑤」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「商店街の通りやお店の様子を文章に書き表そう」  

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

③P181に出てくる漢字を教師が範読する。その後、児童に一斉読みをさせる。 

⑥書いた文章を交流させる。 

 ※ただ読み上げさせるのでなく、短冊に書いて貼りだしたり、黒板に書かせたりして、全体に広める。

④P181のイラストから気づいたことや感じたことを自由に交流させる。文章づくり

をすると時のヒントにさせる。 

（例）眼科で医師が目の検査をしている。 

   女の人が目薬をもらってさしている。 

文章を考えさせるための導入なので、ここではそれほど時間はかけない。 

⑤商店街やお店の様子を文章に書かせる。児童の人数や漢字の能力に応じ、適宜、ペアやグループで取 

り組ませてもよい。 

 ※可能であれば発表用の短冊を準備しておき、考えたものを書かせておくと、発表・交流のとき、効

率的に進めることができる。 
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６１ 

題 材 名  「冬のおとずれ」（第１時／全１時間） 

目  標  仮名の由来、特質などについて理解できる。 
      ◎仮名の由来、特質などについて理解している。 

領 域 等  知識及び技能 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

 

 

 

① 題材名「冬のおとずれ」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

・冬を示す言葉の部分を音読す

る。 

 

 

・解説の部分から言葉の意味を

確かめる。 

 

 

 

 

・教科書に取り上げられている

短歌や俳句を声に出して読み

大まかな意味を知る。 

 

 

 

 
 
 
 
 
・二十四節気を示す言葉を知る 
 

 

 

 

・次時の見通しをもつ 

 

 

 冬を示す言葉を知ろう  

   

③ 冬を示す言葉（立冬・小雪・大雪・冬至・小寒・大寒）の部分

を音読させる。教師が範読し、その後、児童に音読をさせても

よい 
   
④ 冬を示す言葉の意味を教科書の解説をもとに確かめさせる。 

○解説で説明されていることや、使われている言葉の中にわか

らないものがある場合、子どもたちの中に説明できる子がい

れば説明させ、いなければ教師が補足する。また、準備がで

きていれば辞書等を活用する。 
 
⑤ 教科書の短歌や俳句を読み、大まかな意味を捉えさせる。 
  ○意味については教師が解説する。 
  ・身の引き締まるような、冬の寒さの到来である。吹きすさぶ

寒風に、鞭のような鋭い音を立てて、群らがり生えた竹がし

なって揺れている。 
  ・寒い冬がやってきた。でき立てのグラタンを「熱い、熱い」

と言いながら食べる。（寒さと熱いの対比の妙） 

・寒さの厳しい季節に入り、空気は澄んでいる夜。星はきらき

らと輝いている。 

 
⑥ 二十四節気を示す言葉についても紹介する。 
  ・時間があれば辞書などを活用して調べさせるとよいが、簡単

 に教師が説明をするだけでもよい。 
 
 
⑦次時の予告をする。 

 「次の時間は『詩を朗読してしょうかいしよう』を学習します」 

 

指導のポイント 

 ○語彙を豊かにし、語感や言葉の使い方を意識させるために 
 ・音読を大切にし、教師の範読や教師のあとを追う追いかけ読み等、何度も繰り返し音読することで、言

葉の響きに触れさせる。 
 ・言葉の意味の説明を加えるときは、季節や情景をイメージさせるようにする。言葉の持つイメージを大 

切にしながら語感を身に付けさせたい。 
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⑤冬の短歌・俳句については、意味は大まかに捉えさせる程度とし、繰

り返し音読させることで、言葉のリズムや響き、語感を感じ取らせる

ことを大切にしたい。 

⑦次時の予告をする。 
「次の時間は、『詩を朗読してしょうかいしよう』を学習します。」 

⑥二十四節気を読み上げていき、子どもたちにも読ませていく。 

①題材名「冬のおとずれ」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「冬を示す言葉を知ろう」  

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

③本文を読ませる。教師が範読し、その後児童に音読させるとよい。 

④冬を示す言葉の意味を解説から確認させる。解説だけでは難しい場合は、わかる子どもに補

足説明させる。いなければ教師が補足説明する。 
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冬を示す言葉 秋の短歌・俳句 
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冬を示す言葉 秋の短歌・俳句 



６２ 

題 材 名  「詩を朗読してしょうかいしよう」（第１時／全１時間） 

目  標  自分が感じたことが伝わるように、詩を朗読することができる。 
      ◎自分が感じたことが伝わるように、詩を朗読している。 

領 域 等  知識及び技能 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

 

 

 

① 題材名「詩を朗読してしょうかいしよう」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

・詩を音読する 
 

 

 

 

・３つの詩の中から選んだ詩に 

ついて感じたことを書き出す 

 

 

 

 

・書いたことを発表する。 
 

 

 

・感じたことが伝わるように読

み方を工夫し、朗読練習をす

る。 

 

 

 

・気に入った詩を朗読する。 

 

・次時の見通しをもつ 

 自分が感じたことが伝わるように朗読しよう  

   

③ 本文を音読する。 
  教師が範読し、その後、児童に音読をさせる。 
  ○リズムよく音読させる。そのために、教師のあとを追う読み

   方や、一斉読み、一人読みなど、形を変え何度も繰り返し読

   ませる。 

 
④ ３つの詩の中から気に入ったものを選び、感じたことをワーク

シートに書かせる。 
○おもしろいと感じた表現だけでなく、不思議な表現、びっく 

りした表現、気に入った表現など、様々な視点で感じたこと

を書かせる。 
   
⑤ 詩から感じたことを交流させる。 
  ○話題があちこちとばないよう、詩を１つずつ順にとりあげて

いくとよい。 
   
⑥ どのように読めば感じたことや考えたことが伝わるのか朗読の

工夫について考え、朗読練習をさせる。 
  ○いきなり練習に入らずに、朗読の工夫としてどういうことが

考えられるかいくつかアイデアを出させる。その後、個々に

朗読練習をさせ、机巡視をしながら個別に助言をする。 
 
⑦ 詩の朗読発表をさせる。 
 
⑧ 次時の予告をする。 

  ・「次の時間は、『仮名の由来』を学習します。」 

指導のポイント 

 ○詩のリズム感、語感を味わって読めるようになるために 
 ・いきなり子どもに読ませるのでなく、教師が範読する。 
 ・朗読を繰り返し練習させたいが、子どもがすぐに飽きてしまわないよう、追いかけ読みや一斉読み、一 

人読みなど、いろんな読み方をさせながら練習させる。 
 ・授業の後半の読みでは、感じたことが伝わるように工夫して朗読させたいので、個別指導をしながら助

言をする。 

   ○多様な感想を引き出すために 
・自分の感じたことを書かせるとき、短絡的に「楽しかった」「おもしろかった」といった感想だけでな 

く、不思議に感じたことや、驚いたこと、すばらしいなと思ったことなど、いろいろな視点から詩を読 
むように助言する。 
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⑧次時の予告をする。 
「次の時間は、『仮名の由来』を学習します。」 

⑥朗読練習に取りかかる前に、朗読の工夫のしかたについ

ていくつか意見を出させ、その後、各自で練習させる。 

①題材名「詩を朗読してしょうかいしよう」を黒

板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「自分が感じたことが伝わるように朗読しよう」 

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

 

③詩の朗読練習をさせる。 

④お気に入りの詩を選び、感じたことをワークシートに書かせる。 

 ・おもしろい、楽しいだけでなく、多様な感じ方を引き出したい。 

⑤感じたことを発表し、交流させる。 

 ・話題があちこちとばないように、詩を１つずつ順に取り上げていく。 

⑦朗読発表をさせる。 
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６３ 

題 材 名  「仮名の由来」（第１時／全１時間） 

目  標  仮名の由来、特質などについて理解できる。 
      ◎仮名の由来、特質などについて理解している。 

領 域 等  知識及び技能 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

 

 

 

① 題材名「仮名の由来」を黒板に書く。 

 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

 

 

・本文を音読する 
 

 

 

 

・仮名の由来について知りワー

クシートにまとめていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・仮名の由来を知ることで、文

字の形を整えて書く手がかり

となることを知る。 

 

 

 

 

・次時の見通しを持つ。 

 仮名の由来について知ろう  

   
 

 

③ 本文を音読させる。 
  教師が範読し、その後に、児童に音読をさせる。 
   

 

 
④ 仮名の由来についての理解を深めさせる 
  ・万葉仮名・・・意味とは関係なく、漢字の音を借りて表した

もの 
    （例）はる―波留  なつ―奈都  あき―安吉 など 
  ・平仮名・・・・万葉仮名をくずして書くところから生まれた 
    （例）安―あ  以―い  奈―な  保―ほ  など 
  ・片仮名・・・・万葉仮名の一部をとって書くところから生ま

れた 
    （例）阿―ア  伊―イ  奈―ナ  保―ホ  など 
   
 
 
⑤ 仮名の由来を知ることで、字の形を整えて書く手がかりとなる

（P187下段『いかそう』）ことを確認させる。 
  ・P188の平仮名の起こり・片仮名の起こりの表で確認する。 
  ・時間があれば、P188の平仮名・片仮名表で確認しながら、 
   『万葉仮名で書き表してみよう』や『万葉仮名をくずして平

仮名に変身させよう』などの活動をさせるとよい。 
   
 
 
⑥ 次時の予告をする。 

  ・「次の時間は、『メディアと人間社会』を学習します。」 
 

指導のポイント 

 ○仮名の由来を理解させるために 
 ・万葉仮名のように音に漢字を当てはめることや、漢字をくずしていくことで平仮名が出来上がっていく 

過程をたどることなどは、子どもたちは大変興味を示すと思われる。実際に書く活動を取り入れること 
で、より興味関心をもって学習活動に取り組ませることができると思われる。 
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⑥次時の予告をする。「次の時間は、『メディアと人間社会』を学習します。」 

①題材名「仮名の由来」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「仮名の由来について知ろう。」  

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

③本文を範読し、その後児童に音読させる。 

④仮名の由来についての理解を深めさせる 
  ・万葉仮名・・・意味とは関係なく、漢字の音を借りて表したもの 
   （例）はる―波留  なつ―奈都  あき―安吉 など 
  ・平仮名・・・・万葉仮名をくずして書くところから生まれた 
   （例）安―あ  以―い  奈―な  保―ほ  など 
  ・片仮名・・・・万葉仮名の一部をとって書くところから生まれた 
   （例）阿―ア  伊―イ  奈―ナ  保―ホ  など 

 

⑤ 仮名の由来を知ることで、字の形を整えて書く手がかりとなる（P187下段『いかそう』）ことを確

認させる。 
  ・P188の平仮名の起こり・片仮名の起こりの表で確認する。 
  ・時間があれば、P188の平仮名・片仮名表で確認しながら、『万葉仮名で書き表してみよう』や『

万葉仮名をくずして平仮名に変身させよう』などの活動をさせるとよい。  
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６４ 

題 材 名  「メディアと人間社会」／「大切な人と深くつながるために」（第１時／全３時間） 

目  標  「メディアと人間社会」の筆者の考えを読み取り、社会と生き方について話し合うことができ

る。 
◎文章を読んで理解したことをもとに、自分の考えをまとめている。また、読んでまとめた意

見や感想を共有し、自分の考えを広げている。 
       

領 域 等  Ｃ 読むこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

① 題材名「メディアと人間社会」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

・本文を音読する 
 

 

・どんなことが書かれていたか

読み取る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・社会と生き方について考えた

ことを発表し、交流する。 

 

 

・次時の見通しを持つ。 

 筆者の考えを読み取り、社会と生き方について話し合おう。  

 
③ 「メディアと人間社会」を読ませる。 
  ・いきなり音読が難しそうであれば、教師が範読をしてから、

児童に音読をさせてもよい。 
   
④ 文章のだいたい（要旨）をつかませる。 
  〇「どんなことが書いてあったのか」問いかけ、返ってきた児

童の答えを教師が整理しながら板書にまとめていく。 
   本来ならば、自分の力で要旨まとめをさせるとよいが、時間

的にも難しいので、「どんなことが書かれていたか」という

問いかけへの答えを出させる中で、教師が整理していくこと

で文章のだいたいを読み取らせる。 
   ・人間は「伝えたい」「知りたい」という欲求を持っている

 ・文字による伝達について 
   ・電波による伝達について 
   ・映像による伝達について 
   ・インターネットによる伝達について 
   ・人間はどんな欲求を持ち、メディアに何を求めているのか

意識し、メディアと付き合うことが重要。 
 
⑤ 社会と生き方について、文章を読んだ感想をもとに考えたこと

を交流させる。 
 
 
⑥次時の予告をする。 

  ・「次の時間は、『大切な人と深くつながるために』を学習し

ます。」 
 

指導のポイント 

 ○時間の制約がある中で、文章のだいたい（要旨）を読み取らせるために 
・本時では、文章のおおよそを読み取らせ、感想を交流させる学習活動を計画している。そのため、限ら 

れた時間内（1 時限の半ばくらい）で読み取りを終えさせたい。本来ならば、児童の力で要旨まとめをさ 
せたいとことではあるが、難しいと予想される。そこで、読み取りの場面では、「どんなことが書いて 
あった？」と問いかける。子どもたちは、口々に答えを発表するであろうから、それを教師が順番を整 
理し、内容を簡潔にまとめ板書することで、文章のだいたいをつかませたい。 

※要旨＝内容のあらまし 
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⑥次時の予告をする。「次の時間は、『大切な人と深くつながるために』を学習します。」 

①題材名「メディアと人間社会」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「筆者の考えを読み取り、社会と生き方について話し合おう。」  

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

③「メディアと人間社会」を音読させる。 

 ・いきなり音読というのが難しいようであれば、教師が範読してから音読させても

よい。 

④文章のだいたいを読み取らせる。 

 ・どんなことが書かれていたか問いかけ、子どもたちから出た答えを整理し、

板書にまとめていくことで、文章のあらましを示す。 

⑤社会と生き方について、文章を読んだ感想をもとに考えたことを交流させる。 
 ・子どもの意見を教師が簡潔にまとめて板書することで、意見を全体に広める。 
 ・対立するような意見があれば、賛成・反対それぞれの立場で周りの子どもたちにも意見を述べさせ

考えを深めさせたい。 
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６５ 

題 材 名  「メディアと人間社会」／「大切な人と深くつながるために」（第２時／全３時間） 

目  標  「大切な人と深くつながるために」の筆者の考えを読み取り、社会と生き方について話し合う

ことができる。 
◎文章を読んで理解したことをもとに、自分の考えをまとめている。また、読んでまとめた意

見や感想を共有し、自分の考えを広げている。 
       

領 域 等  Ｃ 読むこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

① 題材名「大切な人と深くつながるために」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

・本文を音読する 
 

 

・どんなことが書かれていたか

読み取る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・社会と生き方について考えた

ことを発表し、交流する。 

 

 

・次時の見通しを持つ。 

 筆者の考えを読み取り、社会と生き方について話し合おう。  

 
③ 「大切な人と深くつながるために」を読ませる。 
  ・いきなり音読が難しそうであれば、教師が範読をしてから、

児童に音読をさせてもよい。 
   
④ 文章のだいたい（要旨）をつかませる。 
  〇前時と同様に「どんなことが書いてあったのか」問いかけ、

返ってきた児童の答えを教師が整理しながらまとめていく。 
   ・人とぶつかったときに、うまく意見を言って、相手と話し

合いコミュニケーションをとることがある。 
・コミュニケーションとはなんとかやっていける能力である

・技術が上達するほど大切な人とつながることができる。 
・練習によって得意になれる。 

   ・今の大人は、人との直接のコミュニケーションが苦手にな

っている。 
・コミュニケーションはやればやるだけ上達し、大切な人と

出会い、深くつながっていく。 
 
⑤ 社会と生き方について、文章を読んだ感想をもとに考えたこと

を交流させる。 
 
 
⑥次時の予告をする。 

  ・「次の時間は、『メディアと人間社会』と『大切な人と深く

つながるために』の二つの文章を読み比べてみます。」 
 

 

指導のポイント 

 ○時間の制約がある中で、文章のだいたい（要旨）を読み取らせるために 
・本時も前時と同様に文章のおおよそを読み取らせ、感想を交流させる学習活動を計画している。 

そして、文章のだいたいを読み取らせるには、前時と同様に、教師が子児童の発言を聞きながら整理し、 
まとめていくとよい。 
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⑥次時の予告をする。「次の時間は、『メディアと人間社会』と『大切な人と深くつながるために』の

二つの文章を読み比べてみます。」 

①題材名「大切な人と深くつながるために」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「筆者の考えを読み取り、社会と生き方について話し合おう。」  

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

③「大切な人と深くつながるために」を音読させる。 

 ・いきなり音読というのが難しいようであれば、教師が範読してから音読させても

よい。 

④文章のだいたいを読み取らせる。 

 ・どんなことが書かれていたか問いかけ、子どもたちから出た答えを整理し、

板書にまとめていくことで、文章のあらましを示す。 

⑤社会と生き方について、文章を読んだ感想をもとに考えたことを交流させる。 
 ・子どもの意見を教師が簡潔にまとめて板書することで、意見を全体に広める。 
 ・対立するような意見があれば、賛成・反対それぞれの立場で周りの子どもたちにも意見を述べさせ

考えを深めさせたい。 
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６６ 

題 材 名  「メディアと人間社会」／「大切な人と深くつながるために」（第３時／全３時間） 

目  標  「メディアと人間社会」と「大切な人と深くつながるために」の二つの文章を読み比べ、「こ

れからの社会でどう生きていくか」について考えることができる。 
◎文章を読んで理解したことをもとに、自分の考えをまとめている。また、読んでまとめた意

見や感想を共有し、自分の考えを広げている。 
領 域 等  Ｃ 読むこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

 

 

展

開

30

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10

分 

① 題材名「メディアと人間社会」／「大切な人と深くつながるた 

めに」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

 

・本文を音読する 

 

 

・二つの文章を比べて気づいた

ことを発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「これからの社会をどう生き

るとよいか」考えたことを文

章にまとめる。 

 

 

・「プログラミングで未来を創

る」を読む。 

 

 

・次時の見通しを持つ。 

 二つの文章を読み比べ、これからの社会でどう生きていくかに

ついて考えよう 

 

 

③ 「メディアと人間社会」／「大切な人と深くつながるために」 

を読ませる。 

     

④ 二つの文章を比べさせ、気づいたことを発表させる。 

  ○以下の視点を与えて比較させるとよい（視点については教科

書P.196を読んで確認させてもよい）。 

・【文章の書き方について】それぞれの文章の「論の展開」「

構成の工夫」「事例の挙げ方」「表

現の特徴」はどうか。  

  ・【筆者の考えについて】筆者の考えの共通点は何か。   

  ・【自分に当てはめて】 自分の知識や経験などから気づいた

ことや考えたことをなにか。   

           

⑤ 「これからの社会をどう生きていくか」ということについて、

自分の意見を文章にまとめさせる。 

 

  ※時間に余裕があれば、数人に書いたことを読ませてもよい。 

 

⑥ 学習のまとめとして、資料「プログラミングで未来を創る」を

音読させる 

  ・時間に余裕がなければ教師の範読でもよい。 

 

⑦次時の予告をする。 

  ・「次の時間は『漢字を正しく使えるように』を学習します」 

 

 

指導のポイント 

 ○二つの文章を比較させるときに 

・闇雲に、漫然と比べさせるのでなく、以下の視点を予め与えておく（教科書 P176 を読ませて確認させて 
もよい）。時間的制約もあるので、児童から出た意見を教師が整理し、まとめていくとよい。 

【文章の書き方について】それぞれの文章の「論の展開」「構成の工夫」「事例の挙げ方」「表現

の特徴」はどうか。  

    【筆者の考えについて】筆者の考えの共通点は何か。   

   【自分に当てはめて】 自分の知識や経験などから気づいたことや考えたことをなにか。 
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○
二
つ
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文
章
を
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べ
よ
う 

 

【
文
章
の
書
き
方
に
つ
い
て
】 

そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
の
「
論
の
展
開
」
「
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成
の
工
夫
」
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事
例
の
挙
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方
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表
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の
特
徴
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ど
う
か
。 

 

 

 
 

・
【
筆
者
の
考
え
に
つ
い
て
】 

筆
者
の
考
え
の
共
通
点
は
何
か
。 

 

 
 

 
 

・
【
自
分
に
当
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】 

 

自
分
の
知
識
や
経
験
な
ど
か
ら
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た
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や
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え
た
こ
と
を
な
に
か
。 

 

 

○
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
ど
う
生
き
て
い
く
か 

 
 

・
（
児
童
の
考
え
） 

  
 

・ 

  
 

・ 

  

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦次時の予告をする。「次の時間は、『漢字を正しく使えるように』を学習します。 

①題材名「メディアと人間社会／大切な人と深くつながるために」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「二つの文章を読み比べ、これからの社会でどう生きていくかについて考えよう。」 

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

③「メディアと人間社会」／「大切な人と深くつながるために」を音読させる。 

④二つの文章を比べさせ、気づいたことを発表させる。 

 ・比較する際、以下の視点を与えておく。（視点については、教科書P196を読

んで確認させてもよい） 

 ・これらの内容について児童が発表したことを簡潔にまとめ板書していく。 

⑤二つの文章を読んで、「これからの社会をどう生きていくか」ということについて、自分の 

考えを文章にまとめさせる。  

※時間に余裕があるようであれば、数人に書いたことを読ませてもよい。 

⑥学習のまとめとして、資料「プログラミングで未来を創る」を音読させる。 

  ・時間的余裕がなければ、教師の範読でもよい。 
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６７ 

題 材 名  「漢字を正しく使えるように」（第１時／全１時間） 

目  標  「同じ読み方をする漢字」について、適切な字を選択することができる。 
◎第 5 学年までに配当されている漢字を書き、文や文章の中で使うとともに、第 6 学年で配当

されている漢字を漸次書き、文や文章の中で使っている。 
領 域 等  知識及び技能 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

① 題材名「漢字を正しく使えるように」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

 

 

・本文を音読する 
 

・同じ読みをする漢字の適切な

選び方を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

・学んだ方法に従って、□1 の問

題を解き、正しい漢字を選ぶ

練習をする。 

 

・学んだ方法に従って、□2 の問

題を解き、漢字の間違いを治

す練習をする。 

 

 

・「覚えておきたい言葉」につ

いて、書く練習や意味調べを

する。 

 

・次時の見通しを持つ。 

 

 同じ読み方をする漢字について、適切な漢字を選ぶ方法を知ろ

う 

 

  ・教科書P201上段イラストから、本時の学習場面についてつか

ませる。 
 
③ 教科書P201-202を音読させる。 
     
④ 同じ読み方をする漢字の適切な選択のしかたについて、教科書

の説明をもとに理解させる。 
  ①訓読みの場合 

・漢語で言い表してみる（移す→移動など） 
・別の訓読みで言い表してみる（開ける→開くなど） 
・熟語を考えてみる（敗れる→配線） 

  ②音読みの場合 
   ・訓読みを考えてみる（少→少ない） 
 
⑤ P202上段□1 の問題を解かせる。 
 
 
 
⑥ P202下段□2 の問題を解かせる。 
 
 
 
 
⑦ P203「覚えておきたい言葉」に出てくる言葉について、書く練

習をさせたり、辞書で意味を調べさせたりする。 
 
 
⑧ 次時の予告をする。 

  ・「次の時間は『人を引きつける表現』を学習します。」 
 

 

指導のポイント 

 ○漢字の読み書きを定着させるために 
 ・本時の学習では、学習活動⑤⑥⑦のところに多く時間を確保したい。問題を解いたり、漢字の読み書き 

や辞書での意味調べをしたりという言語活動に時間を多くとることで、児童の漢字の定着を図る。 
そのために、①～④の学習活動の部分では、教師主導になってもよいので、時間をかけず効率よくすす 
めたい。 
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開

 

・
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敗
れ
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敗
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②
音
読
み
の
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合 

 
 
 

・
訓
読
み
を
考

少→

少

 

  

 
 

□

1
 

正
し
い
漢
字
を
選
ぼ
う 

   
 

 
 

□
2
 

漢
字
の
ま
ち
が
い
を
な
お
そ
う 

   

え
て
お
き
た
い

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧次時の予告をする。「次の時間は、『人を引きつける表現』を学習します。 

①題材名「漢字を正しく使えるように」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「同じ読み方をする漢字について、適切な漢字を選ぶ方法を知ろう。」  

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

 ・教科書P201上段イラストを手がかりに、本時の学習場面についてつかませる。  

④同じ読み方をする漢字の適切な選択のしかたについて、教科書の説明をもとにつ 
かませる。 

  ①訓読みの場合 と ②音読みの場合 
 それぞれの場合について教科書の例をあげ、板書も利用しながら児童に示す。 

③教科書P201-202を音読させる。 

⑦P203「覚えておきたい言葉」に出てくる言葉について、

書く練習をさせたり、意味調べをさせたりする。 

⑥P202問題□2 で、漢字の間違い直しの練習をさせる。 

 問題を解かせたあと、確認（答え合わせ）は必ず行う。 

⑤P202問題□1 で、正しい漢字を選ぶ練習をさせる。 

 問題を解かせたあと、確認（答え合わせ）は必ず行う。  
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６８ 

題 材 名  「人を引きつける表現」（第１時／全１時間） 

目  標  自分が気に入った表現から、どんな表現の工夫があり、その表現からどう感じるか説明するこ

とができる。 
      ◎語彙を豊かにするとともに、語感や言葉の使い方を意識している。 

比喩や反復などの表現に気づいている。 

領 域 等  知識及び技能 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

① 題材名「人を引きつける表現」を黒板に書く。 

 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

 

 

・本文を音読する 
 

 

 

・さまざまな表現の工夫につい

て知る 

 

 

 

 

 

・自分の気に入った表現を見つ

け、どんな工夫があり、どん

な効果があるか考え、文章に

書く。 

 

 

 

・書いた文章を発表し、友だち

と交流する。 

 

 
・次時の見通しをもつ 

 自分が気に入った表現について説明しよう  

 
   
 

③ 児童に音読をさせる。音読が難しい児童が多いようであれば、

教師の範読後、音読をさせる。 
 

  
④ さまざま表現の工夫を本文から確認させる。 

○語順・反復・比喩………「つき」 
独特の表現………………「やまなし」 
七五調・言葉の選び方…「鯉のぼり」 

 
   
 
⑤ 自分が気に入った表現について、表現の工夫やその表現にはど

んな効果があるのか文章に書かせる。 
  ・本文には教科書の中から見つけるとなっているが、見つける

のに手間取りそうであれば、他に子どもたちが関心を示しそ

うな詩集や歌集を用意し、そこから見つけさせてもよい。 
 
   
⑥ 書いた文章を発表させ、交流させる。 
 
 
 
⑦ 次時の予告をする。 

  ・「次の時間は、『思い出を言葉に』を学習します。」 
 

 

指導のポイント 

 ○気に入った表現を探すことに手間取るようであれば、前もって、子どもが興味を示しそうな詩集や歌集

を準備しておくとよい。 
○伝えたいことを明確にするために 

 ・自分が気に入った表現について説明する文書を書かせるときには、本文 P207 の「気に入った表現につい 
て説明しよう」の②の部分を押さえる。 
→「どのような工夫があるのか」そして「どのような効果があるのか」だから「どう感じるのか」 



板書例 
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⑦次時の予告をする。 
「次の時間は『思い出を言葉に』を学習します。」 

①題材名「人を引きつける表現」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「自分が気に入った表現について説明しよう」  

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

③本文を音読させ、表現の工夫について確認させる。 

④表現の工夫を本文から押さえる。 

 語順・反復・比喩………「つき」 
独特の表現………………「やまなし」 
七五調・言葉の選び方…「鯉のぼり」 

⑥書いた文章を発表させる。子どもの発

表を端的にまとめ黒板に書いていく。 

⑤自分の気に入った表現を見つけ、表現の工夫や効果を考

えさせ、文章に書かせる。 

・P207「表現について説明しようの部分から、「どのよう

な工夫があり」→「どんな効果があり」→「どう感じるか」

と説明するとわかりやすくまとめられることを押さえる。 
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６９ 

題 材 名  「思い出を言葉に」（第１時／全３時間） 

目  標  自分が伝えたいことを明確にし、表現する形式を決めることができる。 
      ◎目的や意図に応じて書くことを選び、集めた材料を分類したり関係づけたりして、伝えたい

ことを明確にしている。 

       文章の構成や展開が明確になっているかなど、感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいと

ころを見つけている。 

領 域 等  Ｂ 書くこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

① 題材名「思い出を言葉に」を黒板に書く。 
  
 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

 

 

・本文を音読する。 
 

 

・印象に残っていることの中か

ら、伝えたいことを明確にし

書くことを選ぶ。 

 

 

 

 
 
 
 
・表現の形式を選ぶ。 
 

 

 

 

 

・次時の見通しをもつ 

 伝えたいことを明確にし、表現の形式を決めよう。  

  ・何のための表現活動なのか、予め意図を伝えるために、「思

い出の作品集」づくりであることを知らせておく。 
 

③ 教科書Ｐ208～209を音読させる。 
   
 
④ 印象に残っていることを出し合せ、伝えたいことを選ばせる。 
  ・話し合いが活発になるように、クラス全体やグループなど、

クラスの規模に応じて適度な人数になるよう話し合いの場を

設定する。 
・話し合いの中で、印象に残っていること（思い出等）につい

て、そのときの様子や気持ちをくわしく出させる。 
○自分にとっての意あるもの、価値あるもの、みんなに伝えた

いことなどの視点から書くことを決めさせる。 
 
   
⑤ 表現の形式を選ばせる。 
  ○単に作文を書くのではないため、伝えたい内容を作品として

仕上げるにはどんな形式がふさわしいのかという視点で考え

させる。 
 
   
⑥ 次時の予告をする。 

  ・「次の時間は、今考えたことをもとに作品作りをします。」 
 

 

 

 

指導のポイント 

 ○伝えたいことを明確にさせるために 
 ・児童同士で、思い出などを語り合い、その時の様子や気持ちなどをあれこれ想起させる時間をしっかり 

確保する。 
 ・話題に上がったことがらの中から、自分にとって意味あるもの、価値あるものという視点で伝えたいこ

とを選ばせる。 
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⑥次時の予告をする。 
「次の時間は、今考えたことをもとに、作品作りをします。」 

⑤表現の形式を選ばせる。 

※時間的余裕があるようであれば、試しに作らせてみるのもよい、それから最終決定をさせて

もよい。 

①題材名「思い出を言葉に」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「伝えたいことを明確にし、表現の形式を決めよう。」  

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

 ・「思い出の作品集」づくりであることを事前に知らせ、何のた

めの表現活動なのかという意図を伝えておく。 

③P208～209を音読させ、本時の学習活動を確認させる。 

④印象に残っていることを出し合せ、伝えたいことを選ばせる。 

 ・クラス全体やグループなど、クラスの規模に応じ適度な人数となるよう

話し合いの場を設定する。 

 ・思い出は何かだけでなく、その時の様子や気持ちを詳しく想起させる。 

 ・自分にとって意味あるもの、価値あるもの、みんなに伝えたいものとい

う視点で表現することを決めさせる。 
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７０ 

題 材 名  「思い出を言葉に」（第２時／全３時間） 

目  標  伝えたいことが伝わるように、表現を工夫して書くことができる。 
      ◎目的や意図に応じて書くことを選び、集めた材料を分類したり関係づけたりして、伝えたい

ことを明確にしている。 

       文章の構成や展開が明確になっているかなど、感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいと

ころを見つけている。 

領 域 等  Ｂ 書くこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

① 題材名「思い出を言葉に」を黒板に書く。 
  
 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

 

・本文を音読する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現を工夫して書く。 

 

 

 

 

 
・清書をし、作品を仕上げる。 
 

 

・次時の見通しをもつ 

 表現を工夫して伝えたいことを書こう  

   
 

③ P210を音読させる。 
  ○効果的に伝わる工夫として、教科書にあげられている以下の

ポイントを押さえておく。 
   ＊様子や心情に、より適した言葉を選ぶ。 
   ＊比喩や繰り返しなどを使う。 
   ＊言葉や文の順序を変える。 
   ＊言葉のリズムを整える。 

・教科書P210「作品の例」を取り上げ、工夫の仕方を具体的に

示すのもよい。 
・教科書P307「言葉の宝箱」を活用させるのもよい。 

 
④ 表現を工夫して、書かせる。 
   

 
  ※出来上がったら、見直したり、何度も声に出して読ませるこ 

とで、推敲させる。 
   
⑤ 清書をさせ、作品を仕上げさせる。 
   
   
⑥ 次時の予告をする。 

  「次の時間は、今作った作品の発表会をします。」 
 

 

指導のポイント 

 ○表現を工夫させるために 
 ・教科書 P210「表現を工夫して書こう」を読ませ、以下の点を意識して作品作りに取り組むようにさせる。

＊様子や心情に、より適した言葉を選ぶ。 
＊比喩や繰り返しなどを使う。 
＊言葉や文の順序を変える。 
＊言葉のリズムを整える。 

 ・教科書 P307「言葉の宝箱」を活用して書かせたり、P210「作品の例」を読ませ、具体的な工夫の例を示

したりするとよい。 
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⑥次時の予告をする。 
「次の時間は、今作った作品の発表会をします。」 

⑤清書をさせ、作品を仕上げさせる。 

 ※作品仕上げなので、それにふさわしい書き方を工夫させるとさらによい。（全体レイアウト

や文字の大きさバランスなど） 

①題材名「思い出を言葉に」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「表現を工夫して伝えたいことを書こう。」  

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

③P210を音読させ、表現の工夫として以下のポイントを押さえておく。 

＊様子や心情に、より適した言葉を選ぶ。 
   ＊比喩や繰り返しなどを使う。 
   ＊言葉や文の順序を変える。 
   ＊言葉のリズムを整える。 

④表現を工夫して書かせる。 

※出来上がったら、何度も読み返させる（声に出して読ませる）。推敲をさせる。 
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７１ 

題 材 名  「思い出を言葉に」（第３時／全３時間） 

目  標  作品を読み合って感想を伝え合い、自分の作品の良さを見つけることができる。 
      ◎目的や意図に応じて書くことを選び、集めた材料を分類したり関係づけたりして、伝えたい

ことを明確にしている。 

       文章の構成や展開が明確になっているかなど、感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいと

ころを見つけている。 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

① 題材名「思い出を言葉に」を黒板に書く。 
 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

 

・本文を音読する。 
 

 

・作品を発表し、みんなと感想

を交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

・学習の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・次時の見通しをもつ 

 作品をみんなで読み合おう  

   
 

③ P211を音読させる。 
  ・読み合って感想を交流することを伝える。 
 
④ 作品を読み合い、感想を交流させる。 
  ・クラスの規模によって、クラス全体で交流しても、グループ 

に分けて交流してもよい。（２～３人などあまり少人数過ぎ

ると、かえって多様な表現に出会えず、また、自分の作品への

感想もあまりもらえなくなるので、本時後半の振り返りの時間

を確保できるくらいでの交流の時間設定を行う。そして、その

時間内で全員が交流できる程度の適切な人数分けをする。） 
 
   
⑤ P211「ふりかえろう」を読み、学習の振り返りをワークシート

に書かせる。 
  ○振り返りの視点として、以下のことを確認しておく。 
  ・どんな形式を選び、どんな工夫をしたか。 
  ・書くことを選んだ理由は何か。 
  ・友だちの表現の工夫で、自分も使ってみたいものは。 
 
  ※時間があれば、数人に書いたことを発表させる。 
 
   
⑥ 次時の予告をする。 

  「次の時間は、『今、私は、ぼくは』を学習します。」 
 

 

指導のポイント 

 ○伝えたいことを明確にして書けたか振り返らせる 
 ・学習の最後に振り返りの時間をとる。その際、教科書の「ふりかえろう」を参考に、ふりかえりのポイ

ントを押さえておく。 
   ＊どんな形式を選び、どんな工夫をしたか。 
   ＊どのような理由で書くことを選んだか。 
   ＊友だちの表現の工夫で、自分も使ってみたいものはどれか。 
 ・友だちと感想を交流する中で、自分の表現のよかったところ、友だちの表現の参考になるところに気づ

かせ、これから文章を書くときや、作品で表現するときなどの引き出しを増やしていかせたい。 
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７１ 

題 材 名  「思い出を言葉に」（第３時／全３時間） 

目  標  作品を読み合って感想を伝え合い、自分の作品の良さを見つけることができる。 
      ◎目的や意図に応じて書くことを選び、集めた材料を分類したり関係づけたりして、伝えたい

ことを明確にしている。 

       文章の構成や展開が明確になっているかなど、感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいと

ころを見つけている。 

領 域 等  Ｂ 書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

思
い
出
を
言
葉
に 

   

作
品
を
み
ん
な
で
読
み
合
お
う 

※
作
品
を
読
み
合
い

感
想
を
交
流

 

 
 

 
 

ど
も
の

 

  
 

 
 

・ 

  
 

 
 

・ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

※
学
習
を
ふ
り
か
え
ろ
う 

  
 

    
 

 

 

⑥次時の予告をする。「次の時間は、『今、私は、ぼくは』を学習します。」 

⑤P211「ふりかえろう」を読ませ、学習の振り返りをさせる。 
 ・振り返りの視点を与え、自分の表現はどうだったかをワークシートに書かせる。 
 ・時間があるようであれば、数人に自分の振り返りを紹介させてもよい。紹介された内容を教師が端的

にまとめ板書をすると、クラス全体に広められる。 

①題材名「思い出を言葉に」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「作品をみんなで読み合おう。」  

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

③P211を音読させ、本時の学習は、作品を読み合い、感想を交流する活動 

であるということを知らせる。  
 ・本時後半の交流の時間が確保できるように、交流の時間を設定するの。ま

た、その設定時間内に全員が交流できる程度の人数分けを行う。クラスの人

数が少ない場合は、全員での交流でももちろんよい。 

④作品を読み合い、感想を交流させる。 

※発表された感想は教師が端的にまとめ板書することで、全体

に広げる。 
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作
品

読

合

 
＊
効
果
的
に
伝

形
式
を
選

表
現
を
工
夫

 

    

＊
思
い
出
し
た
こ
と
の
中

理
由
で
書
く
こ
と
を
選

 

    

＊
友
だ
ち
の
表
現
の
工
夫

自
分
の
使

 

    

学習をふりかえろう 友
だ
ち
の
作
品
に
つ
い
て
感
想
を
書

 

 
 

※
ど
の
表
現

思
い
が
伝

具
体
的
に
書

 

７１ 

 

書

程
度

 

友

作
品

感
想

書
 

   

           

 

 

視
点

 

 

学
習

 

 

文
章

書

 

 

思
い
出
を
言
葉
に
③ 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

今
日
の
め
あ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                     



７２ 

題 材 名  「今、わたしは、ぼくは」①（第１時／全２時間） 

目  標  補習校生活を振り返って思うことを、スピーチ原稿にまとめることができる。 

領 域 名    A 話すこと聞くこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

 

導

入

５ 

分 

① 題材名「今、わたしは、ぼくは」を黒板に書く。 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

・声を合わせて目標を読む。 

 補習校生活を振り返って思うことを、スピーチ原稿にまとめよう  

・ワークシートを配付し、書き込ませる。 

 ・声を合わせて読ませる。 

 

 

 

 

展

開

35

分 

 

 

 

③ 教科書を読み、伝えたい相手を決め、スピーチをするという学習  

の見通しを持たせる。 

「教科書P.213～215 を読み、学習の見通しを持とう」 

・指名読みさせる。挙手による希望者でもよい。 

・次のことを確認する。 

ⅰ 伝えたいことを決める。 

ⅱ 伝えたい相手は、クラスの友達とする。 

ⅲ 内容の構成を考える。 

ⅳ （次時）学級内スピーチを行う。 

④ 「伝えたいこと」を決め、ワークシートに記入させる。 

「これまでの補習校生活をふり返って、伝えたいことを決めよう

具体的な内容をワークシートにメモ書きしてみよう」 

・「伝えたいこと」とその具体的内容を考えさせる。P.206 を

参考にさせる。 

⑤ 構成を考えさせる。 

「P.213 の＜矢島さんの例＞を参考にして、『初め・中・終わり』

という形の構成を考えよう」 

「ワークシートに構成を記入しよう」 

・初め部分では、問いかけや内容の紹介を、中部分で、具体

的な思い出や自分の思ったことなどを、終わり部分では、

クラスメートへの感謝等の思いや自分の決意を述べるよう

に助言する。 

⑥ スピーチ原稿を書かせる。 

「が決まったら、スピーチ原稿を書こう。話し言葉で書こう」 

・スピーチ原稿なので、話しかける言葉にするように助言 

 個別指導する。 

・教科書を読み、伝えたい相手を

決め、スピーチをするという学習

の見通しを持つ。 

 

 

 

 

 

 

・「伝えたいこと」を決め、ワー

クシートに記入する。 

 

 

 

・構成を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

・スピーチ原稿を書く。 

終 

5 

分 

⑦  次時の予告をする。 

「次の時間は、学級内スピーチをしよう」 

 ・仕上がらない場合は、家庭での課題とする。 

・次時の見通しを持つ。 

 

 

 

指導のポイント 

○ 原稿のチェックを 

・今回はほかの作文とは違い、スピーチなので話し言葉で書かせたい。日本語らしいスピーチになる 

ように原稿の段階の個別指導で、十分にチェックをする。 

 

 



板 書 例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 

今
、
わ
た
し
は
、
ぼ
く
は 

  

補
習
校
生
活
を
振
り
返
っ
て
思
う
こ
と
を
、
ス
ピ
ー
チ
原
稿
に

ま
と
め
よ
う
。。 

 

〇
伝
え
た
い
相
手
を
決
め
、
ス
ピ
ー
チ
を
し
よ
う 

 

１ 

伝
え
た
い
こ
と
を
決
め
る
。 

 

２ 

伝
え
た
い
相
手
は
、
ク
ラ
ス
の
友
達
と
す
る 

 

３ 

内
容
の
構
成
を
考
え
る
。 

 

４ 

（
次
時
）
学
級
内
ス
ピ
ー
チ
を
行
う
。 

〇
こ
れ
ま
で
の
補
習
校
生
活
を
振
り
返
っ
て
、
伝
え
た
い
こ
と
を

決
め
よ
う
。 

 
〇
構
成
を
考
え
よ
う 

 

初
め
・
問
い
か
け
や
内
容
の
紹
介
を 

 

中
・
具
体
的
な
思
い
出
や
自
分
の
思
っ
た
こ
と
な
ど 

 

終
わ
り
・
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
へ
の
感
謝
の
思
い 

 
 
 
 
 

自
分
の
決
意 

 

〇
ス
ピ
ー
チ
原
稿
を
考
え
よ
う 

① 題材名を黒板に書く。 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

・「補習校生活を振り返って思うことを、スピーチ原稿にまとめよう」 

・ワークシートを配布し、書きこませる。 

③ 教科書を読み、伝いたい相手を決め、スピーチをするとう学習の見通しを持た

せる。 

「教科書 p.213～P.215 を読み、学習の見通しを持とう。」 

⑦ 次時の予告をする。

⑤構成を考えさせる。 

p.213（矢島さんの例）を参考にして『初め・中・終わり』という形の構成を考

えよう。」「ワークシートに構成を記入しよう。」 

④ 「伝えたいこと」を決め、ワークシートに記入させる。 

「これまでの補習校生活を振り返って、伝えたいことを決めよう。 

 具体的な内容をワークシートにメモ書きしてみよう。」 

⑥ スピーチ原稿を書かせる。 

「構成が決まったら、スピーチ原稿を書こう。話し言葉で書こう。」 



   今 、 わ た し は 、 ぼ く は ①                                             Ｗ 72  
                           六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
 

 

◎ 伝 え た い 相 手 を 決 め 、 ス ピ ー チ を し よ う 。  
    ⅰ 伝 え た い こ と を 決 め る 。  
  ⅱ 伝 え た い 相 手 は 、 ク ラ ス の 友 達 と す る 。  
  ⅲ 内 容 の 構 成 を 考 え る 。  
  ⅳ （ 次 時 ） 学 級 内 ス ピ ー チ を 行 う 。  
 
 ◎ こ れ ま で の 補 習 校 生 活 を ふ り 返 っ て 、 伝 え た い こ と を 決 め よ う 。  
 

 

 

 

 

 

 
 ◎ 構 成 を 考 え よ う 。  

 

初 め  

 

 

中  

 

 

終 わ り  

 



   今 、 わ た し は 、 ぼ く は ①                                             Ｗ 72  
                           六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
   補 習 校 生 活 を 振 り 返 っ て 思 う こ と を 、 ス ピ ー チ 原 稿 に ま と め よ う 。  

 

◎ 伝 え た い 相 手 を 決 め 、 ス ピ ー チ を し よ う 。  
    ⅰ 伝 え た い こ と を 決 め る 。  
  ⅱ 伝 え た い 相 手 は 、 ク ラ ス の 友 達 と す る 。  
  ⅲ 内 容 の 構 成 を 考 え る 。  
  ⅳ （ 次 時 ） 学 級 内 ス ピ ー チ を 行 う 。  
 
 ◎ こ れ ま で の 補 習 校 生 活 を ふ り 返 っ て 、 伝 え た い こ と を 決 め よ う 。  
 

 

 

 

 

 

 
 ◎ 構 成 を 考 え よ う 。  

 

初 め  

問 い か け や 内 容 の 紹 介 を  

 

中  

具 体 的 な 思 い 出 や 自 分 の 思 っ た こ と な ど  

 

終 わ り  

ク ラ ス メ ー ト へ の 感 謝 等 の 思 い や 自 分 の 決 意  



   今 、 わ た し は 、 ぼ く は                                             Ｗ 77  
                           六 年  組 名 前 （               ）  
 ◎ ス ピ ー チ 原 稿 を 書 こ う 。  
 
 

 
                     

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 



７３ 

題 材 名  「今、わたしは、ぼくは」②（第２時／全２時間） 

目  標  補習校生活を振り返って思うことを、スピーチすることができる。。 

領 域 名    A 話すこと聞くこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

 

導

入

５ 

分 

① 題材名「今、わたしは、ぼくは」を黒板に書く。 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

・声を合わせて目標を読む。 

 補習校生活を振り返って思うことを、スピーチ原稿にまとめよう  

・ワークシートを配付し、書き込ませる。 

 ・声を合わせて読ませる。 

 

 

 

 

展

開

35

分 

 

 

 

③ スピーチの練習をさせる。 

「P.214～p.215を参考に、話し方を工夫しながら、スピーチの練

習をしよう」 

・P.214～p.215とともに、スピーチの注意点を確認させる。 

・「スピーチの注意点」は、予め模造紙等に書いておき、掲示 

するとよい。 

・個人練習時は、机間指導する。 

・できるかぎり原稿を見ずにスピーチできるように練習してお 

くことを伝える。 

④ 学級内スピーチを行わせる。 

  「『スピーチの注意点』に気をつけながら、できるだけ原稿を見 

ずに、友達に向けたスピーチをしよう」 

「一人ずつの発表に対して感想を述べてもらうので、考えながら 

聞こう」 

・順序は、学級の実情に合わせて、教師が決めてよい。 

・原稿を棒読みしないように励ます。 

・感想発表は、話し方の態度や技能についてでもよいが、内容 

に沿った感想発表ができるように指導する。感想発表者に対  

して教師が質問し、内容にかかわる感想を誘い出すことも行

う。 

・スピーチや感想発表に対して、教師が寸評したい。肯定的な 

評価をしたい。 

⑤ 学習を振り返り、感想を述べさせる。 

「スピーチの学習をしてみての感想を発表しよう」 

・スピーチの練習をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学級内スピーチを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習を振り返り、感想を述べる

終 

5 

分 

⑥  次時の予告をする。 

「次の時間は、漢字の広場」を学習します。 

 

・次時の見通しを持つ。 

 

 

指導のポイント 

○ スピーチの注意点（・注意点・聞き手に伝えようとする態度が大事） 

１ 姿勢よく、顔を聞き手に向けて          ３ 声の大きさ強弱の付け方６ 間の取り方落ち着き 

２ 表情を内容に合わせて５ 話し方の速さの工夫   ４ はっきりした声 



板 書 例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 

今
、
わ
た
し
は
、
ぼ
く
は 

  

補
習
校
の
思
い
出
を
ク
ラ
ス
で
語
ろ
う
。 

  

〇
ス
ピ
ー
チ
の
注
意
点 

 

注
意
点
・
聞
き
手
に
伝
え
よ
う
と
す
る
態
度
が
大
事 

 

１ 

姿
勢
よ
く
、
顔
を
聞
き
手
に
向
け
て 

 

２ 

表
情
を
内
容
に
合
わ
せ
て 

 

３ 

声
の
大
き
さ 

強
弱
の
付
け
方 

 

４ 

は
っ
き
り
し
た
声 

 

５ 

話
し
方
の
速
さ
の
工
夫 

 
６ 

間
の
取
り
方 

落
ち
着
き 

① 題材名を黒板に書く。 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

・「補習校の思い出をクラスで語ろう。」 

・ワークシートを配布し、書きこませる。 

③ スピーチの練習をさせる。 

「p.214～P.215 を参考に、話し方を工夫しながらスピーチの練習をしよう。」 

⑥ 次時の予告をする。 

④ 学級内スピーチを行わせる。 

「『スピーチの注意点』に気を付けながら、できるだけ原稿を見ずに、友達に

向けたスピーチをしよう。」 

「一人ずつの発表に対して感想を述べてもらうので、考えながら聞こう。」 

⑤ 学習を振り返り、感想を述べさせる。 

「スピーチの学習をしてみての感想を発表しよう。」 



   今 、 わ た し は 、 ぼ く は ②                                            Ｗ 73  
                         六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
 

 
         ス ピ ー チ の 注 意 点  
       注 意 点 ・ 聞 き 手 に 伝 え よ う と す る 態 度 が 大 事 
        １ 姿 勢 よ く 、 顔 を 聞 き 手 に 向 け て 
        ２ 表 情 を 内 容 に 合 わ せ て 
        ３ 声 の 大 き さ 強 弱 の 付 け 方 
          ４ は っ き り し た 声 
          ５ 話 し 方 の 速 さ の 工 夫 
          ６ 間 の 取 り 方 落 ち 着 き  
 
 

◎ 「 今 、 わ た し は 、 ぼ く は 」 の 学 習 を ふ り 返 っ て 感 想 を 書 こ う 。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 メ モ  

 



   今 、 わ た し は 、 ぼ く は ②                                            Ｗ 73  
                         六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
   補 習 校 の 思 い 出 を ク ラ ス で 語 ろ う 。  

 
         ス ピ ー チ の 注 意 点  
       注 意 点 ・ 聞 き 手 に 伝 え よ う と す る 態 度 が 大 事 
        １ 姿 勢 よ く 、 顔 を 聞 き 手 に 向 け て 
        ２ 表 情 を 内 容 に 合 わ せ て 
        ３ 声 の 大 き さ 強 弱 の 付 け 方 
          ４ は っ き り し た 声 
          ５ 話 し 方 の 速 さ の 工 夫 
          ６ 間 の 取 り 方 落 ち 着 き  
 
 

◎ 「 今 、 わ た し は 、 ぼ く は 」 の 学 習 を ふ り 返 っ て 感 想 を 書 こ う 。  

   例 ・ わ た し は 、 自 分 の 思 い 出 と 夢 を ス ピ ー チ し ま し た 。 聞 く 人 の 心 に 残 る よ う に ･･･ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 メ モ  

 

 



７４ 

題 材 名  「漢字の広場⑥」（第１時／全１時間） 

目  標  教科書のイラストを見て、いつ、どんなことがあったのか、どんな気持ちだったのかを想像し、 

5 年生で学習した漢字を用いて物語を書き表すことができる。 
      ◎第 5 学年までに配当されている漢字を書き、文や文章の中で使っている。 

領 域 等  知識及び技能 
学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

 

 

 

 

 

 

 

展

開

30

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10

分 

 

① 題材名「漢字の広場⑥」を黒板に書く。 

 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

 

・教師の範読を聞く。教師の範

読後、声を合わせて読む。 

 

・イラストからそれぞれの場面

で気づいたことや感じたこと

を発表する。 

 

 

 

 

 

・イラストの場面の様子を想像

して文章で書き表す 

 

 

 

 

 

・書いた文章を友だちと紹介し

合う。 

 

 

 

 

 

 

・次時の見通しを持つ。 

 イラストを見て、いつ、どんなことがあったのか、場面の様子

を想像して文章に書き表そう 

 

   

③ P.216に出てくる漢字を教師が範読し、児童に一斉読みをさせる

 

 

④ P.216のイラストから気づいたことや感じたことを交流させ、そ

れぞれの場面のイメージが膨らむようにさせる。 

  ・本時の学習活動への導入のための意見交流なので、時間はか

ける必要はない。児童に気づいたことや感じたことを自由に

出させることで、イメージを持ちづらい子どもへのヒントと

したい。 

   

 

⑤ イラストから想像した場面の様子を文章に書かせる。 

  ・クラスの人数や子どもの漢字の能力に応じ、ペアやグループ

で書かせたり、場面ごとに分担して書かせたりしてもよい。 

  ・考えさせた後、クラス全体に紹介できるような発表用の短冊

とペンを用意しておき、出来上がった文章を書かせておくと

よい。 

  

⑥ 書いた文章を交流させる。 

  ・ただ読み上げさせるだけなく、黒板に書かせたり、発表用の

短冊に書いたものを貼りだしたりさせることで、よりクラス

全体に広めやすくする。 

  ※順番に黒板に書かせていると時間もかかるので、前もって発

表用の短冊を用意しておくほうが時間の効率がよい。 

 

 

⑦次時の予告をする。 

  ・「次の時間は、『海の命』を学習します。」 

 

指導のポイント 

 ○漢字の定着を図るために 
 ・授業の中で、漢字を読む作業、書く作業の時間をしっかりと確保する。作業を繰り返すことで定着を 

図りたい。そのために、学習活動①～④は効率的に短時間で済ませ、⑤・⑥の学習活動に重点を置く 
学習展開にする。 

 



  
 

 
 

漢
字
の
広
場
⑥ 

 

イ
ラ
ス
ト
を
見
て
、
い
つ
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の

か
、
場
面
の
様
子
を
想
像
し
て
文
章
に
書
き
表
そ
う

 

 
 

児
童
が
考
え
た
文
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板書例 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

①題材名「漢字の広場⑥」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「イラストを見て、いつ、どんなことがあったのか、場面の様子を想像して

文章に書き表そう」  

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

⑦次時の予告をする。「次の時間は、『海の命』を学習します。」 

③P.216に出てくる漢字を教師が範読する。その後、児童に一斉読みをさせる。 

⑥書いた文章を交流させる。 

 ※ただ読み上げさせるのでなく、短冊に書いて貼りだしたり、黒板に書かせたりして、全体に広める。

④P.216のイラストから気づいたことや感じたことを自由に交流させる。文章づくり

をすると時のヒントにさせる。 

（例）修学旅行で新幹線に乗って出かけた。 

サッカー部に所属していて、シュートが得意だ。 

文章を考えさせるための導入なので、ここではそれほど時間はかけない。 

⑤想像した場面の様子を文章に書かせる。児童の人数や漢字の能力に応じ、適宜、ペアやグループで取 

り組ませてもよい。 

 ※可能であれば発表用の短冊を準備しておき、考えたものを書かせておくと、発表・交流のとき、効率

的に進めることができる。 
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７５ 

題 材 名  「海の命」①（第１時／４時間） 

目  標  「海の命」を読み、登場人物の相互関係をとらえることができる。 

領 域 名     C 読むこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

 

① 題材名「海の命」を黒板に書く。 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

・本時の目標を知り、ワークシー

トに書く 

・声を合わせて目標を読む。 

 「海の命」を読み、登場人物について考えよう 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。 

 ・声を合わせて読ませる。 

 

 

 

 

展

開

35

分 

 

 

 

 

③ 「海の命」を音読し、登場する人物をつかませる。 

「『海の命』にはどんな人たちが出てくるのだろう」。 

     ・太一、父、与吉じいさ、母などは登場する。 

④ 登場人物が「太一」にどのような影響を与えたのか考えさせる

「P.218、221、224の３つの文章についてだれが、どんな場面で

言ったのか、太一はどう受け止めたのか考えよう」 

・太一がいろいろな人たちとのかかわりの中で成長していく

 ことに気づかせたい。 

・「海のめぐみだからなあ。」 

もぐり漁師の「父」 

大物をしとめたとき。 

もっとじまんすればいいのに･･･ 

・「千びきに一ぴきでいいんだ･･･」 

漁の師匠である「与吉じいさ」 

つりをしながら。 

もっとつればいいのに･･･自分もつりたい 

・「おまえが、おとうの･･･」 

海で夫を亡くした「母」 

太一が屈強な若者になったとき 

母の気持ちもあるが父の瀬にもぐりたい 

⑤ 書いた考えを発表し合わせる。 

「書いた自分の考えを発表し合おう」 

・友達の発表を好意的、肯定的に受け止める様子を賞賛し雰 

囲気を高める。 

・「海の命」を音読し、登場する

人物をつかむ。 

 

 

・登場人物が「太一」にどのよう

な影響を与えたのか考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・書いた考えを発表し合う。 

 

 

終

5

分 

⑤ 宿題（音読・漢字）の確認をする。 

⑥ 次時の予告をする。「次の時間は、太一の考え方が大きく変わった

場面について読み取ろう」 

 

 

・次時の見通しをもつ。 

指導のポイント 

○ 「海の命」について 

・太一が周囲の人々とかかわる中で、成長していく。成長期にある６年生の児童にも共感できる部分がある作品

である。文章をていねいに読ませることで、太一の心情、場面の描写をしっかりつかませたい。 



板 書 例 
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・
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千
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漁
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あ
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つ
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も
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つ
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自
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も
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・
「
お
ま
え
が
、
お
と
う
の…
」 

 
 
 
 

海
で
夫
を
亡
く
し
た
「
母
」 

 
 
 
 

太
一
が
屈
強
な
若
者
に
な
っ
た
と
き 

 
 
 
 

母
の
気
持
ち
も
あ
る
が
父
の
瀬
に
も
ぐ
り
た
い 

① 題材名を黒板に書く。 

② 本時の目標を児童に知らせる。 

・「『海の命』を読み、登場人物について考えよう。」 

・ワークシートを配布し、書きこませる。 

③ 「海の命」を音読し、登場する人物をつかませる。 

「『海の命』にはどんな人たちが出てくるのだろう。」 

⑥ 次時の予告をする。 

⑤ 書いた考えを発表し合わせる。 

「書いた自分の考えを発表し合おう。」 

④ 登場人物が「太一」にどのような影響を与えたのか考えさせる。 

「P.218、221、224 の３つの文章についてだれが、どんな場面で言ったのか、

太一はどう受け止めたのか考えよう。」 



   海 の 命 ①                                        Ｗ 75  

                           六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
 

 
 ◎ 登 場 人 物  
  

  

  

 
 ◎ だ れ が 、 ど ん な 場 面 で 言 っ た の か 、 太 一 は ど う 受 け 止 め た の か 考 え よ う 。  
 

・ 「 海 の め ぐ み だ か ら な あ 。 」  

だ れ が  

ど ん な 場 面 で  

「 太 一 」 は ど う 受 け 止 め た  

 

・ 「 千 び き に 一 ぴ き で い い ん だ        ず っ と こ の 海 で 生 き て い け る よ 。 」 

だ れ が  

ど ん な 場 面 で  

「 太 一 」 は ど う 受 け 止 め た  

 

・ 「 お ま え が 、 お と う の 死 ん だ 瀬 に も ぐ る と         お ま え の 心 の 中 が 見 え る よ う で 。 」 

だ れ が  

ど ん な 場 面 で  

「 太 一 」 は ど う 受 け 止 め た  



   海 の 命 ①                                        Ｗ 75  

                           六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
   「 海 の 命 」 を 読 み 、 登 場 人 物 に つ い て 考 え よ う 。  

 
 ◎ 登 場 人 物  
  ・ 太 一     ・ 母  

  ・ 父   

   ・ 与 吉 じ い さ   

 
 ◎ だ れ が 、 ど ん な 場 面 で 言 っ た の か 、 太 一 は ど う 受 け 止 め た の か 考 え よ う 。  
 

・ 「 海 の め ぐ み だ か ら な あ 。 」  

だ れ が      も ぐ り 漁 師 の 「 父 」  

ど ん な 場 面 で  大 物 を し と め た と き 。  

「 太 一 」 は ど う 受 け 止 め た  
        も っ と じ ま ん す れ ば い い の に ･･･ 

 

・ 「 千 び き に 一 ぴ き で い い ん だ        ず っ と こ の 海 で 生 き て い け る よ 。 」 

だ れ が      漁 の 師 匠 で あ る 「 与 吉 じ い さ 」  

ど ん な 場 面 で   つ り を し な が ら 。  

「 太 一 」 は ど う 受 け 止 め た  
        も っ と つ れ ば い い の に ･･･ 自 分 も つ り た い  

 

・ 「 お ま え が 、 お と う の 死 ん だ 瀬 に も ぐ る と         お ま え の 心 の 中 が 見 え る よ う で 。 」 

だ れ が      海 で 夫 を 亡 く し た 「 母 」  

ど ん な 場 面 で   太 一 が 屈 強 な 若 者 に な っ た と き  

「 太 一 」 は ど う 受 け 止 め た  
           母 の 気 持 ち も あ る が 父 の 瀬 に も ぐ り た い  

 



７３
題 材 名 「海の命」（第２時／全４時間）

目 標 ・ 「太一」の考え方（生き方）を変えたきっかけについて考えることができる。

領 域 等 C 読むこと

学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「海の命」を黒板に書く。

入

5 ② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

分 「海の命」を読み、太一の考え方（生き方）を変えたきっかけを

考えよう ・ 目標を声を合わせて読む。

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

展 ③ 太一のクエに対する思いを表した叙述を読み取らせる。 ・ 太一のクエに対する思いを

開 「父を破ったクエに対する太一の思いが分かる表現を、書かれて 表した叙述を読み取る。

38 いる限りすべて抜き出そう」

分 ・ クエに対する敵愾心を読み手に感じさせる表現を見のながさ

ないようにさせたい。

・ 母の言葉の中にある太一の思い

・ 小さなクエには興味が持てないという叙述

・ 「追い求めているうちに、不意に夢は実現するものだ」

の叙述が意味すること

・ 自分が追い求めてきたまぼろしの魚という叙述

④ 太一のクエに対する思いの変化を表した叙述を読み取らせる。 ・ 太一のクエに対する思いの

「クエに対する気持ちの変化が分かる表現を、見つけて書き出そ 変化を表した叙述を読み取る。

う」

・ クエを倒すことをためらい、やめるまでの感情が分かる表現。

行動、表情等も含む。

・ この大魚は自分に殺されたがっている

・ こんな感情になったのは初めてだ

・ ふっとほほえみ

・ もう一度えがおを作った

・ 瀬の主を殺さないで済んだ

・ 大魚はこの海の命だ

⑤ クエに対する太一の思いがどう変わったかをみんなで考えさせ ・ クエに対する太一の思いが

る。 どう変わったかをみんなで考

「クエに対するまでの太一の思いはどうだったのだろう。また、 える。

クエに対したときの太一の考えはどう変わったのだろう」

・ 父を破った大魚を自分の手で仕留めたいという思い

・ 父の敵を討ちたい

・ 父すら倒せなかった大魚を自分が倒したい

（父を越えたい）

・ 大魚クエを殺してはいけない。やめよう。

終

末 ⑥ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

2 「次の時間は、太一の生き方について考えよう」

分

toshi
テキスト ボックス
7 6
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① 題材名「海の命」を黒板に書く。

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「「海の命」を読み、太一の考え方（生き方）を変えたきっかけを考えよう」

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

③ 太一のクエに対する思いを表した叙述を読み取らせる。

「父を破ったクエに対する太一の思いが分かる表現を、

書かれている限りすべて抜き出そう」

④ 太一のクエに対する思いの変化を表した叙述を読み取らせる。

「クエに対する気持ちの変化が分かる表現を、見つけて書き出そう」

⑤ クエに対する太一の思いがどう変わったかをみんなで考えさせる。

「クエに対するまでの太一の思いはどうだったのだろう。

また、クエに対したときの太一の考えはどう変わったのだろう」

⑥ 次時の予告をする。

「次の時間は、太一の生き方について考えよう」



 

   海 の 命 ②                                         Ｗ 76  

                          六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
 

 
 ◎ 父 を 破 っ た ク エ に 対 す る 太 一 の 思 い が 分 か る 表 現  
 

 

 

 

 

◎ 太 一 の ク エ に 対 す る 思 い の 変 化  
 

 

 

 

 

 

 

◎ ク エ に 対 す る 太 一 の 思 い が ど う 変 わ っ た か  
 

 

 

 

 

 

 
 



 

   海 の 命 ②                                         Ｗ 76  

                          六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
   「 海 の 命 」 を 読 み 、 太 一 の 考 え 方 （ 生 き 方 ） を 変 え た き っ か け を 考 え よ う 。  

 
 ◎ 父 を 破 っ た ク エ に 対 す る 太 一 の 思 い が 分 か る 表 現  
 

 

 

 

 

◎ 太 一 の ク エ に 対 す る 思 い の 変 化  
  例 ・ こ の 大 魚 は 自 分 に 殺 さ れ た が っ て い る  

   ・ こ ん な 感 情 に な っ た の は 初 め て だ  

   ・ ふ っ と ほ ほ え み  

   ・ も う 一 度 え が お を 作 っ た  

   ・ 瀬 の 主 を 殺 さ な い で 済 ん だ  

   ・ 大 魚 は こ の 海 の 命 だ  

 

◎ ク エ に 対 す る 太 一 の 思 い が ど う 変 わ っ た か  
  例 ・ 父 を 破 っ た 大 魚 を 自 分 の 手 で 仕 留 め た い と い う 思 い  

   ・ 父 の 敵 を 討 ち た い  

   ・ 父 す ら 倒 せ な か っ た 大 魚 を 自 分 が 倒 し た い （ 父 を 越 え た い ）  

   ・ 大 魚 ク エ を 殺 し て は い け な い 。 や め よ う 。  

 

 

 
 

 ・ 母 の 言 葉 の 中 に あ る 太 一 の 思 い    

・ 小 さ な ク エ に は 興 味 が 持 て な い と い う 叙 述  

・ 「 追 い 求 め て い る う ち に 、 不 意 に 夢 は 実 現 す る も

の だ 」 の 叙 述 が 意 味 す る こ と  
 ・ 自 分 が 追 い 求 め て き た ま ぼ ろ し の 魚  



７４
題 材 名 「海の命」（第３時／全４時間）

目 標 ・ 「太一」の生き方について考え、自分なりの感想をもつことができる。

領 域 等 C 読むこと

学習の流れ

教師の働きかけ 児童の活動

導 ① 題材名「海の命」を黒板に書く。

入

5 ② 本時の目標を黒板に書く。 ・ 本時の目標を知る。

分 太一の生き方を考え、自分なりの感想を持とう

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。 ・ 目標を声を合わせて読む。

展 ③ クエを殺すのをやめたきっかけを、みんなで考えさせる。 ・ クエを殺すのをやめたきっ

開 「太一は、クエに対する考えや行動を大きく変えたが、そのきっ かけを、みんなで考える。

38 かけとなったのはどんなことだろう」

分 ・ 父や与吉じいさの言葉が太一の漁師としての根幹となる感情

を育てていたのだから、それらの言葉をぜひ出させたい。

・ 動こうとしないクエ。クエのおだやかな目。あるがままを受

け入れる生き物の姿に命の尊さを感じ取り、父や与吉じいさの

教えに立ち返ることができたのだから、このクエの様子もぜひ

出させたい。

④ 一つの叙述にこだわって思いを考えさせる。 ・ 一つの叙述にこだわって思

「『太一は瀬の主を殺さないで済んだのだ』とあるが、『済んだ』 いを考える。

という表現から、どんなことが分かるだろう」

・ 殺さなかったのがよいことだったということは分かるだろう。

・ なぜ、殺さなかったことがよいことだったのか、③で読み取

ったことと関連づけさせたい。

⑤ 太一の生き方をどう思うか、自分なりの感想を書き、発表させ ・ 太一の生き方をどう思うか、

る。 自分なりの感想を書き、発表

「クエを倒すことをやめた太一の生き方についてどう思うか、感 する。

想を書いてみよう」

終 ⑥ 次時の予告をする。 ・ 次時の見通しを持つ。

末 「次の時間は、登場人物の生き方について考えよう」

2

分

指導のポイント

○ 「太一」の成長を

・ 「海の命」の山場の場面である。「太一」のクエに対する考え方の変化が詳しく書かれている。ク

エは海の命の象徴であり、それは、自然、環境などへつながるものである。「太一」が一人の漁師と

して、人間として成長していく姿を読み取らせたい。

toshi
テキスト ボックス
7 7



板書例

海
の
命

太
一
の
生
き
方
を
考
え
、
自
分
な
り
の
感
想
を
持
と
う

◎
ク
エ
を
殺
す
の
を
や
め
た
き
っ
か
け

・
父
や
与
吉
じ
い
さ
の
言
葉
。

・
動
こ
う
と
し
な
い
ク
エ
。
ク
エ
の
お
だ
や
か
な
目
。

父
や
与
吉
じ
い
さ
の
教
え
に
立
ち
返
る
こ
と
が
で
き
た

◎
「
済
ん
だ
」
と
い
う
表
現
か
ら
、

ど
ん
な
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う

・
殺
さ
な
か
っ
た
の
が
よ
い
こ
と
だ
っ
た
。

・
海
の
命
だ
か
ら

・
父
の
姿
を
ク
エ
に
見
た
か
ら

◎
太
一
の
生
き
方
を
ど
う
思
う
か
、

自
分
な
り
の
感
想
を
書
こ
う
。

① 題材名「海の命」を黒板に書く。

② 本時の目標を児童に知らせる。

・ 「太一の生き方を考え、自分なりの感想を持とう」

・ ワークシートを配布し、書き込ませる。

③ クエを殺すのをやめたきっかけを、みんなで考えさせる。

「太一は、クエに対する考えや行動を大きく変えたが、

そのきっかけとなったのはどんなことだろう」

④ 一つの叙述にこだわって思いを考えさせる。

「『太一は瀬の主を殺さないで済んだのだ』とあるが、

『済んだ』という表現から、どんなことが分かるだろう」

⑤ 太一の生き方をどう思うか、自分なりの感想を書き、発表させる。

「クエを倒すことをやめた太一の生き方についてどう思うか、感想を書いてみよう」

⑥ 次時の予告をする。

「次の時間は、登場人物の生き方について考えよう」



   海 の 命 ③                                        Ｗ 77  

                          六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
 

 

◎ 太 一 は 、 ク エ に 対 す る 考 え や 行 動 を 大 き く 変 え た が 、  
 そ の き っ か け と な っ た の は ど ん な こ と だ ろ う  
 

 

 

 

◎ 「 『 太 一 は 瀬 の 主 を 殺 さ な い で 済 ん だ の だ 』 と あ る が 、  
  『 済 ん だ 』 と い う 表 現 か ら 、 ど ん な こ と が 分 か る だ ろ う 。  
 

 

 

 

 

◎ 太 一 の 生 き 方 を ど う 思 う か 、 自 分 な り の 感 想 を 書 こ う 。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 



   海 の 命 ③                                        Ｗ 77  

                          六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
   太 一 の 生 き 方 を 考 え 、 自 分 な り の 感 想 を 持 と う 。  

 

◎ 太 一 は 、 ク エ に 対 す る 考 え や 行 動 を 大 き く 変 え た が 、  
 そ の き っ か け と な っ た の は ど ん な こ と だ ろ う  
 ・ 父 や 与 吉 じ い さ の 言 葉 。  

 ・ 動 こ う と し な い ク エ 。 ク エ の お だ や か な 目 。  

  父 や 与 吉 じ い さ の 教 え に 立 ち 返 る こ と が で き た  

 

◎ 「 『 太 一 は 瀬 の 主 を 殺 さ な い で 済 ん だ の だ 』 と あ る が 、  
  『 済 ん だ 』 と い う 表 現 か ら 、 ど ん な こ と が 分 か る だ ろ う 。  
 ・ 殺 さ な か っ た の が よ い こ と だ っ た 。  

 ・ 海 の 命 だ か ら  

 ・ 父 の 姿 を ク エ に 見 た か ら  

 

 

◎ 太 一 の 生 き 方 を ど う 思 う か 、 自 分 な り の 感 想 を 書 こ う 。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



７８ 

題 材 名  「海の命」④（第４時／４時間） 

目  標  登場人物の生き方について考え、自分なりの考えをもつことができる。 

領 域 名     C 読むこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 

分 

 

① 題材名「海の命」を黒板に書く。 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

・本時の目標を知り、ワークシー

トに書く 

・声を合わせて目標を読む。 

 登場人物の生き方を考え、自分なりの考えを持とう 

・ワークシートを配付し、書き込ませる。 

 ・声を合わせて読ませる。 

 

 

 

 

展

開

35

分 

 

 

 

 

③ 「父」の生き方について考えさせる。 

「『父』はどんな生き方をしたのだろう。それに対して自分は

どう思うか書いてみよう」 

・もぐり漁師として一生を生きた「父」について読み取らせ

 たい。 

・村いちばんのもぐり漁師で、瀬の主であるクエとたた

 かった。太一のあこがれであり乗り越えたい目標でも

ある。 

④ 「与吉じいさ」の生き方について考えさせる。 

「『与吉じいさ』はどんな生き方をしたのだろう。それに対し

 て自分はどう思うか書いてみよう」 

・漁師の師匠である「与吉じいさ」について読み取らせたい

・ベテランの漁師で、無理やり弟子入りした太一を一人

 前の漁師に育ててくれた。 

⑤ それぞれの生き方と自分の考えについて発表し合わせる。 

「それぞれの生き方に対する自分の考えを発表しよう」 

・児童の考えを発表し合わせることで、考えを広げたり深め

 たりさせたい。 

 

・「父」の生き方について考える

 

 

 

 

 

 

 

・「与吉じいさ」の生き方につい

て考える。 

 

 

 

 

・それぞれの生き方と自分の考え

について発表し合う。 

 

 

 

終

5

分 

⑥  宿題（音読・漢字）の確認をする。 

 「次の時間、中学校へつなげよう／生きる」を学習します。 

 

・次時の見通しをもつ。 

 

指導のポイント 

○ 自分なりの考えを 

・物語を読むと、日常とは違う世界に入り、登場人物と出会い、その生き方や考え方にふれることができる。自

我の芽生えるころの子どもたちには、多くの人々、物語と出会って、自分の生き方や考え方を広げたり、深め

たりさせたい。その中で、自分なりの生き方、考え方を徐々に確立していく。より多くの出会いが、より豊か

な人生につながる。子どもたちには、機会あるごとに読書を勧めたい。 

 

 



板 書 例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

海
の
命 

  

登
場
人
物
の
生
き
方
を
考
え
、
自
分
な
り
の
考
え
を
持
と
う
。

  

〇
「
父
」
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。 

 

・
村
い
ち
ば
ん
の
も
ぐ
り
漁
師
で
、
瀬
の
主
で
あ
る
ク
エ
と
た

た
か
っ
た
。
太
一
の
あ
こ
が
れ
で
も
あ
り
乗
り
越
え
た
い
目

標
で
も
あ
る
。 

  

〇
「
与
吉
じ
い
さ
」
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。 

 

・
ベ
テ
ラ
ン
の
漁
師
で
、
無
理
や
り
弟
子
入
り
し
た
太
一
を
一

人
前
の
漁
師
に
育
て
て
く
れ
た
。 

 

〇
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
と
自
分
の
考
え
に
つ
い
て
発
表
し
よ
う
。

① 題材名を黒板に書く。 

② 本時の目標を児童に知らせる。 
・「登場人物の生き方を考え、自分なりの考えを持とう。」 
・ワークシートを配布し、書きこませる。 

③ 「父」の生き方について考えさせる。 
「『父』はどんな生き方をしたのだろう。それに対して自分はどう思うか書いて

みよう。」 

⑥ 次時の予告をする。 

⑤それぞれの生き方と自分の考えについて発表し合わせる。 
「それぞれの生き方に対する自分の考えを発表しよう。」 

④ 「与吉じいさ」の生き方について考えさせる。 
「『与吉じいさ』はどんな生き方をしたのだろう。それに対して自分はどう思う

か書いてみよう。」 



   海 の 命 ④                                      Ｗ 78  

                          六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
 

 

◎ 『 父 』 は ど ん な 生 き 方 を し た の だ ろ う 。 そ れ に 対 し て 自 分 は ど う 思 う か 書 い て み よ う 。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 『 与 吉 じ い さ 』 は ど ん な 生 き 方 を し た の だ ろ う 。 そ れ に 対 し て 自 分 は ど う 思 う か 書 い て み よ う 。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 



   海 の 命 ④                                      Ｗ 78  

                          六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
    登 場 人 物 の 生 き 方 を 考 え 、 自 分 な り の 考 え を 持 と う 。  

 

◎ 『 父 』 は ど ん な 生 き 方 を し た の だ ろ う 。 そ れ に 対 し て 自 分 は ど う 思 う か 書 い て み よ う 。  
   例 ・ 村 い ち ば ん の も ぐ り 漁 師 で 、 瀬 の 主 で あ る ク エ と た た か っ た 。 太 一 の あ こ が れ で あ り 乗 

     り 越 え た い 目 標 で も あ る 。 ･･･ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 『 与 吉 じ い さ 』 は ど ん な 生 き 方 を し た の だ ろ う 。 そ れ に 対 し て 自 分 は ど う 思 う か 書 い て み よ う 。  
   例 ・ ベ テ ラ ン の 漁 師 で 、 無 理 や り 弟 子 入 り し た 太 一 を 一 人 前 の 漁 師 に 育 て て く れ た 。 ･･･ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



７９ 

題 材 名  「生きる」（第１時／全１時間） 

目  標  「生きる」に描かれている、生きることの意味を読み取ることができる。 

領 域 名    C 読むこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

 
導
入
５ 
分 

① 題材名「生きる」を黒板に書く。 
② 本時の目標を黒板に書く。 

 
 
 
・本時の目標を知る。 
・声を合わせて目標を読む。 

 「生きる」に描かれている、生きることの意味を読み取ろう  

・ワークシートを配付し、書き込ませる。 
 ・声を合わせて読ませる。 

 
 
 
 
展
開
35
分 
 
 
 

③  各連に描かれている「生きているということ」の中身を考えさせ 
 る。 

 「詩全体の特徴で気づくことはあるかな」 
「どの連も同じ書き出しで、同じ調子で描かれているけれど、 

内容もまったく同じだろうか。比べて考えてみよう」 
・「ということ」で統一された文末表現。各連の１～２行が

「生きているということ／いま生きているということ」の
反復であること。 

・各連で具体的に描かれていることを抜き出して考えさせる 
・１つの連の中の具体的なことの共通する性質を考えてみる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 「生きる」から感じたことを感じたままに書かせる。 

「『生きる』の何連が気に入ったかな。また、それはなぜだろう」
「『生きる』からどんなことを感じたかな。思ったこと、感じた 
こと、考えさせられたことを書いてみよう」 
・５つの連それぞれの特徴が分かったところで、どの連にひか 

れるかを考えることは、詩を自分に引きつけて考えるきっか 
けとなる。 

・なかなか感想を書けない子には、どの言葉、どの部分が印象 
に残っているかを尋ね、なぜかを考えさせるなどの助言をす  
る。  

⑤ 感じたことを発表させる。 
「自分の思いを発表し合い、友達の感想を聞き合おう」 

・各連に描かれている「生きてい
るということ」考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「生きる」から感じたことを感

じたままに書く。 
 
 
 
 
 
・感じたことを発表する。 

終 
5 
分 

⑥  次時の予告をする。 
「次の時間は、『今あなたに考えていて欲しいこと』を学習します
宿題（音読・漢字）を確認する。 

・次時の見通しを持つ。 
 
 

指導のポイント 
○ 「五月」と「十二月」の対比の観点 
・日光（昼）の世界と月光（夜）の世界     ・春の若やぐ世界と冬の落ち着きの世界 
・幼いかにの兄弟と少し成長した兄弟      ・柔らかな光の世界と鉱物や鋭い光の世界 
・動的でめまぐるしい世界と静寂の世界     ・恐怖の世界と平和な世界 
・恐怖をもたらし、命を奪うものと恵みをもたらすもの 
（「かわせみ」と「やまなし」という水中に飛び込んできたもの同士の対比） 

第一連  のどがかわく／木もれ陽がまぶしい 
ふとメロディを思い出す            『何気ない日常の中で自然に生きる』 
くしゃみをする／手をつなぐ 

第二連  ミニスカート／プラネタリウム      『美しいものに感動し、悪をこばんで生きる』 
ヨハン・シュトラウス／ピカソ／アルプス 

第三連  泣ける／笑える／怒れる            『感情を自由に表現しながら生きる』 
第四連 「いま」という同じ瞬間に地球上で 

起こっている出来事                『一見無関係なものとも同じ時を生きる』 
第五連  鳥ははばたく／海はとどろく 

かたつむりははう／人は愛する      『本来の生き方で命を感じながら生きる』 



板 書 例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

生
き
る 

  

「
生
き
る
」
に
描
か
れ
て
い
る
、
生
き
る
こ
と
の
意
味
を 

 
 

読
み
取
ろ
う
。 

 

第
一
連 

の
ど
が
か
わ
く
／
木
も
れ
陽
が
ま
ぶ
し
い 

 
 
 
 

ふ
と
メ
ロ
デ
ィ
を
思
い
出
す 

 
 
 
 

く
し
ゃ
み
を
す
る
／
手
を
つ
な
ぐ 

 

『
何
気
な
い
日
常
の
中
で
自
然
に
生
き
る
』 

第
二
連 

ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
／
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム 

 
 
 
 

ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
／
ピ
カ
ソ
・
ア
ル
プ
ス 

 

『
美
し
い
も
の
に
感
動
し
、
悪
を
こ
ば
ん
で
生
き
る
』 

第
三
連 

泣
け
る
／
笑
え
る
／
怒
れ
る 

 
『
感
情
を
自
由
に
表
現
し
な
が
ら
生
き
る
』 

第
四
連 
「
い
ま
」
と
い
う
同
じ
瞬
間
に 

 
 
 
 

地
球
上
で
起
こ
っ
て
い
る
出
来
事 

 

『
一
見
無
関
係
な
も
の
と
も
同
じ
時
を
生
き
る
』 

第
五
連 

鳥
は
ば
た
く
／
海
は
と
ど
ろ
く 

 
 
 
 

か
た
つ
む
り
は
は
う
／
人
は
愛
す
る 

 

『
本
来
の
生
き
方
で
命
を
感
じ
な
が
ら
生
き
る
』 

① 題材名を黒板に書く。 

② 本時の目標を児童に知らせる。 
・「『生きる』に描かれている、生きることの意味を読み取ろう。」 
・ワークシートを配布し、書きこませる。 

③ 各連に描かれている「生きているということ」の中身を考えさせる。 
「詩全体の特徴で気づくことはあるかな」 

 「どの連も同じ書き出しで、同じ調子で描かれているけれど、内容もまったく同

じだろうか。比べて考えてみよう。」

④ 「生きる」から感じたことを感じたままに書かせる。 

 「『生きる』の何連が気に入ったかな。また、それはなぜだろう。」 

 「『生きる』からどんなことを感じたかな。思ったこと、感じたこ

と、考えさせられたことを書いてみよう。」 

⑤ 感じたことを発表させる。 

 「自分の思いを発表し合い、友達の感想を聞きあおう。」 

⑥ 次時の予告をする。 



   生 き る                                                             Ｗ 79  
                                        六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
 

 

◎ 詩 全 体 の 特 徴  
 

 

 

 

 

◎ 各 連 で 具 体 的 に 描 か れ て い る こ と を 抜 き 出 そ う 。  
          描 か れ て い る も の    連 の 中 の 具 体 的 な こ と の 共 通 す る 性 質

 

１  

  

 

２  

  

 

３  

  

 

４  

  

 

５  

  

 
 



   生 き る                                                             Ｗ 79  
                                        六 年  組 名 前 （               ）  

今 日 の 学 習 の め あ て  
   「 生 き る 」 に 描 か れ て い る 、 生 き る こ と の 意 味 を 読 み 取 ろ う 。  

 

◎ 詩 全 体 の 特 徴  
   例 ･ ど の 連 も 同 じ 書 き 出 し で 、 同 じ 調 子 で 描 か れ て い る 。  

     ・ 「 と い う こ と 」 で 統 一 さ れ た 文 末 表 現  

     ・ 各 連 の 一 ～ 二 行 が 「 生 き て い る と い う こ と ／ い ま 生 き て い る と い う こ と 」 の 反 復  

 

 

◎ 各 連 で 具 体 的 に 描 か れ て い る こ と を 抜 き 出 そ う 。  
          描 か れ て い る も の    連 の 中 の 具 体 的 な こ と の 共 通 す る 性 質

 

１  

の ど が か わ く  

木 も れ 陽 が ま ぶ し い  

ふ と メ ロ デ ィ を 思 い 出 す  

く し ゃ み を す る  

手 を つ な ぐ  

『 何 気 な い 日 常 の 中 で 自 然 に 生 き る 』  

 

２  

ミ ニ ス カ ー ト  

プ ラ ネ タ リ ウ ム  

ヨ ハ ン ・ シ ュ ト ラ ウ ス  

ピ カ ソ  

ア ル プ ス  

『 美 し い も の に 感 動 し 、 悪 を こ ば ん で 生 き る 』

 

３  

泣 け る  

笑 え る  

怒 れ る  

『 感 情 を 自 由 に 表 現 し な が ら 生 き る 』  

 

４  

「 い ま 」 と い う 同 じ 瞬 間 に 地 球 上 で 起 こ っ て  

い る 出 来 事  

『 一 見 無 関 係 な も の と も 同 じ 時 を 生 き る 』  

 

５  

鳥 は は ば た く  

海 は と ど ろ く  

か た つ む り は は う  

人 は 愛 す る  

『 本 来 の 生 き 方 で 命 を 感 じ な が ら 生 き る 』  
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◎ 『 生 き る 』 か ら ど ん な こ と を 感 じ た だ ろ う 。  
  思 っ た こ と 、 感 じ た こ と 、 考 え さ せ ら れ た こ と を 書 い て み よ う 。  
 
 

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
                    

 
 



８０ 

題 材 名  「今、あなたに考えてほしいこと」（第１時／全１時間） 

目  標  文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の考えを広げることができる。 
      ◎これからの生活や学習に向けて取り組んでいきたいことを考えようとする。 

領 域 等  Ｃ 読むこと 

学習の流れ 

 教師の働きかけ 児童の活動 

導

入

5 
分 

 

 

展

開

30
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末

10
分 

 

① 題材名「今、あなたに考えてほしいこと」を黒板に書く。 

 

② 本時の目標を黒板に書く。 

 

 

 

・本時の目標を知る。 

・目標を声を合わせて読む。 

 

・音読することをとおして語感 
を身に付ける。 

 

・筆者が言いたいと思っている 

ことを考え発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
・「これからの生活や学習で取 
り組んでいきたいこと」につ 
いて文章に書く。 

 

・書いたことを発表する。 

 

 

・担任からの話を聞く。 

 これからの生活や学習で取り組んでいきたいことについて考え

よう 

 

   

③ 本文を音読する。 
  教師が範読し、その後、児童に音読をさせる。希望者がいなけ

れば指名読みか、それが難しいようであれば一斉読みをする。 
   

④ 筆者が言っている「あなたに考えてほしいこと」とはどんなこ

となのか本文の中の言葉から考えさせる。 
  ○想像力を働かせて、これからのことを考えていくと、みなが

生き生き暮らせる社会を考え出すこともできるでしょう。 
  ○未来のことまで考えて生き方を探していくのが、今、求めら

れている生き方ではないでしょうか。 
  ○難しいけれど、とても大事なことですし、すばらしいことを

思いついたら、未来は今よりずっと楽しくなるに違いありま

せん。 
  ・見つけ出すのに手間取るようであれば、最後の２つの段落に

絞って考えさせるとよい。ただし、すぐにＰ246から見つけま

しょうではなく、「作者が考えてほしいと言っていることは

どのあたりに書いてあるだろう？」「それは、考えてほしい

ことなのかな？」といった言葉がけをしながら子どもたちと

一緒に絞っていきたい。 
 
⑤ 「これからの生活や学習で取り組んでいきたいことはなにか」

自分の思いや考えを書かせる。 
 
 
⑥ 自分の思いや考えを発表させる。 
 
⑦ 担任からの言葉を伝える。 
  ○1年間、或いは6年間を総括し、未来に羽ばたく子どもたちに 

向け、担任から言葉を送る。 
 

指導のポイント 

 ○自分の思いや考えを表現させるために 
 ・この授業では、1 年の締めくくり（小学校 6 年間の締めくくり）として、これからの未来に向け、自分は 

どう生きたいか、何を学びたいかということを文章を読んだことをきっかけに考えさせたい。そのため 
には、授業前半の筆者の伝えたいことを読み取る場面だけにあまり時間をかけ過ぎず、後半の考えを文 
章に書き、発表する部分にもしっかり時間を確保したい。 
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・
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よ
い
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を
作
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た
め
に
勉
強

 

 
 

・
環
境
を
守

生
き
物
も
動
物
も
幸
せ
に
暮
ら
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る
よ

 

 
 

・ 

 
 

・ 

⑤「これからの生活や学習で取り組んでいきたいこと」について考え、文章

に書かせる。 

⑦担任から子どもたちへの言葉。 
・1年間の締めくくり（小学校6年間の締めく

くり）となるような言葉を担任から子ども

たちへ送る。 

⑥発表した子どもの考えを端的

にまとめて黒板に書くことで、

他の子どもたちにも共有しやす

いようにする。 

①題材名「今、あなたに考えてほしいこと言葉の変化」を黒板に書く。 

②本時の目標を児童に知らせる。 

 ・「これからの生活や学習で取り組んでいきたいことを考えよう。」 

 ・ワークシートを配布し、書き込ませる。 

④「あなたに考えてほしいこと」とはどんなことなのか考えさせる。 

 時間をかけずにすむよう、教師が子どもの言葉を端的にまとめながら黒板に

書いていく。 

③本文を読む。指名読み等、子どもの音読が難しいようであれば、教師の範読だけでもよい 
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